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僕のクラスには校内一有名な美人だけどコミュ障な隣人がいます。①


識原佳乃









お断り




　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。







底本カバーデザイン／小久江厚＋石田隆（ムシカゴグラフィクス）
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第１話　容姿端麗で文武両道の完璧超人はきっと……コミュ障






　僕のクラスには学年どころか、校内一の有名人がいる。

　漆のように艶やかな長い黒髪に、猫のように大きくてそれでいて切れ長なアーモンド・アイ。

　白磁を思わせる白い肌に、ほっそりとした長い手足ですらりと背は高く、まるでモデルさんのようなプロポーション。

　まさに容姿端麗。美少女と言うよりかは美人という言葉がしっくりくる感じ。

　チョークを握れば先生が出題する範囲外の意地悪な問題さえ解いてしまう知能、アカデミック・スマート。

　定期考査は入学してからその頂を他者に譲ったことはない。皆も彼女が頂点に君臨することが自然の摂理であるかのように、当たり前として受け入れている。

　おまけに運動神経も抜群ときて、走れば陸上部から「君は世界を目指せる！」とバトンを渡され、跳べばバレー部から「君は五輪を狙える！」とバレーボールを託され、打てばソフトボール部から「君は宇宙を統べる！」とバットを捧げられ、泳げば水泳部から「君は人魚姫のようだ！」と単純に称賛される始末。

　そんな容姿端麗で文武両道の完璧超人……に見える有名人――江え里ざと美み奈なさんには実は弱点がある。

「江里さん消しゴム落としたよ。はい」

「…………」謝意を表すようにこくりと無言で頷き、

「江里さんプリント回収しまーす」

「…………」閉口したまま硬い動作でプリントを差し出し、

「江里さん！　初めて見た時から好きです！　俺と付き合ってください！」

「…………」沈黙を貫きながらぎこちない所作で頭を下げる。

　こんな感じでほとんど声を発しないのだ。

　皆はこの江里さんの様子を、お淑やかだとか、ミステリアスだのクールビューティーだの飾らない人だのと、プラスに捉えているけど……僕にはそうは見えない。

　……何故ならば、恐れ多くも僕も江里さんと同じだからだ。




　――きっと江里さんは対人コミュニケーションが苦手な……いわゆるコミュ障なのだと思う。




　ぼんやりと揺らぐ春霞をバックに、重そうに枝をしならせた満開の桜が映える。

　そんなありふれた春の日の新学期。

　――今日、僕は江里さんと同じクラスになった。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆






　１年生を無事平穏に過ごし２年生へと何事もなく進級した僕は、クラス割を確認していつも通り――一番乗りで教室へと辿り着いたはずだった……。

「…………！」

「…………！」

　今まで誰もいないことが普通だったので、ぼーっとしながら引き戸を開けてそのまま硬直。

　教室には既に江里さんがいたからだ。

　……え、江里さんがいる!?　まだ７時くらいなのにどうして!?

　江里さんも自席に着いたまま、顔だけをこっちに向けて微動だにしない。少し驚いたような表情が凄く印象的に僕の目に映った。
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　ただ座っているだけなのに絵になってしまうのは江里さんの美貌によるものだと思う。

　――不思議な沈黙が流れた。一瞬のようで永遠に感じる静寂。

　息をするのも忘れて、僕はなんてことない光景に見惚れてしまっていた。

「……んっ」

　硬直していたのが数秒だったのか、それとも数分だったのかは分からないけど、江里さんのそんな咳払いで飛んでしまっていた意識が戻ってきた。

　こんな時どうすれば……、と一瞬考えて下した決断は当たり前のことだった。

　……挨拶をするしかない！

　コミュ障の僕が早朝に登校している理由は、ひとつ。

　――朝の挨拶を避けるためだ。

　普通の人からすれば朝に会って「おはよう」と挨拶するのはごく自然なことなのかもしれないけど、コミュ障の僕にしてみればとてつもなくハードルが高い。富士山並みに高い。

　まだ気心の知れている近所のおばあちゃんとかならば高尾山並みに低くなるけど、こと江里さんになると富士山を遥かに超えてエベレスト……いや、外気圏に突入してしまうのだ。

　クラスでも特に目立たないコミュ障の僕が、校内一の有名人である江里さんに「おはよう」と声を掛けるハードルの高さを皆理解してくれたであろうと思うので、きっぱりと覚悟を決めた。

　いくぞ！　僕は江里さんに挨拶をするぞ！

「……お、おは――」

「……お、おは――」

「「!?」」

　僕が口を開いたのと全く同じタイミングで江里さんも開口した。

　一言一句違わぬ挨拶に驚いて僕らは目を合わせたまま、また固まってしまうのだった……。




　……今回のフリーズは短かった。

　先んずれば人を制す。

　僕が先にもう一度挨拶をしてしまえばいいと気付いたからだ。

　別に勝負事ではないけど、先手必勝の精神でいこう。「おはよう」と先に言った者勝ちだ。

　江里さん――いざ尋常に勝負！

「お、おはよう……ございます」

「お、おはよう……」

　――ま、負けた!!　江里さんの方が早かった！　しかも僕よりも丁寧な挨拶だと!?

　結果は僕の完敗だった。

　言い始めも僅かに江里さんのが早かったうえに、挨拶も僕より洗練されていた。

　気分的には完敗と言うよりかは、惨敗に近い感じ。

　……まぁいいや。勝負事じゃないし。

　なんて心中で自己弁護を展開しながら席順が書かれている黒板を眺めた。

　窓際の先頭から１、２、３と続き、廊下側の最後尾が38番となっている。

　人数の関係から席順は少し変則的で、７と14番の席だけが前から７列目に存在していた。

　僕みたいなコミュ障からすると、このクラスで最高の席は窓際７番で、次いで隣の14番だと思う。

　そして僕――相そう田だ君きみ孝たかの出席番号は14番。

　何たる幸運。何たる巡り合わせ。

　コミュ障の僕に神様が救いを与えてくれたのかもしれない、なんて考えながら歩みを自席に向けて一旦停止。

　右を見て、左を見て、もう一度席順を確認してから、現実へと向き直る。

　……おかしいな。どう見ても江里さんが座っている席が７番にしか見えない。

　往生際が悪い僕は瞬きを何度もして、目を幾度となく擦って、これは夢だ！　と自分に言い聞かせながら再度現実を直視した。

　――すると江里さんとバッチリ目が合ってしまった。

　考えてみれば当然のことだった。

　僕が不審な行動をとっているのが気になったんだと思う。僕が江里さんの立場だったとしても同じことをするはずだ。

　やっぱり江里さんは美人だな～、なんて呑気なことを考えている場合ではなかった。

　見つめあった目線を逸らすこともできないコミュ障の僕らは、今日何度目になるか分からない完全停止をしていた……。




　離せぬ視線。動かぬ身体。

　金縛りにも似た感覚とでも言えば伝わるのか分からないけど、とにかく動けなかった。

　江里さんの潤んだ漆黒の瞳はどこまでも澄んでいて、まるで幻の宝石であるブラックダイヤモンドのように輝いて見えた。

　僕は蛇に睨まれた蛙か、それともメデューサと目を合わせてしまった愚かな民草か。

　神様はコミュ障の僕に救いではなく、試練を与えてくれたらしい。

　……何が神様だ！　鬼！　悪魔！　神様のアホ！

　神様に向けて思いつく限りの悪態をついていたら、突如教室内に一陣の風が舞い込んだ。

　どうやら江里さんが自席横の窓を開放していたようで、その風はカーテンを大きく躍らせた。

　……あぁ、神様ありがとうございます！　先程の悪態は一時の気の迷いで決して本心ではありません！

　僕と江里さんの間で大きく揺れたカーテンは丁度良く視界を遮ってくれた。

　即座に神様に手のひらを返しながら、今しかないと自席に向けて歩みを進めた。

　――よし、あと一歩！　というところまできて風は静まり、カーテンは踊りをやめてしまった。

　開けた視界。

　さすがにもうこっちを見ていないだろうと考えた僕は、何となく江里さんの方に目を向けていた。

　対する江里さんも同じ考えだったのかもしれない。

「…………んっ!?」

「…………あっ!?」

　結果は言うまでもなく、さっきよりも至近距離で見つめ合うことになった。

　ビクッと身体を揺らした江里さんが驚きを口に。

　そろそろ石化が始まりそうな僕は断末魔を口に。

　見えなくなったと思った次の瞬間、至近距離で目が合うなんてただのホラーだと江里さんは思っているかもしれない。

　僕は僕で、異様な緊張感の中でだるまさんがころんだをしているという謎の錯覚に陥った。

　――そして僕らの一旦停止は次の風が吹くまで続いたのだった……。




　やっとの思いでだるまさんがころんだを終えた僕は、ふーっと長い息を吐きながら自席に腰を下ろした。

　極度の緊張感の中、静と動を繰り返したためか、どうも身体が強張ってしまった気がする。

　う～ん。ストレッチでもしておこうかな。

　座ったまま大きく伸びをして、手首を回し、次に首を回していた時に――事件は起きた。

　首をぐるりと回すと必然的に江里さんのいる方を向くことになる。別に首を回していれば普通なことで何も問題はない。けどそれは江里さんがこっちを向いていないことが前提条件にある。

　……つまり何が言いたいのかというと、また江里さんと目が合ってしまったのだ。

　カバーのかかった本で目から下を隠した江里さんがこっちを向いていた。

　当然僕は動けなくなった。

　おかしい。ストレッチをしていたはずなのに余計に身体が凝り固まっていくのが分かる。

　一方の江里さんはじーっと僕を見つめてから深く息を吸い込んだ。……一体何をするつもりなんだ？

「……ふっ！　……ふつつか者の、隣人ですが、よろしくお願いしましゅ……!!」

　――挨拶だった。それも通常的な朝の挨拶ではない、隣人としての特別なものだ。

　……しかも江里さんが噛んだ。……僕のハートにダイレクトアタック！　こうかはばつぐんだ！

　噛んでしまったことが恥ずかしいのか、カバーのかかった本は徐々に上にずれていき、ついには顔全体を覆ってしまった。

　その仕草から江里さんは美人なのに可愛いという二律背反を両立していることに、僕が初めて気付いてしまった歴史的瞬間だった。

「ここっ！　こちらこそ、至らぬ隣人ですが、よろしくお願いしましゅ」

　まさか江里さんの方からわざわざ隣人としての挨拶をしてくれるなんて思ってもいなかったので、僕もとっさに返したら全く同じところで噛んでしまった。人の振り見て我が振り直せ、ができない自分が不甲斐ない……僕のアホ！

　刹那の沈黙の後、江里さんがパッと正面を向いてしまった。

　しばらく経ってから本が下がっていき、江里さんの口元が露わになった瞬間、僕は驚いて顔を正面に向けてしまった。

　……僕の希望的観測かもしれないけど、江里さんの口元には微かな笑みが浮かんでいたような気がした。











第２話　江里美奈　めざせ会話マスター～全コミュ障へ捧ぐ～







　突然ですが私――江里美奈は人とコミュニケーションをとることが下手です。

　……いえ、途方途と轍てつもなく苦手です。不得意です。不得手です。

　そもそもコミュニケーション以前に人と会話をすることさえままなりません。

　どうして皆さんはあんなにもスラスラと流れるように、息をするように、会話を成立させられるのでしょうか？

　……そもそも会話をするにあたって必然となる話題はどのようなものなのでしょうか？

　天気？　挨拶？　好き嫌い？　昨日見た番組の内容？

　一体この話題からどうやって会話を成立させていくのでしょうか？

　――例えば天気を話題にして私から会話を成立させようとシミュレートをしても、

「……今日は良いお天気ですね」

「そうですね」

　このようになって終わります。

　当然です。答えが返ってきたらそこで試合……じゃなくて会話は終了です。

　逆に話しかけられるパターンですと、

「今日は良いお天気ですね」

「…………」

　話しかけられたことに動揺し、早く何か反応しなくては、と焦った私が何も喋れずにこくこくと頷いて終わります。

　おかしいです。シミュレートですら会話が発生しません。……どういうことでしょうか？

　……いい加減このままではいけないと一念発起した私は、新学期の前日に本屋さんへと足を向けました。

　一通り店内を巡って、新年度応援コーナーの隅にひっそりと棚差しされた一冊の本に不思議な親近感を抱き、気が付けば会計を終えていました。

　その本のタイトルは『めざせ会話マスター～全コミュ障へ捧ぐ～』です。帯には〝この本のおかげで初めて友達ができました〟とビビットカラーの謳い文句が異様な存在感を放っています。

　……ふむふむ。

　どうやら私のようにコミュニケーションを苦手とする人のことを、最近では〝コミュ障〟と言うのだそうです。ちゃんと日々努力すれば克服できると書いてあったので安心しました。この本を買って良かったです。

　……ふんふん。

　やっぱり会話は挨拶から始めるのがいいようです。おはようからおやすみまで、一日は挨拶で始まり挨拶で終わる。……とっても名言っぽいです。どこかで聞いたことがあるような気がするのだけれど、多分気のせいだと思います。

　――こうして私は万全の備えと不退転の覚悟で新学期初日へと臨みました。

　目標は高く設定して、お話し相手を作ることです。……友達はできたらいいなぁ……。













第３話　コミュ障のお花見は散り際に教室で






　だるまさんがころんだをしてから１週間が経った現在。

　朝一番乗りの江里さんと二番乗りの僕らの奇妙なふたりきりの時間は続いていた。互いにコミュ障なので当然なんだけど。

「お、おはようございます……相田くん」

「お、おはようございます……江里さん」

　戸を開けると、待っていました、と言わんばかりのタイミングで必ず先に挨拶をされる。

　１週間前から進歩したことは、お互いに挨拶が少しスムーズになったこと。変わったことはプラスして名前も呼ぶようになったこと。

　流れるような黒髪を耳に掛け、窓際の席で読書をする江里さんは今日も今日とて美人だった。

　……美人は３日で飽きると言うけれど、江里さんは例外らしい。

「今日は……あったかいですね？」

　席に着いたところで江里さんから疑問文が飛んできた。

　このやりとりも必ず行われている。毎回その日の天気に関する話題が振られてくる。

　初めは返答をするのにもだいぶ苦労をしたけど、今では僕もそれなりにスムーズな対応ができるようになった。

「……はい。あったかいですね」

「桜が、その……吹雪で……絨じゆう毯たんみたいです」

　学校の敷地内には枝垂しだれ桜ざくらが多く、それを見た感想として恐らくだけど……、

「桜吹雪すごい！　地面がピンクの絨毯になってる！」

　……みたいなことを言っているのだと考えて、僕も返答をする。

「遠回りしました。なるべく……避けて」

　コミュ障同士のシンパシーとでも言えばいいのか、僕らの会話は相手が補完することによって成立していた。

　ちなみに僕の脳内では……、

「花弁の絨毯をなるべく踏まないように避けて、遠回りをしてきた」

　……と言ったことになっている。

「……私もです」

　そう言った江里さんはどこか満足気な表情を湛えてから、窓の外に顔を向けた。

　僕も背筋を伸ばして窓の外を眺めたら、春風に巻き上げられて舞う桜の花弁が見えた。

　お花見をするにはもうピークは過ぎてしまったと思う人が大半かもしれないけど、〝散ればこそ　いとど桜は　めでたけれ　憂き世に何か　久しかるべき〟と和歌で詠われている。

　簡単に言ってしまえば、桜は散るからこそ一層美しく、こんな辛い世の中で永遠に栄華を誇るものなんてない、という意味だ。

　難しいことは正直よく分からないけど、皆があまり見ようとしない散り際が美しい桜だからこそ、コミュ障の僕はお花見を所望する。

「お花見……」

「……しませんか？」

　考えていたことがつい口から零れてしまった僕の独白に、江里さんからの思いがけない返答があった。

　まさかのお花見のお誘いだ。




　――そしてコミュ障の僕らはふたりきりのお花見を始めるために、ゆっくりと動き出した……。




　お花見とは一体何か？

　はたして何をすればお花見と言えるのだろうか？

「しましょう……お花見」

「……ん」

　答えを出すよりも先に返答をしてしまった。……なんて無責任な。

　こくりと頷いた江里さんはどこか楽しそうに読んでいた本を机の中にしまうと、鞄からいそいそと何かを取り出した。

　見るとデフォルメされた可愛いパンダが描かれた、お弁当包みのようだ。

「……その、あの……お口に合えば、いいのですが……」

　伏し目がちにそう言いながら江里さんは包みを開いた。

　ゆったりとした所作で包みを丁寧に畳み。

　壊れ物でも扱うような慎重な手つきで容器の蓋が開けられ。

　程なくして僕に手渡されたのは……、

「……花見団子!!　……江里さん――ありがとう！」

　春を感じさせる桜色。

　冬の余韻を表す白色。

　夏に青々と茂る緑色。

　そんな三色の串団子だった。

　……どうして江里さんは花見団子を持ってきていたんだろうか？

　もしかして朝ごはんだったりするのかな？

　……それなら何だか悪いことをしちゃったかもしれない。

　そんな思いが頭をもたげたが、美味しそうな団子を前に僕は、せっかく江里さんがくれたんだから、美味しくいただこう、と考えを改めて手を合わせた。

「いただきます」

「……ど、どうぞっ！」

　いくつだって食べられそうな、ほんのりと優しい甘さ。

　しっとりとした舌触りにぷつりと切れる歯切れの良さ。

　言い表すのならば、もちもちではなく、もっちもち……いや、むっちもちとでも言うべきか。

　目では桜吹雪と花弁の絨毯を楽しみ、舌では花見団子を愉しむ。

　平日のそれも早朝、僕と校内一美人の江里さんしかいない教室で。

　なんてことだ！　贅沢過ぎる、幸せ過ぎる。もしかして僕は今日……死ぬのだろうか？

　バカなことを考えていた罰なのか、飲み込もうとして軽くつかえたので、慌てて鞄からペットボトルのお茶を取り出した。

「大丈夫……ですか？」

　ペットボトルを勢い良く傾ける僕に気が付いた江里さんが……おそるおそるといった手つきで背中を優しくさすってくれた。

　普通ならば、ありがとうございます！　で終わるのかもしれないけど、今は江里さんのそんな行動に驚きが上回り、お茶が一気に気管へと侵入し、今度は盛大にむせた。

「ごふっ……ごふぉっ!!」

　い、痛い！　鼻にお茶が！

　神様、これは天罰ですか!?　死神様、これは死刑宣告ですか!?

　たっぷり30秒ほど咳き込んでから、

「……あ、ありがとうございます、江里さん。これじゃあ、花より団子だね」




　なんて自嘲気味に僕が零したら、江里さんが――ニコリと微笑んだ。




　僕はもの凄く貴重な光景を目にしてしまったのかもしれない。

　クールビューティーと皆から言われている通り、江里さんが普段笑うことはない。

　確かにいつも硬い表情で凛とした空気を纏まとっているけど、実際はコミュ障故ゆえのもので江里さんはビューティーではあるけど別にクールではないと思う……というのが最近僕が気付いた事実だ。

　……それがたとえコミュ障っぷりがたたってクールに見えたとしても、だ。

　江里さんの笑顔を。

　紛れもない正真正銘の無む垢くな笑みを。

　学校内の誰も見たことがないであろう女神の微笑みを。

　――僕は見てしまったのだ。

「……私も、実は花より団子派……です」

　あまりの衝撃に動けずにいたら、江里さんが今度は恥ずかしそうに乳白色の頬を朱に染めながら言った。それは女神の微笑み以上の破壊力だった。
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「…………」

「……ん？　相田くん？」

　……ハッ!!　もしかして、僕今一瞬昇天してた!?

　笑顔の後にこんな表情をされて、どうやら一瞬心臓が止まって意識が飛んでいたらしい。

　反則だよ反則！　……何が反則なのかは分からないけど、とにかくこれはマズイ。致命的なクリティカルヒットがど真ん中ドストライクでジャストミートだよ！

　……もう自分でも何が言いたいのか分からなくなってきた。

「は、はひぃっ!?　は、花見団子があまりにも美味しくて……ちょっとぼーっとしてました」

「んんっ!?」

　僕のしどろもどろな回答を聞いた江里さんが今度は固まってしまった。……なんで？

　短い咳払いと驚きが交ざった言葉を発して、江里さんは動かない。

　僕もどうしていいものか分からず、取り敢えず花見団子を食す。

　う～ん。それにしても本当に美味しい。

　一体どこで買ってきたのだろうか？

「そ、そそそのっ！　……あ、ありがとうございます……よかったぁ～」

　ビクッと動き出した江里さんが何故か僕にお礼を述べてきた。

　後半の方は声も小さくて、もごもごと何を言っているのか分からなかったけど……そもそも僕は何も分かっていない。

　なんで僕にお礼？

　大体僕の方こそお礼を言わなきゃならないんじゃないか？

　今度は詰まらせないようにと、味わいながらも慎重に花見団子を飲み込んでから口を開く。

「こちらこそ……美味しい花見団子を、ありがとうございました」

「わたっ――」

　僕が言い終えて江里さんが何か言おうとしたタイミングで、教室の引き戸が開いた。

　……いつも三番乗りのクラスメイトが登校してきたのだ。

　――こうして僕らの早朝お花見は幕を下ろしたのだった。











第４話　スポーツテストは突然に（コミュ障にとって）






　今日も今日とて早朝に学校へと辿り着く僕。

　小学生から続く無遅刻記録は今日も無事継続された……悲しいことにコミュ障だからなんだけどね。

「おはようござ……あれ？」

　引き戸を開けていつもの挨拶を口にしようとしたが、首を傾げて辺りを見回してしまった。

　言うまでもなく、江里さんの姿がないからだ。

　いつも僕より早く学校に来ていた江里さん。

　もしかして遅刻だろうか？

　それとも体調不良だろうか？

　そんなことを考えながら席に着き、窓の外の初夏を思わせる澄み渡った空を見上げながらボンヤリと思考する。

　思い返せば新学期初日からふと始まったこのやりとりは、既に２週間以上も続いていた。

　振り返れば長かったようで短い、濃密で様々な江里さんの一面を新発見する日々だった。

　繰り返される挨拶は、僕の中ではいつの間にか当たり前になっていたようだ。

　……つまり何が言いたいかと言うと、江里さんと挨拶ができないことに寂しさを感じてい……、

「おはようございます、相田くん」

　突如引き戸が開き、そこには普段とは違った江里さんが立っていた。

　艶めいた長い黒髪を結って髪型がポニーテールになっただけだというのに、江里さんの小顔が最大限に強調されていて、いつも以上に絵になっていた。

　服装は制服ではなく長袖長ズボンの体操着姿。

　普通ならば学校指定の体操着を着ただけのダサい格好なのかもしれないけど、今の髪型とマッチしていて良いイメージしか感じない。……そもそも江里さんという時点で何をやっても好印象なんだけど。

　……あれ？　そういえばどうして体操着を着ているのだろうか？

「おはようございます、江里さん」

　一先ず挨拶をしてから尋ねるべきかと思案する。

　もしかして登校中に制服が汚れたとか？　けど今日は晴天だしなぁ……。

「相田くんは……まだ着替えないんですか？」

「はい？」

　……どういうことだ？　今日は別に１限目は体育じゃないけど？

　僕の返事に、真顔のまま不思議そうに首を傾げた江里さんが口を開いた。

「スポーツテスト……今日」

　……完全に忘れていた。そういえば今日はスポーツテストだったんだっけ。

　普通なら友達との会話とかで気付くんだろうけど……。コミュ障にはそもそも友達なんて都市伝説みたいな存在はいないし、何より周りの話題に疎うとい。

　何故ならば、休み時間は机に突っ伏して寝ているから……悲しくなんてないやい！

　ちなみに江里さんは必ず読書をしている。これは僕とは別パターンのコミュニケーション拒否方法だったりする。

　……さて、どうしようか。

　僕はある事態に頭を抱えた。




　お昼ごはんが――ない！




　年に１回行われるスポーツテストは全学年合同のため、近くの川沿いにある大型スポーツセンターで実施される。

　普通に体力測定をして１日が終わるスケジュールなんだけど、問題はお昼ごはんが各自持参という点だ。

　僕は普段お昼を学食でとっている。学食にはコミュ障にありがたい通称、ぼっち席と呼ばれている場所があるからだ。……通称と言っても、僕が勝手にそう呼んでいるだけなんだけど。

　この席は壁向きに椅子がセットされた席で……ってこんな悲しい解説はおいておくとして、今の僕はお昼ごはんがないのである。

　……まずい。

　１日中身体を動かすスポーツテストでお昼ごはん抜きとか苦行でしかない。

　どうにかしないと……。

「……すっかり忘れていました。ありがとうございます、江里さん」

　とりあえず江里さんにお礼を言って、体操着を持って更衣室へと向かう。今日は通常授業に体育があったので、体操着を持ってきていたのがせめてもの救いだった。

　手早く着替えを済ませて教室に戻ると……なぜか江里さんが僕の席に座って机に突っ伏していた。

　……え？　なんで？　もしかして席を間違えた……なんてことはないよね？

「え、江里さん？」

　事態が呑み込めず上擦った声でおそるおそる尋ねてみたら、江里さんがビクリと震えた。

　たとえるならば、イタズラがバレた時の子供のような反応だった。

「そ、そのっ！　……寝心地が、いいのかなって……ご、ごめんなさいっ！」

　そう言いながらゆっくりと顔が上がってきて。僕と目が合った途端、飛び上がりそうな勢いで立ち上がった江里さんだったが、次の瞬間には顔を伏せていた。

　寝心地ってどういうことだ？　さすがにコミュ障スキルをもってしても補完しきれない……。

「寝心地は……どうでした？」

「……ん。えーっと、あの、よく分かりませんでした……緊張で」

　意図が読めなかったのでそのままの疑問をぶつけてみたら、江里さんが焦ったように顔を明後日の方向に向けてそう零した。……うん。これっぽっちも分からない。

　さて、僕はどうすればいいのだろうか。どうするのが正解なのだろうか？

　正解なんて分かるはずがなかったので、会話の転換を図ってみた。

「あーっと……今日スポーツテストですよね？」

「は、はい。スポーツテストですよ」

「お昼ごはんって……どうします？」

「……お昼ごはんですよね!?」

　しきりに目を瞬しばたたくと、何故か驚いたように僕に訊き返してくる江里さん。

　僕は何かマズいことを訊いてしまったのだろうか？

「……は、はい。お昼ごはんですよ」

「し、深呼吸しても、いい……ですか？」

　……確信した。どうも僕は何かマズいことを訊いてしまったみたいだ。

「……は、はい」

　くるりと後ろを向いた江里さんは、数回腕を広げたり閉じたりを繰り返して深呼吸をすると、「……ん、んんっ」と何度も小さく咳払いをしてから、僕に向き直った。

　僕はというと、江里さんが向きを変える度にふわりと広がる、絹糸のような美しい黒髪に目を奪われていた。

　心なしかシャンプーの甘い香りまでするぞ……なんて考えていたのが悪かったのか、僕は次の江里さんの言葉で久々にフリーズしてしまった。




「……みっ！　――未熟者の、私ですが、よろしくお願いしましゅ……!!」

「…………」




　お、おかしいな。

　一体全体どういうことだ？

　微み塵じんも理解が追い付かない。

　僕が無言でいることを不審に思ったのか、江里さんが伏し目がちにもう一度口を開いた。

「未熟者の、私ですが、どうかよろしくお願いします」

　そう言い切った江里さんの表情は、ホッとしたような穏やかなものだった。

　ちょっと待って！　なんで２回言ったの!?　大事なことだから!?　いや、それ以前に僕はどうすれば……、

「こ、こちらこそ……未熟者ですが、よろしくお願いしましゅ……」

　なんて悩んでいたけど、答えは実は初めから決まっていた。

　江里さんに「お願いします」と言われたら、「はい、よろこんで！」という以外、選択肢はないのだ……噛んだけど。

　――そうこうしているうちに三番乗りのクラスメイトが登校してきたので、僕は何も理解していない状態でスポーツテストへと臨むことになった……。
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　……もう疲れた。帰りたい。眠りたい。

　午前のテスト種目を終えた僕は、内心で愚痴を漏らしながらクラスの待機場所へと移動した。

「はい、皆午前中はお疲れさま。お昼休みはいつも通りの時間までだから、ご飯食べちゃってね？」

「三崎ちゃん、ご飯ってどこで食べていいの～？」

「スポーツセンターの敷地内だったらどこでも大丈夫よ」

　僕のクラスの担任――三崎先生に女子がそう訊いていた。

　先生にちゃん付けはどうかと思うけど、三崎先生は確かにちゃん付けしたくなる容姿なのだ。背も小さくて、童顔の極みとでも言えば伝わるかと思うけど。

　さて、待ちに待ったごはんタイムだ。

　周りのクラスメイトが「あそこで食べよ～！」「あっちいこっか！」などと楽しそうに話している中、僕は鞄からコンビニの袋を取り出した。

　スポーツセンターに移動する際に三崎先生に事情を説明して、コンビニに行かせてもらったのだ。時間もなかったので、取り敢えずおにぎり２個とお茶だけ。

　どこで食べようか。できれば人がいないところがいいんだけど……、

「そ、相田くん！」

　数人は散らばってしまっていたけど、クラスメイトの大半が未だにこの場にいる現在。

　そんな状況で僕を呼ぶ声が聞こえてきた。

　最初は空耳かなって思っていたら、今度は「相田くん？」と、やや疑問形の言葉が飛んできた。

　あれだけ「どこで食べる～？」と盛り上がっていたクラスメイト達も一瞬にして沈黙。もちろん僕も黙っている。

　顔を向けるまでもなく声の主が誰なのかは分かっていたけど、念のために振り返ってみたら、そこには心なしか緊張したような表情を浮かべた江里さんが立っていた。

「あっ、その……ごはん……」

　皆の視線が集まり焦ってしまったのであろう江里さんは、頬を赤らめ俯きながらあたふたし始めた。

　なんということだろうか。今の江里さんをシンプルに一言で言い表すならば……、

「可愛い」……江里さんどうかしました？

「……んんっ!?」

「……あっ!?」

　あぁぁぁ！　動揺しすぎて本音と建前が逆になっちゃったよ!?

　どうすんの!?　本当にどうすればいいの!?

　――そんな僕の爆弾発言が炸裂したお昼休みは、まだ始まったばかりだ……。




　お互いに無言で、周りにいるクラスメイト達も三者三様の表情で一様に沈黙している。

　皆が僕と江里さんに注目しているが故の嫌な静寂だった。

　コミュ障は自分に注目が集まることが苦手だ。できれば空気として存在していたいくらいなのだ。

　だから僕はなんとかしてこの場を乗り切るために、即興の言い訳を考えた。

「かわいい……川沿いが……いいです」

「……はい」

　無理矢理にも程がある誤魔化し方だったけど、普段会話を補完してくれていた江里さんだけは納得してくれたようで、いつもより少し硬い表情でこくりと頷いてくれた。

「ちょっ!!　えっ!?」

「江里様がお話しになられたぞ！」

「江里さんと相田くんってそんな仲だったの!?」

「マジ!?」

「詳しく！」

「詳細はよ！」

「メシ食ってる場合じゃねぇっ！」

「笹食ってる場合じゃねぇっ！」

　だが僕を待っていたのは当然とも言うべき、クラスメイト達からの質問の嵐だった。

　……何だかパンダが紛れていたような気もするけど。

　人垣が幾重にも形成されて江里さんの姿も見えなくなってしまった。

　皆が江里さんに気軽に質問できないのは分かるんだけど、それにしても集まり過ぎでしょ。

　よく見たら他のクラスの人もいるじゃん……。

「……相田くん……ごはん」

　僕が何も言えずに苦笑いを浮かべていたら、突然人垣が割れてその先に江里さんが現れた。よく見ると、微かに頬が膨らんでいる気がする。江里さんのその表情は正直反則だと思う。

　モーゼが海を割ったように、ふくれっ面の江里さんは人垣を割る能力も備えているようだ。

「……ごはん……相田くんと……ごはん……食べたい」

　江里さんが「ごはん」と呟きながら割れた人垣の合間を悠然と歩み出した。

　一歩江里さんが歩みを進めると人垣も一歩後退し、徐々に道は広がっていく。……なんだこの一体感。皆ノリ良過ぎない？

　そしてゆったりと僕の目の前に来た江里さんが上目遣いで一言。

「……ごはん」

「……はい」

　僕に許された選択肢は肯定以外に存在しない。世が世ならば「ははーっ！」と言いながらひれ伏していたと思う。

　皆もそれを理解したのか、今度は誰も言葉を発しなかった。……それどころか江里さんに向かって跪ひざまずいてる人すらいた。いや、だからノリ良過ぎない？




　――そして僕は江里さんに付き従う侍従の如く、川沿いに向かって歩みを進めるその背を追いかけることになった。




　僕が川沿いって誤魔化したはずなのに、なぜか江里さんが先頭を歩いています。

　後ろを振り向くとぞろぞろと僕らについてくる一団がいる。……言うまでもなくクラスメイト達＋αだ。

　そろそろ敷地の端っこである川沿いに着くというタイミングで、江里さんが何の前触れもなく振り返った。

「……んっ!?」

「……あっ!?」

　車が急には止まれないように、人だって急には止まれない。あと半歩進んでいたら危うく江里さんにぶつかってしまうところだった。

　僕らとしてはお決まりのコミュニケーション不足によるニアミスだったが、後方の団体さんからは、

「なっ!?」

「うそっ!?」

「いきなりの抱擁か!?」

「これはスクープですぞ！」

「きゃーっ！　江里さん積極的！」

「なんてこった。だ、大胆すぎる！」

「リア充は爆発して月までぶっ飛べ！　南無三！」

「相田のやつうらやま、けしから……妬ましいぞ！」

「うぉぉぉぉぉん！　江里様ぁぁぁ！　そんなぁぁぁ!?」

「笹食ってる場合じゃねぇっ！」

　十人十色の様々な声が上がった。……いやだからさっきからパンダ紛れてるじゃん。いい加減笹食べるのやめようよ。そもそもパンダってほとんど笹を消化できていないらしいし……ってそんなことはどうだっていいのだ。

　どうして江里さんは振り返ったのか？　それが僕の頭を占めた。

　多分目的地に到着したからだと思うんだけど。

「……江里さん？」

「……んっ！　相田くん！」

「はい？」

「お弁当、ごはんに……夢中で、その、鞄……取ってきます！」

　どうやら僕なりの補完だけど江里さんは「お弁当を取ってきます！」って言っているらしい。そういえば確かに江里さんは手ぶらだった。

　それと「ごはんに夢中」っていうのはちょっと意味が分からなかったけど、多分お腹が減ってるみたいなことだと思う。

「分かりました」

「……ん」

　江里さんは僕の返事を聞いた次の瞬間には、短距離選手スプリンター並みのスタートダッシュで走り出していた。さすが陸上部からも本気の勧誘がくる江里さん。その神速は放たれた矢よりも速いのではないかと錯覚するほどだった。

　さて、ここでちょっとした事件というか、誤解が発生した。

　走り出した江里さんが一直線に向かうのはクラスの待機場所。

　――そして僕らは待機場所から一直線に川沿いに向かって歩いてきた。

　……つまり何が起きたかと言うと、

「きゃーっ！」

「うおぉぉ!?」

「ギャーッ！」

「なんてこった！」

「神の怒りに触れちまったぞ！」

「ごめんなさいごめんなさい!!」

「や、やべぇ！　江里さんが……」

「マジギレしてこっちに向かってくるぞぉぉぉぉ!?」

「逃げろぉぉぉ！　総員退避！　繰り返す！　総員退避ぃぃぃ!!」

「俺……ここから生きて帰れたら、彼女に愛してるって伝えるんだ！」

「おい！　それはあかん！　死亡フラグや！」

「よっしゃ！　それなら俺が殺してやるぜぇぇ裏切者！　消し飛べリア充！　南無三宝!!」

「さすがに笹食ってる場合じゃねぇっ！」

　僕らの後を付けてきていた一団が、江里さんがブチギレてこっちに向かってきたと勘違いして大パニックを起こし、もの凄い勢いで蜘蛛くもの子を散らすように遁走を始めたのだ。

　相当なパニックだったらしく、逃げながら命乞いをしたり許しを請う人、仲間割れを起こす者などがいた。

　……あ。

　その時、僕の視線の先には捨てられた笹が映った。

　……本当にパンダいたの!?

　そして僕もちょっとしたパニックを起こしたのだった……。











第５話　江里美奈　極秘任務トツプシークレツト・ミツシヨン～相田くんの机の寝心地調査～







　桜はすっかり散って葉桜となり、そんな今日きよう日びは梅雨前独特のからりとした気持ちの好い天気でした。

　絶好の運動日和とは、まさに今日のことを言うのかもしれません。

　普段通りの時間に登校した私は、そのまま更衣室で体操着に着替えてから教室を目指しました。

　いつもとは違った服装で教室に入るという、何とも言えないそわそわとした気持ちを抑えながら引き戸を開けました。

　……相田くんはもう来ているのでしょうか？　そんな気持ちで。

「おはようございます、相田くん」

「おはようございます、江里さん」

　既に登校していた相田くんはしばらく私のことを見つめてきたので、その視線に耐えられなくなって、焦ったように疑問を投げかけました。

　……ん。非常に面おも映はゆいです。

「相田くんは……まだ着替えないんですか？」

「はい？」

　すると大きく首を傾げた相田くんが思考するように顎に手をやりました。

　そのまま座っていればオーギュスト・ロダン作『考える人』のポーズに一致しているところでした。

　……ただ、ほんのちょっぴり、悩んでいる表情が……かっこいいような、可愛いような気もします。

　……ん。私は何を考えているのでしょうか、全く……。

「スポーツテスト……今日」

「……すっかり忘れていました。ありがとう、江里さん」

　相田くんは体操着を持って更衣室に向かってしまいました。

　……ん。絶好の運動日和と言いましたが、今日は本当に運動だけをして一日が終わる日なのです。

　年に１回行われる身体力スポーツテスト。

　私は昔から身体を動かすことは好きでした。

　ただ、私はコミュ障のせいもあり、あまり人と打ち解けられなかったので、チームスポーツはてんでダメでした。

　連携が取れないもどかしさ、くるしさは、同じコミュ障の方ならば共感してくださると思いますが……。

　……そうあれは忘れもしない小学２年生のビーチボールバレー大会での出来事です……って今はこんな事を思い出して落ち込んでいる場合ではありません。

　私はコミュ障を克服すると己に誓ったのです。

　今はもうあの時の私ではありません！

　い、いきます！　相田くんがいない今がチャンスなのです！

　――決意を胸に、私は腰を下ろしました。




　――相田くんの席に。




　……ん。深呼吸深呼吸。カームダウンカームダウン、落ち着け私。私ならできます。

　これは極秘任務トツプシークレット・ミツシツン。相田くんターゲツトに気付かれたら失敗です。

　ふーっと長い息を吐いてから覚悟を決めて、私は顔を伏せました。




　……もちろん相田くんの机にですけれど……。




　私には常日頃から気になっていることがありました。

　……それは相田くんの休憩時間の過ごし方です。

　私の唯一の隣人、相田くんは休憩時間になると決まって机に伏せって眠ってしまいます。

　授業が始まっても眠り続けていることがあるので、何度か私が起こしました。ぼんやりとした寝ぼけ顔の相田くんが見れるのは隣人の役得です。

　休憩時間をどのように過ごすのかは各人の自由ですし、いつも読書をしている私が言えた義理ではないのですが……ちょっとくらいおしゃべりをしたいな、なんてワガママなことを考えていたり……。

　そこで私は解を出しました。

〝彼を知り己を知れば百戦殆うからず〟

　敵はあの机。きっと心地好い眠気を誘う秘めたる何かがあるのだと。

　そうなれば私にできることは、相田くんの行動を真似てみることです。

　そして睡眠以上の娯楽を相田くんと共有して、休み時間のコミュ障タイムも脱却してみせます！

　……なんてそれっぽい理由を並べ立てたのだけれど、結局のところ相田くんとおしゃべりしたいだけだったりします。

「……ん」

　目を瞑つむって視覚を遮断。

　次に腕で耳を塞いで聴覚を遮断。

　私に残された五感の中で、今フル稼働するものは……嗅覚だけでした。

　落ち着こうと深呼吸をしてみると、私の机とは違う匂いが微かにすることに気が付きました。

　……ん。これは相田くんの匂いでしょうか？

　シャンプー……ではない気がします。

　ボディーソープ……でもないような気がします。

　芳香剤……のような不快にならない優しい香り。

　パルファム……ほどきつくなくて。

　オーデコロン……よりも自然な香り。

　……この包み込まれるような匂いは……柔軟剤！　きっと柔軟剤の香気で間違いないです！

　私の匂いフェチという新しいフェティシズムが開花した瞬間でした……冗談です。

　私は元から匂いフェチです。……ん。何か問題でも？

　なんて調子にのっていたからなのでしょう……、

「え、江里さん？」

　……ん～っ!?

　いつの間にか教室に戻ってきていた相田くんに声を掛けられて、身体が固まってしまいました。動きたくても動けない。逃げたくても逃げられない。

　……どうやら私は極秘任務トツプシークレツト・ミツシヨンを失敗したようです。

　ずるいです！　この机は私を罠にハメました！　術中にまんまと陥れられました！

　相田くんにとってはこの机は自分の匂いがする〝移行対象〟だから、安心感を与えてくれて眠くなるのであって！

　私にはその匂いは毒でした！　緊張で眠くなんてなれる訳ないです！

　――内心で荒んでいる私は、羞恥と焦りで押し潰されて余計なことを口走りながら謝りました。……あぁ、もうっ！

「そ、そのっ！　……寝心地が、いいのかなって……ご、ごめんなさい！」と。













番外編１～心理学用語簡単解説コーナー～









　第５話――〝移行対象〟――について。




　自分の匂いが付いた物や愛着のある物に対して安心感を覚えることで、主に乳幼児が行うものです。

　※相田くんは別に机に対して何も思っていません。江里さんが勝手にそう思い込んでいるだけですよ？

　よく多いのは就寝時に使用するタオルケットや、ライナスの毛布で有名な安心毛布ブランケツト症候群でしょうか？

　……あなたにも移行対象はありますか？

　ちなみに、よしのは愛用の抱き枕がないと眠れません！











第６話　江里さんと初めてのお昼ご飯～タコさんウィンナー～






　神速で走り出し、一瞬にして一団を蹴散らした江里さん。

　はたから見ていて鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで江里さんは完全に一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものだった。

　待機場所から鞄を持ってこっちに戻ってくる時も、そのスピードは一切落ちていなかった。

　遠目から見ていても分かるほどの足の速さってどれくらいなんだろうか？

「お……またせ、して……もうしわけ――」

「江里さん……深呼吸、深呼吸」

　到着するなりすぐにそう口にしたけれど、さすがに息を切らして苦しそうにしていたので、深呼吸してくださいと伝える。

　全力疾走してきた江里さんの額には仄かに汗が滲み、頬に貼り付いた一房の黒髪はいつもより艶あでやかに映えていた。

　……うん。直視していると魂を持っていかれそうだ。

「ありがとう、相田くん」

　数回大きく深呼吸をした江里さんは大半の人が気付かないであろう、ほんの僅かな笑みを口元に漂わせてからそう言った。

　も、もうだめだぁ！　魂が、僕の魂が刈り取られる！　……江里さんにだけど。

　色々と耐えられなくなりつつあったので、川沿いに顔を向けてから話題を振った。

「どこに、します？」

「……あ、あのっ！」

「はい？」

「……ん～っ！　…………今日は……良いお天気ですね？」

　小さくかわいらしい唸り声を漏らした江里さんだったが、その後は何故か天気の話を持ち出してきた。

　……あれ？　なんで天気の話に？　……そういえば確かに今日はまだ天気の話をしていなかったけど。

　毎朝のやりとりを思い出して律儀に話してくれたであろう江里さんに、僕も普段通りの返しをした。

「そうですね。あったかくて」

「こ……こっち」

「……はい？」

「相田くん？」

　どうも会話の噛み合わなさが凄かったので、魂を捧げる覚悟で向き直ったら……、

「どうしま――」

「……やっと向いてくれました」

　レジャーシートをちょこんと持って目から下を隠し。愁しゆう眉びを開いた江里さんがそこにいた。

　……あぁ！　レジャーシートありますよって教えてくれていたのか！　気付けなくてすみませんでした江里さん。

「江里さんどうも、ありがとうございます。あそこ……どうですか？」

　川を見下ろせる木陰を指差して江里さんの返答を待つ。

　今日は天気がいいから直射日光の下で食べるのは良くないよね？　それに江里さんの白い肌を僕の一存で日焼けなんてさせられないし。

「……ん。……ごはん」

「……いきましょう」

　こくりと頷いた江里さんと歩き出して、僕らの初めてのランチタイムが幕を開けようとしたが……。

「一緒に……どうぞ」

　――そう言ってどこかしたりどや顔をした江里さんが広げたパンダ柄のレジャーシートは、どう見てもコミュ障御用達の１人ぼつち用サイズだった……。




「いただきます」

「い、いただきます」

　江里さんのパンダ柄レジャーシートにお邪魔してご飯を食べ始めたんだけど、僕は緊張で食が進まなかった。

　その訳は……他ならぬ江里さんだ。

　お邪魔している身なので何も言えないんだけど、１人ぼつち用サイズにふたりはかなり厳しく、必然的に僕らは肩が触れ合うような距離感で並んで座っている。

　横を見れば至近距離に江里さんがいるのだ。

　改めて見ても白磁のように肌理の細かい肌、整った目鼻立ちに形の良い潤いを従えた唇。横顔だけでも絶世独立の美人だと分かることが凄い。モデルさんを飛び越してスーパーモデル級の容姿だと思う。

　……そんな人の真横にいて緊張しない訳がない。

　ましてや僕は、ただでさえ人との接触が苦手なコミュ障である。

「……相田くん？」

「あ、いや……お弁当が、美味しそうですね」

　危ない。ぼけーっと見ていたことに気付かれたのかと思った。

　とっさに江里さんのお弁当を話題に。

　見れば小さなお弁当には定番の卵焼き、彩りのプチトマトと茹でブロッコリー、アスパラのベーコン巻き、丁寧にカットされたタコさんウィンナーに至っては卵の白身と海苔を使って目玉までちゃんとついていた。お弁当界の王道。そんな江里さんのお弁当だった。

「……んっ！　そ、相田くん……おにぎり」

「……はい。おにぎりです」

　僕の前にはコンビニのおにぎりが２個。

　正直足りないし、急いでいたので適当に取ったんだけど……なんと具なしの塩むすび。

　そもそもスポーツテストを忘れていたことも、ちゃんとおにぎりを選ばなかったことも僕の自業自得だ。……けどせめて具は欲しかった。身体を動かした後だから尚更だ……。

「その……よかったら……タコさん」

　そう言って江里さんが差し出してくれたのは、フラッグピックが刺さったタコさんウィンナーだった。
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　……やっぱり江里さんは天使なのか？　はたまた女神なのか？　こんな僕にタコさんウィンナーをお恵みくださるなんて、慈悲の心に満ち溢れている。

「な、何もお返しが……」

　僕の言葉に、ハッキリと女神の微笑みを湛えた江里さんが、頬に朱を溶かして上目遣いで言った。

「……明日も、一緒に……あ、あの、えーっと、ごはん……食べて、ほしい……です」

「あ、明日も、ですか!?」

　あぁぁぁ！　至近距離！　至近距離でこれは――うっ!?

　僕が内心で悶えていた時、ふと視線を感じ辺りを見回してみたら、ほぼ全校生徒がこっちを注視していることに気付いてしまった……。

　そういえば数百人もの人間が集まっているはずなのに、さっきっからあまりにも静かすぎた。

　その理由は僕らに注目しているが故のものだったらしい。

「…………」（ふむ）

「…………」（南無三！）

「…………」（あばばばば!!）

「…………」（男だけ爆発しろ！）

「…………」（男だけ紙で指切れろ！）

「…………」（男だけドアで指挟め！）

「…………」（男だけ唇乾燥して切れろ！）

「…………」（男だけタンスの角に小指ぶつけろ！）

「…………」（男だけ爪の間につまようじ刺され！）

「…………」（男だけガム噛んでる時に間違って舌噛め！）

「…………」（おい、誰だあいつ？　初めて見た、転校生か？）

「…………」（江里さんと昼飯食ってんの誰？　ファンクラブ会員ナンバーいくつ？）

「…………」（そんなあぁぁ！　江里様に悪い虫が！　……ゆるしません！　去勢してやる！）

「…………」（これはスクープだな。スクープ……やだぁぁ！　記事にしたくないんじゃ～！）

「むしゃむしゃ」（自分の不幸で今日も笹がマズイ！　当たり前か!?）

　なんだか分からないけど、視線がうるさい気がする。それに無言で血の涙流してる人と笹食べてる人がいるんだけど…………えっ!?




　――そして僕らのランチタイムはゆっくりと、舞うように進むのだった……。




「江里さん、ありがとうございました」

　ランチタイムを終え、レジャーシートにお邪魔させてもらったこと、タコさんと、更に卵焼き、アスパラのベーコン巻きまでお恵みしてくださったことの感謝を伝えた。……本当ならば五体投地して礼拝するべきなのかもしれない。

　江里さんはお弁当を片付けながらこくっと頷き、

「そ、それでっ！　お返しは……？」

　窺うように視線をこちらに向けた。

　そういえばさっきは、返事をしないでうやむやになっていた気がする。

「お昼……一緒に、でしたっけ？」

「……ん。毎日……一緒に」

　……あれ？　あれれ？　僕の記憶が間違ってなければ、確か「明日も、一緒に」って言ってた気がするんだけど……。

　普段通りの表情を浮かべている江里さんを見る限り、誤魔化してやろう！　みたいな意思は感じられない。そもそも江里さんがそんなあくどいことをするとは思えない。

　そうか、あれは僕の記憶違いだったのか……。

　答えはもちろん決まっている――、

「……ごめんなさい」

　謹んで辞退だった。

　……そりゃあ、僕だって「はい、よろこんで！」とか「ははーっ！」って言いたいさ！

　けど、今しがたの全校生徒が注目という出来事を考えれば断るしかないのだ。

　別に僕が悪目立ちしてどうこう言われるのはいい。

　ただ、それが江里さんに及んでしまうことが嫌なのだ。

　早い話、僕の身勝手なワガママである。

「……そ、うですか……」

　唇をきゅっと一文字に結び、瞳は曇り、目を伏せた江里さんが物悲しそうな儚はかない表情を湛えてゆっくりと頷いた。

　……あぁぁぁぁ！　い、痛い！　心が痛い！　僕はなんてことを！

　悪いことなんてしていないはずなのに、僕の良心が悲鳴を上げているのが分かる。

　江里さんを思っての決断だ。

　心を鬼にするしか……僕は間違ってないよね……？

　僕が罪悪感に押しつぶされそうになっていたら、江里さんは徐々に小さくなっていった。文字通り体育座りになって縮こまってしまったからだ。

　……だめだ、やっぱりダメだ！

　僕には耐えられない。

　江里さんにこんな悲しげなオーラを纏われて尚、断ることなんてできやしない。

　――ついには顔も伏せてしまい、微動だにしない江里さん。

「え、江里さん？」

　返事はなく、指先すらピクリとも動かない。

「江里さーん？」

　やっぱり動きはなかったが、長いため息だけが聞こえてきた。

　……仕方ない。この状態で伝えるしかないか。

「すみません……先程のは冗談で――」

「……っ!?」

　電気が走ったようにビクッと震えた江里さん。

　もしも江里さんに猫耳が付いていたならば、きっと今はピンと立っているような気がする……。

「お昼、一緒に……お願いします」

「……んっ！　んっ！　んんっ！　ん～っ!!」

　音がしそうな勢いで突如顔を上げた江里さんは、涙目だったが満面の笑みを浮かべて何度もこくんこくんと頷いてくれた。

　――こうして僕らの初めてのランチタイムは、江里さんの頷きとともに無事幕を下ろした。











第７話　江里さんはお眠モード






「おはようございます相田くん！」

　スポーツテストの翌日。

　教室の引き戸を開けたと同時に江里さんの挨拶が飛び込んできた。

　心なしかいつもより元気というか、上機嫌な気がする。

「おはようございます江里さん」

　挨拶を口にしながら、江里さんに視線を向けて違和感に内心で首を傾げた。

　窓際の自席に座る江里さん。

　パッと見た限りではいつも通りの美貌を放っているが、今日は何だか力無く見える。

　具体的に何がとは断言できないけど、江里さんの周りの空気がどこか気怠さを含んでいるのだ。

　挨拶は上機嫌なのに纏う雰囲気はアンニュイ。

　この矛盾は……一体全体、江里さんに何があったのか？

「相田くん！　私、今日……１位でした！」

　人差し指をピシっと立てて１位ということをアピールしながら微笑む江里さん。

　おぉう……。江里さんが元気一杯でいつもとは違った可愛さが前面に出てきていて焦る僕。

　はたして何が１位だったのか？　さすがにコミュ障スキルを駆使しても補完しきれない。

　そもそも江里さんなら大抵の分野で１位である気がするけど……。

「おめでとうございます」

　当たり障りのない言葉を江里さんに送ってから反応を待った。

　……だが江里さんはそれ以降何が１位だったのかは言わず、微かに聞こえてきたのは――、




「フンフン♪　フフーン♪　フフフフーン♪」

　――女神が詠唱する旋律はなうただけだった。

　少し驚いて顔を向けると、座ったまま身体をゆらゆらと左右に揺らして目を瞑っている江里さん。

　窓から差し込む陽光はさながらスポットライトのようで、教室がオペラハウスになってしまったかのような錯覚に陥った。

　……えっ!?　何この可愛さ!?　一体何が起きてるんだ!?

　僕は混乱しながらも、今のこの江里さんの状態を冷静に分析した。

　いつもの江里さんを分かりやすく百分率で表すと……、




　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　コミュ障　25％

　天才　15％

　綺麗　15％

　美しい　13％

　神々しい　12％

　もはや、天使　８％

　いや、女神　８％

　もしかして、ＧＯＤ？　４％

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　となるんだけど、今の江里さんは……、




　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　可愛い　１００％　★ＮＥＷ★

　コミュ障　25％

　天才　15％

　綺麗　15％

　美しい　13％

　神々しい　12％

　もはや、天使　８％

　いや、女神　８％

　もしかして、ＧＯＤ？　４％

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　こんな感じだった。

　軽々と百分率を限界突破してくる江里さん。……もしかして本当に神ＧＯＤなのかもしれない。

　なんて僕が胸中でふざけていたら、弾むような声が舞い込んだ。

「相田くんっ！　お昼、ごはんっ！　……たのしみ♪」

　見れば江里さんが瞳を子供のようにキラキラと輝かせて、小さくガッツポーズをしていた。

　――ゴファッ!?　な、なんてこった！

　江里さんの可愛さがやっぱりどこかおかしいです……このままじゃ僕がキュン死します！　お昼ごはん前に天寿を全うしかねません！　……誰か助けて!!




　……何とか無事にお昼ごはんまで生き長らえた僕は、普段お昼をとっている食堂ではなく、江里さんの先導で図書室横にある司書室にやってきた。

　知らなかったことなのだが江里さんは図書委員らしく、お昼ごはんを食べていつも図書室に来ていたら、司書教諭であり、担任の三崎先生から「ここでご飯食べていっていいよ～」と開放してもらえたらしい。

　江里さんに「秘密の場所があります」と言われた時は、正直ドキッとしたけど、確かにこれは秘密の場所だった。……多分僕も使っているとバレたら、三崎先生に怒られるような気がするので。




　……ちなみにふたりそろって教室を出る際に――、

「――なっ!?」

「お昼休みデート……だと!?」

「もうね……正直爆発してほしい」

「やめとけお前ら。また江里がブチギレんぞ？」

「そ、そうだな……いってらっしゃい、おふたりさん。仲良きことは美しきかな」

　――と、クラスの皆からもの凄く注目されたのは言うまでもない。




「そこの……椅子、どうぞ」

「……はい」

　長机に向かい合ってではなく、何故か僕の隣の席に腰かけた江里さん。

　昨日よりは離れているのでそれほど緊張はしなかったものの、やっぱり落ち着かない。

「いただきます」

「い、いただきます」

　昨日よりも一回り大きい江里さんのお弁当箱。

　蓋が開けられると思わず喉が鳴ってしまった。

　定番の卵焼きをはじめ、からあげにピーマンの肉詰め。今日はキリバスのフラッグピックがささったカニさんウィンナーに、ほうれん草とベーコンのソテー。それと彩り兼甘味のイチゴ。

　どれもキレイにできていて彦〇呂さん的に言ったら「うわぁ！　弁当界の宝石箱や～！」状態。

　対する僕はコンビニのおにぎり３個。

　いつも学食だったので今日のお昼がどうなるか分からず、とりあえず買ってきたという訳である。

　具はツナマヨネーズと鮭と梅干。彦摩〇さんなら「うわぁ！　おにぎり界の御三家や～！」と言うと思う。

「相田くんっ！　おかず……どうぞ！」

　朝から上機嫌な江里さんは今も変わりなくご機嫌だった。

「……いいんですか？」

「……んっ！　今日は……カニさんです」

　そういって指をチョキの形にして開いたり閉じたりを繰り返し、カニを真似る江里さん。

　……あぁぁぁ！　江里さんの可愛さが僕の精神を抉る！

　このまま大声で「江里さんの可愛さは世界一ィィィィ!!」と叫びたい衝動に駆られたが、そこはグッと堪えた。

「カニさん……いただきます」

「どうぞ……」

　カニさんを皮切りに……結局全種類のおかずを頂いてしまった。

　僕は〇摩呂さんではないので、食レポできないのが悔しいけど、どれこれも全て美味しかった。

　お弁当用に考えてあるのか冷めても美味しく食べられるように少し濃いめの味付けで、おにぎりがすすむのなんのって。こんなことなら今日も具なしの塩むすびにしておけばよかったと思ったほどだ。

「江里さん……本当に美味しかったです。ありがとうございました！」

「……よかったぁ」

　今更なんだけど江里さんのお弁当は誰が作っているのだろうか？　やっぱりお母さんなのかな？

　なんとなしに興味本位で聞いてみる。

「お弁当は……お母さん？」（お弁当はお母さんが作ったんですか？）

　冷静に反はん芻すうしてみると全くもって意味不明だよね。

　コミュ障シンパシーがなければ、正気の沙汰じゃないと思われていただろう。

「お弁当は……わ、私です」（お弁当は私が作ってます）

　……これは別な意味で危ない気がする。

　お弁当は私って言われると――って、え、江里さんの手作り!?

　買ってきたお惣菜を詰め替えて作ったとかじゃなくてだよね!?

　……それでも「ありがたや～」って言いながら食べる自信があるけど。

「昨日のも……お花見の、お団子も……私……です」

　――な、なんだってぇぇぇ!?　僕はなんて貴重な食物を口にしていたのか!?

　きっと学校の誰もが口にしたことがないであろう江里さんの手料理。

　その価値たるやプライスレス。

　もちろんお金がいくらあろうとも、マスターなカードであろうがブラックなカードであろうが買えないものだ。

　もっとちゃんと味わっておくべきだったと後悔の念に駆られた。

　あまりの衝撃に僕がぼんやりとしていたら――突然右肩に何かが寄りかかってきた。

　ふわりと甘いシャンプーのような香りが鼻び腔こうをくすぐり、慎重に首を動かしてみたら、江里さんの顔がほぼゼロ距離にあった……。




「……え、江里さん？」

「…………」

　そう問いかけるも返事は一向に返ってこないし、江里さんも僕の肩に寄り掛かったまま動かない。

　い、一体何が起こっているのか!?

「江里さん？」

「…………」

「江里さーん？」

「…………」

「神！　天使！　江里さん！」

「…………」

　何度声を掛けてみてもやっぱり反応がないため、これはおかしいぞ、と耳を傾けてみた。

　……すると、

「すー……すー……」

　聞こえてきたのは規則正しい女神の寝息だった。

　……えっ？　この状況で江里さんは――寝ているのか!?　な、なんで!?

　お昼ごはんを食べて眠くなるのは、まぁ理解できる。

　きっと誰にだって経験のあることだろうし……けど普通そんな急に寝ちゃうかな？

　そこで僕は今日の江里さんの様子を振り返ってみて、何か手掛かりがないか考えてみることにした。……ちょっとした現実逃避でもある。

　確か朝一から上機嫌というか、元気だった気がする。

　それなのになんか気怠そうな雰囲気も漂ってて。

　普段はしないようなことはなうたをしていたり。

　目を瞑ってゆらゆらしていたような――あっ！

　そこで僕はあることに気が付いてしまった。

　もしかして江里さん……完徹オールしたのか？

　完徹オール明けと考えればどれも納得がいく。

　上機嫌だったり、普段しないようなことをしていたのはナチュラルハイによるもので。

　気怠そうだったのは単純に疲労感で。

　目を瞑ってゆらゆらしていたのは、普通に眠気のせいではないのかと。

　そのまま眠らせてあげたい気持ちもあったが、それ以上にもしもこの場面を誰かに見られたらマズい！　という恐怖の方が大きかったので、おそるおそる江里さんの肩を掴んで揺すってみた。

　……肩まで柔らかいって女の子って凄いな。

「えっ！　江里さん！　起きて……起きてください！」

「……んー」

　するとやっと江里さんに動きがあった。

　頭を起こして離れた江里さんは、焦点の合っていない寝ぼけ眼で僕を見つめて「……そうだくん」とだけ呟いた。

　そしてゆっくりと目を擦ってから――今度は僕の太ももに倒れこんできて……俗に言う膝枕状態になった。




　うぎゃぁぁぁぁぁ!!　え、江里さんの寝顔が！　女神様の寝顔が僕の目の前にぃぃぃぃぃ!?




「すー……すー……」

　暫くの間僕が思考停止して固まっていたら、聞こえてきたのはまたしても規則正しい女神の寝息。

　……あっ。江里さんが笑ってる。夢の中で何か楽しいことでもあったのかな？




　――どうやら僕はこの昼休みを江里さんの膝枕として過ごさなくてはならないようだ……。




　僕の太ももを枕にして眠る江里さん。

　その寝顔は時折微笑んだり、眉間にシワを寄せたりと、眠っていながら僕の視線を釘付けにする。

　こんな状況なので、眠りが浅くていくつかの夢を見ているのだと思う。

　人は浅い眠りのレム睡眠時に夢を見る。裏を返せば日常的に夢を見る人は眠りが浅くなっていて、疲れが取れていないから注意した方がいい、という特集をたまたまテレビで観ていたのが役に立った。

　ちなみにレム睡眠かそうじゃないかを見極める方法は〝瞼を指で触る〟こと。

　なんで触れば分かるのかと言うと、レムの意味は急速眼球運動ＲａｐｉｄＥｙｅＭｏｖｅｍｅｎｔの頭文字を取ってＲＥＭレム。

　――つまりレム睡眠時は眼球が活発に動いているので、瞼を触ると感触で分かるとのこと。

　……とてもじゃないけど江里さんの瞼を触る勇気なんて僕にはないので、確かめようがないんだけどね。

　……さて、本当にどうしようか。

　現実逃避のために適当なことに思考を割いていたが、そろそろ決断しなくてはならないと思う。

　本当は起こさなきゃいけないんだろうけど、お弁当を恵んでくださった恩もあるし、寝かしておいてあげたい。

　けど誰かに見られるのも問題になる可能性が……。

　ヒィィィィ！　どうすればいいの!?

「すー……すー……」

　僕の心の葛藤をよそに、すやすやと気持ち良さそうに眠る江里さん。

「すー……すー……」

　江里さん専用膝枕になっている僕は必然的に動くことができず、ただただ女神様の寝顔を眺めていた時。――ふと、あるひとつの真理こたえに辿り着いてしまった。




　江里さんは眠い。

　僕はなるべくなら寝かしておいてあげたい。

　これってもしかして、ＷｉｎーＷｉｎというものなんじゃなかろうかと。

　司書室は江里さんのみ知る秘密の場所だ。

　もし誰かに見られるとしても三崎先生だけだと思うし、変な噂にはならない……はず。……怒られるかもしれないけど。

　それなら別にこのままでもいいんじゃ……。

　悩み事を半ば放り投げた瞬間、江里さんの規則正しい寝息は僕の眠気を誘う子守歌へと変貌した。

「すー……すー……」

　今はお腹も満たされていて悩みもない。

　あくびが他の人に移るように、すやすやと眠る江里さんを見ていて眠気も移ってきたのかもしれない。

　……ダメだ。……ギブアップ。

　――様々な事柄が重なり、僕の意識は微睡へと沈んでいった……。










「すー……すー……………………………………………………ん？　んんっ!?　ん～っ!?」




　微かに聞こえてきたチャイムの音に身体がビクリと反応した。

　……どうやら僕も江里さんにつられて眠ってしまったようだ。

　下を向いていたからだろうか、若干首の痛みを感じながら目を開けたら……、

「……おっ！　おはようございます……相田くん」

　膝枕状態のまま僕を見上げる江里さんが、両手で目から下を隠しながら挨拶をしてきた。

　……えっ!?　何この状況!?　と一瞬だけパニックに陥ったがすぐに、そういえば僕は江里さん専用膝枕になっていたんだ、と思い出した。……いや、それにしてもよく考えたらどんな状況なんだろうか？

　ただ、この時の僕はまだ寝ぼけていたんだと思う。

　とっさに出た言葉は「……女神……ですか？」だった。……うわぁぁぁ！　何言ってんだ僕は！　恥ずかしくて軽く３回は死ねる……。

「……女神？　自由の？」

　僅かに潤んだ瞳を湛えた江里さんは眉を八の字にして、少し困ったように言った。

「私……そんなポーズ……して、ました？」

「……し、してません！　今のは、その、僕の……寝言だと思って、気にしないでください」

「……よかったぁ～」

　顔の向きを膝の方へと向けた江里さん。

　小声で言っていた「……よかったぁ～」とは何を意味しているのだろうか？

　まぁ、きっと僕みたいな凡人には理解できないんだろうけど……悲しくなんてないやい！

「あのー……江里さん？」

「……ん？　……なんでしょう？」

　僕に呼ばれた江里さんが、顔の向きを戻して見つめてきた。

　あー……こっち向かれると言いにくいんだけど、しょうがないか。

　壁掛け時計の針は、お昼休み終了を指す時刻へと刻一刻と迫っている。

　僕が目を覚ましたのはどうやら予鈴だったらしく、そろそろ戻らないとまずいのだ。

「僕の、膝枕……そろそろ終了、します」（江里さん起きてください。教室に戻らないと！）

「………………ん～っ!?」

　刹那ぽかんとした表情を浮かべていた江里さんだったが、次第に朱が深くなっていき、最終的には可愛いうなり声を上げていた。

　そして右に左にと何度か顔を動かした挙句……、

「ちょっ!?　えっ、江里さん!?　なにして……！」

「みっ！　見ないで……ください！」

　僕の身体の方に顔を向けた。

　……ただそれだけならまだなんとかよかったのに、次の瞬間、江里さんは僕の背中に両手を回してギュッと抱きしめ、下腹部に顔を埋めてきたのだ。

　うわぁぁぁぁぁぁ!?　江里さんそこはダメ！　そこだけはダメだってぇぇぇぇ!?

　僕は激しく動揺した。

　なんとかして江里さんを離さないと、僕の人生がここで終わるような気がしたからだ。

「は、離れてください！　江里さん！　このままじゃ死ぬ！　僕、色んな意味で死んじゃいます！」

「……だ、だめーっ！」

「だめじゃないです！　むしろ僕がダメです！」

「……い、いやっ！」

「いやじゃな……あぁぁぁぁ!?　ほ、骨がぁっ!!」

「……ん～～～～～っ!!」

「え、江里さん、落ち着いて！　さっきから力が強くなってきてま――イダッ！　イダダダダァッ!?　ゴリゴリしないで！　江里さん、ゴリゴリしないでぇぇぇぇ!?」

「……もうお嫁にいけません」

　何とかして江里さんを引き離そうと奮闘する僕。

　対する江里さんは何故か離されまいと抱きついて抵抗している。

　まさに混沌カオスだった。……もうね、訳が分からないよ。

　――もう何もかもが訳の分からない攻防戦は本鈴が鳴るまで続き、結局僕らは午後の授業に遅刻したのだった……。











第８話　江里美奈　お花見団子大作戦







　教室の壁掛け時計を確認してから深呼吸を１回。

　時刻はぴったり７時。

　……そろそろ相田くんがやってくる時間です。き、緊張してきました……。

　新学期初日に幕を開けた私のコミュ障克服作戦はとても順調に進んでいます。

　私の唯一の隣人――相田くんと、なんと初日からたくさんお話をすることができました！

　おはようの挨拶をして、隣人としてよろしくお願いします、とも伝えることができて私は満足してしまいましたが、それ以降は毎日挨拶をして、お天気のお話なんかもしています。

　最近は毎朝の相田くんとの会話が楽しみになってきていて……なんだかちょっぴり恥ずかしいです。




　――んっ！　足音が聞こえてきました！　きっと相田くんです。




　今ではすっかり私のバイブルとなっている『めざせ会話マスター～全コミュ障へ捧ぐ～』のとあるページを開いて、今日実行することを復習します。




　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

　お願い事を聞いてもらうには――〝ランチョンテクニック〟――を使ってみよう！

　おすすめ度　★★★★☆

　こんな時におすすめ

　これから仲良くなりたい相手に　　　〇

　今よりも仲を深めたい相手に　　　　〇

　ノーを言わせたくない場合に　　　　◎

　■解説■

　ランチョンテクニックとは……無意識の心理作用である〝連合の原理〟を使った……

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　……このために私はいつもより早く起きてお花見団子を作ってきました。白玉粉と上新粉と絹ごし豆腐をこねこねして作った自信作です！

　お母さんに味見をしてもらったら「……美び味み」と褒めてもらえました……んっ♪

　けれど誰かに手料理を食べてもらうのは家族以外では初めてのことなので、緊張でうまく誘えるか不安です……。

「お、おはようございます……相田くん」

「お、おはようございます……江里さん」

　引き戸が開いて、相田くんの姿がみえたらすぐに挨拶です。

「今日は……あったかいですね？」

「……はい。あったかいですね」

　そして相田くんが自席に腰かけたことを確認してから、お天気のお話をします。

　ここまではいつも通りの流れです。いいです、順調にきています。

　……ん。今までの私はこれで満足していましたが、今日は違います！

「桜が、その……吹雪で……絨毯みたいです」

　……い、言えましたっ！

　お天気のお話に旬の話題を織り交ぜた高等テクニックです！

　毎日のイメージトレーニングのおかげで内容もすっごく分かりやすく伝えられました！

　……これで布石は打ちました。

　後は相田くんがどんな反応をしてくれるか次第です……。

「遠回りしました。なるべく……避けて」

　――のってきてくれました！　相田くんが私のお話にのってきてくれましたっ！

　私すっごい進歩です！

　――今、私、相田くんとお話をしています！　……嬉しい♪

　どうしましょう……顔がにやけてしまうのを止められません！

　少し顔に出てしまったかもしれませんが、頬が緩み切ってしまう前になんとか窓の外に顔を向けることに成功しました。

「……私もです」

　すぐに共感を口に。

　窓の外に広がるのは一面の桜吹雪。

　地面に広がるのはそんな花弁の絨毯。

　私の高等テクニックは言うまでもなくこの景色から生まれたものです。

　……それと今回のお花見団子アイディアもこの景色から考え付いたものです。

　桜と言えばお花見。お花見と言えばお花見団子です。

　後はもう私から「お花見しませんか？」と誘うだけ――、

「お花見……」

　な、なんと相田くんからお花見という言葉が出ました！

　棚から牡丹餅です！

　……賽さいは投げられました。

　後は私が言うだけです！

　――い、いきますっ！

「……しませんか？」
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　第８話――〝ランチョンテクニック〟――〝連合の原理〟――




　順番が入れ替わりますが、まずは連合の原理から。

　ふたつの別の事柄が自分の中で結びついてしまう心理作用のことを言います。

　これだけではなんぞや？　という感じなので例を出しますと。

　皆様がよく目にするであろうＣＭや広告には有名人が起用されていますよね？

　例えば化粧品のＣＭ。

　製品のアピールをすれば広告としては成り立つのに、何故だか有名人がいます。

　それは何故かと言いますと、その有名人のもつ好感度を商品の好感度と直結させて購買させようという裏があります。

　なので美白になることを売りにした製品なら、美白のイメージが強い〇雪さんや綾瀬は〇かさんなどを。

　エキゾチックなものなら、最近活躍が目覚ましいハーフタレントと呼ばれる代表格のロ〇ラさん（ロ〇ラさんは厳密にはハーフではありませんが）、滝沢カレ〇さん、後は意外ですが藤田ニコ〇さん（ロ〇ラさん同様）などです。

　すみません、ちょっぴり脱線しました。

　男性的には車のモーターショーを例にすると分かりやすいかもしれませんね。

　メインの車の隣には必ずスタイル抜群の美女が立っていますよね？

　あれは美女の持つプラスイメージ（洗礼された、美しい、イケてる、など）を車のイメージに直結させることを目的としています。レースクイーンさんなんかもそうです。レースクイーンさんに対する好きがチーム全体に結び付くということです。

　長くなっちゃいましたが、以上が連合の原理です。

　そしてここからランチョンテクニックの解説です。

　ランチョンテクニックは今解説した連合の原理を応用したものになります。

　美味しいというプラスイメージがある食事の場で、親密になりたい方と交渉事を行うと、

　美味しい食事＝こんな食事を用意してくれるなんて……良い人！

　というイメージが直結されます。

　更に美味しい食事というのは人にとって快楽であり、気分が良い時には対立ノーを避ける心理があります。

　このことから相手の「イエス」という言葉を引き出すためのテクニックとして使われています。

　なので企業間の接待で食事会、政治家同士の会食、意中の相手とランチｏｒディナー（モーニングも可！）など、これらは理にかなったものなのです。

　ひとつ注意点としまして。

　連合の原理はプラスイメージだけでなく、マイナスイメージにも働きます。

　まずいごはんとか好みじゃないものだったりすると、普通に「うえぇぇぇ」って思われますので注意してくださいね。

　よくマンガとかアニメの美少女がメシマズを作って主人公くんに食べさせていますが、あれは±０って感じです。……けどそのギャップにそそられる！　って思った方はハロー効果エフエクトに踊らされてますよ！




　以上解説はよしのがお送りいたしましたー！　またねー！











第９話　江里美奈　相田くん膝枕







　眠気と疲労感に押しつぶされそうになりながら……なんとか学校に辿り着きました。

　静まり返ったロビーを抜けて、無音の階段を上がり、ひっそりとした教室の引き戸を開けます。

　……いつも通り私は一番乗りでした。

　自席につくまでは休憩時間の相田くんのように机に伏せて寝てしまいたい、と思っていたのですが、時間が経つにつれて何故だか目が冴えてきました。




　――そして相田くんの足音が聞こえてきた瞬間、私の眠気はどこかへ消え去った。




「おはようございます相田くん！」

　引き戸が開いて相田くんの姿が見える前に、私の口から挨拶が羽を生やして勝手に飛んでいった。

　完全にフライングだったのだけれど、相田くんは少し驚いたように目を見開いてから、

「おはようございます江里さん」

　普段通りの言葉を口にしてくれた。

　相田くんとのお昼ごはんが楽しみ過ぎて実は――一睡もできなかった私。




　何を作ろう？

　何を食べてもらおう？

　どんな見栄えにしよう？

　どこで食べるのがいいの？

　どれだけの量を作れば問題ない？

　相田くんの好きなものは何だろう？

　相田くんの苦手なものは何だろう？

　相田くんの好きな味付けは濃いめなのか、薄めなのか？

　相田くんの…………。




　そんな感じで考えれば考えるほど、新たな疑問が芽を出して。

　悩めば悩むほど目は冴えて。

　気が付いたらカーテンの隙間から見える空は明るくなっていた。

　何かが楽しみで、誰かのことを考えて……眠れなかったことなんて初めてだったので少しびっくりした。

「相田くん！　私、今日……１位でした！」

　いつもなら見られない、早朝のニュース番組。

　その番組の12星座占いのランキングで、私の射手座が１位だったのだ。

　……日頃は気にも留めていない根拠のない占いだけれど、いざ１位と紹介されると気分が良かった。

　総合運は文句なしのパーフェクトで、金運は早起きは三文の徳なんて当たり前なことが書いてあって、仕事運は万事順調に進むでしょうとどこか大雑把で、恋愛運は……。

　人差し指を立てて相田くんに１位であったことを自慢してから、目を閉じ、思い返す。




　……身近な異性と急接近。ラッキーアイテムは恋の始まりを告げる真っ赤なイチゴ。




　……んっ！　別に私はこんな占いなんて信じてない！　……信じてないけど、今日のお弁当にはイチゴが入ってる。

　……こっ、これも彩りを考えて偶然入れただけで他意はない！　……他意はないけど、ラッキーアイテムなら入れても損はない。

　それよりも気になっていた身近な異性と急接近とは……果たして何を意味しているのかしら？

　私の身近な異性は……ひとりしかいない。急接近も何も唯一の隣人なので、既に近い。

　……これ以上の接近なんてあるの？

　いくら考えても所詮は占い。

　答えなんて存在しないし。

　どうなるかなんて誰にも分からない。

　……だから私は今の気持ちを相田くんに伝えておこうと思った。

「相田くんっ！　お昼、ごはんっ！　……たのしみ！」

　占いに踊らされないよう、自分の気持ちを優先させるために……。




　眠気は消え去ったまま午前の授業を終え、お昼休みとなった。

　相田くんに「秘密の場所があります」と告げて私が先導する形で教室を後に。

　私が出て行ってからクラスメイトが何やら盛り上がっていた。……悲しいけれどコミュ障の私は当然、こういう輪には入ったことがない。正直、羨ましい。

　朝とは一変して様々な音が溢れている廊下を抜けて、司書室のある最上階へと足を運んだ。

　前まで私は教室でひとりぼっちのごはんを食べていた。そして食べ終わった後は読書をするために毎日図書室へ通う。

　……そんな私を見てどう思ったのかは分からないのだけれど、司書教諭の三崎先生が「どうせなら、ここでご飯食べていっていいよ～」と、人差し指を立てて、静かに！　のジェスチャーをしながら司書室を開放してくれたのだ。

　三崎先生は図書室のお昼休み開放業務があるので、この時間は司書室を利用しないからとのことだった。……ちなみにどうして、静かに！　というジェスチャーをしたのかは未だに分からない。……どういう意味なのかしら？

　中央に長机が１台。折り畳みのパイプ椅子が４脚。

　壁面に司書教諭用のデスクとパソコン。それと書類の間に隠すように置かれたチョコレートの小箱が三崎先生らしい。

　窓側にちょっとした流し台と電気ケトル。ファンシーなピンク色の電気ケトルはもちろん三崎先生の私物。

　大きな本棚には蔵書が収まり、小さな棚には紅茶の茶葉が詰まった乙女チックな缶が並ぶ。

　そして出入り口とは別に図書室に繋がる扉が、ここが三崎先生の個人的なスペースではなく、司書室であるということを申し訳程度に主張していた。

「そこの……椅子、どうぞ」

「……はい」

　パイプ椅子の１脚を指差して相田くんを座らせてから、私も普段通りの隣人として横に腰を下ろした。

　鞄からお弁当を出して包みをほどき、若干の緊張とともに蓋を開ける。

　……ん。

　よかった。

　何も片寄っていないし、充分綺麗にできていると思う。

「いただきます」

「い、いただきます」

　相田くんは昨日と同じくコンビニのおにぎりだった。

　でも今日は３個……ひとつ増えてるっ!?

　……ど、どうしよう。

　今日は相田くんにも食べてもらうつもりで勝手に多めに作って、自己判断で大きなお弁当箱にしてしまったのだ。

　これで相田くんがお腹一杯になって食べてくれなかったら……私、食べ切れない。

「相田くんっ！　おかず……どうぞ！」

　おにぎりの封を開けてしまう前に渡さなきゃと焦った私は、そんなことを口にしていた。

「……いいんですか？」

「……んっ！　今日は……カニさんです」

　お箸を１膳しか持ってきていなかったミスをリカバリーするため、とっさにキリバスの国旗楊枝がささったカニさんウィンナーを薦めた。

　とにかく食べてもらいたい一心でカニのジェスチャーまでしてしまった……ん。恥ずかしい……。

「カニさん……いただきます」

「どうぞ……お召し上がりください」

　食べてもらえただけでほっと一安心。

　けれどそれも束の間で今度は、味は大丈夫か、と気になってしまう。

　冷静に考えれば市販のウィンナーなので焼けてさえいれば味は問題ないというのに、この時の私はそれほどまでに余裕がなくなっていた。

　相田くんは静かに咀そ嚼しやくして、封を開けたおにぎりを頬張った。

　……なんだかリスみたいで可愛い。

　ボンヤリとしてきた思考が率直な思いを垂れ流し始めた。

「たっ、卵焼きも！」ふわふわになるようにほんのちょっぴりお酢を入れた、甘い卵焼き。

「からあげも！」りんごと玉ねぎをすりおろして漬け込んだやわらかくてサクッとした唐揚げ。

「ピーマン！」タネに隠し味のお味噌を少しだけ足した、ひき肉たっぷりのピーマンの肉詰め。

　そこからはコンビニのおにぎりVS私のお弁当といった感じで、どちらが多く相田くんに食べてもらえるかという具合で勝手に張り合った。

　そのかいあってか相田くんに全種類を食べてもらうことに成功。

　心の中でガッツポーズをしていたら、おにぎりも完食した相田くんが「江里さん……本当に美味しかったです」と言ってくれた。

　相田くんのその一言。

　それだけで私は頑張って作ってよかったと思えた。

　嬉しいなんて軽く飛び越して、そのまま舞い上がってしまいそうだった。

　それと同時にふーっと安堵の胸を撫で下ろした。

　口に合わなかったらどうしよう。

　不味いと言われたらどうしよう。

　そんな不安が一気に解消されたからだ。

「……よかったぁ」

　空になったお弁当箱を気分良く鞄にしまっていたら……、

「お弁当は……お母さん？」

「お弁当は……わ、私です」

　相田くんからの問いがあったので答えた。

　確かにお母さんから教わったものだし、アドバイスも色々ともらったけど……作っているのは私だもん！

　少しだけ、むっとしてしまったので「昨日のも……お花見の、お団子も……私です」と言ってしまった。

　視線を横に向けるのが気まずかったので、ぼーっと正面を見ていたら徐々に視界がぼやけてきた。

　目を凝らしても変わらないうえに、瞬きをする度に瞼の重さが増していくことをハッキリと感じ取れた。

　……ん。眠い……ひたすらに眠い。

　そう思ってしまったが最後、程良い満腹感と緊張感から解放された私は忍び寄ってきた眠気に抗うこともできず、ゆっくりと目を瞑った……。




　微睡まどろみから引き揚げられた意識。

　いつか嗅いだ心地の好い柔軟剤の香りを感じながら、何となく目を開けて言葉にならない悲鳴を上げてしまった。

「……ん？　んんっ!?　ん～っ!?」

　な、なんで相田くんの顔が至近距離に!?

　今、どんな状況なの!?

　あれ？　私寝ちゃったんだっけ？

　パニックだった。

　頭がパンクしてしまうと身体が動かなくなる、ということを初めて体験した。
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「……そ、相田くん？」

「すー……すー……」

　おそるおそる声を掛けてみるけど反応はない。

　目を瞑っているし、小さな寝息を立てているので多分眠っているみたい。

　……ん。まずは深呼吸をして落ち着かなければ。

　大きく息を吸って、ふーっと吐いたら、相田くんの前髪がサラリと揺れた。……今更だけれど近い。もの凄く近い。

　少しくすぐったかったのか、相田くんが眉を顰ひそめた。

「……むー？　…………すー……すー……」

　……セ、セーフ。この緊張感……癖になりそう。

　別に後ろめたいことをしている訳でもないのに妙なスリルがあった。

　たとえるなら番犬を起こさないようにお皿のホネを取っていくような、あのゲームに似ている気がする。

　ただ、相田くんだと番犬のような怖さはないので、温和な性格と黒髪も相まってラブラドール・レトリーバーという感じがする。

　……そう思ってしまってからは止められなかった。

　手始めに相田くんの頬を震える手でつついてみた。

　……ツン。

　反応はなく、ほっぺたは思った以上に柔らかかった。ぷにぷに。

　……ツンツン。

「……ふにゃ」と漏れた相田くんの寝言。危うく声を上げてしまうところだった。

　少し落ち着いてから次に頬を優しくつまんでみる。

　……ムギュッ。

　反応がない。それはそれでなんだかつまらないと思ってしまう私がいる。なんて自己中心的なのかしら……。

　……ムギュッ×２。

　両手でつまんでみたら相田くんの口元がちょっと間抜けな形になった。……ひとりでにらめっこをしている気分。ちょっぴり笑ってしまった。

　今度は慎重に頭を撫でてみる。

　……ナデ。

　ちょっと眉間にシワが寄ったけど起きる気配はない。まだ撫でても大丈夫そう。

　……ナデナデ。

　口がへの字になって、眉が八の字になった。おまけに「……あぅぅ」という寝言つき。

　……ん～っ!!

　……か、かわいい。相田くんがかわいい。

　ラブラドールをわしゃわしゃしてるみたい！

　別に見られている訳でもないのにひとりで勝手に恥ずかしくなって、緩む頬を隠すように両手で顔を覆ったところで、お昼休みの終了を告げる予鈴が鳴った。

　……んっ！　起きちゃう!?　どうしよう!?

　言葉とは裏腹に何もできずに硬直していたら、相田くんの身体がビクッと揺れて、しばらくしてからゆっくりと瞼が上がった。

　眠気の残る瞳が私を見つめた瞬間、〝瞳孔が開いていく〟のが見えた。

「……おっ！　おはようございます……相田くん」

　予鈴に邪魔されて相田くんを起こせなかった私は、少し落ち込みながら挨拶をした。

　――本当は私が起こそうと思ってたのに……！
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　第９話――〝瞳孔が開いていく〟――




　心理学用語という訳ではないのですが、解説させてください！

　人は自分の好きなものを前にした時や、興味のある話をしている時などは無意識に瞳孔が開きます。

　これは少しでも多くそのものを取り入れたいとする行動です。

　なので言葉やしぐさを隠せたとしても、この無意識下の現象は制御できないので、何かあったら相手の瞳孔を見てみるといいですよー！

　……ただ、かなり接近しないと分からないんですけどね！











第10話　駄々っ子ＧＯＤＤＥＳＳと商店街のＶＥＮＵＳ






　ホームＨルームＲを終え放課後に突入した今……僕を待っていたのはもはやお馴染みの展開だった。

「おい！」

「相田ぁぁ！」

「何があった？」

「うんうん、何してたん？」

「昼休みの後、ふたりで遅刻とか……」

「怪しすぎるだろうが!?」

「吐け！　吐いて楽になっちまえ！」

　あっという間に僕の周りにだけ、黒山の人だかりができていた。

　隣に江里さんがいるというのに、そこは皆器用に避けている。……怖いよこの団体。統率取れすぎでしょ。

「……べ、別に……」

「別に!?」

「別にとは!?」

「別にの意味はよ！」

「別に、なんだよ？」

　急かさないで！

　コミュ障は急には喋れないし、そもそもこんな場で喋るなんて僕には荷が重すぎ――、




「だめーっ！」




　胃がキリキリと痛むのでお腹をさすっていたら――喧騒に負けないような絶叫にも似た声が響いた。

　見れば江里さんがブレザーの裾をギュッと両手で握りながら、伏し目がちにこっちを向いていた。

　皆の視線が江里さんに注がれる。いや、刺さるといった方が僕たちコミュ障には合っているかもしれない。

「とっ……とら………………」

　それ以降、江里さんは完全に俯いて沈黙してしまった。

　……虎!?　虎ってなんだ!?

　クラスメイト達もどうすればいいのか困ったように顔を見合わせて動かない。

　これは江里さんが勇気を振り絞って作ってくれたチャンスだ。この場を離脱するなら今しかない！

　覚悟を決めて僕は言った。

「か、帰ろう……江里さん」

　便宜上、江里さんに向けて片手を差し出した。

　その方が、一緒に帰りましょう、という感じが伝わるかと思ったからだ。

　手は握られることはないとして、袖でも掴んでもらえたらいいや、程度に考えていたんだけど――正直こうなるとは予想だにしていなかった。

　その反応は僕を含むクラスメイト達が今までもっていた、

　江里さん＝美女

　というイメージを根底から覆すような反応だったからだ。




「……んっ♪」




　弾むような返事と幼い子供のように大きく頷いた江里さん。

　この動作だけでも可愛いというのに、その表情の破壊力がとてつもなかった。

　頬に薄紅を溶かし、仄ほのかに潤んだ瞳を真っ直ぐにこっちに向けて。

　はにかむように僅かに歯を出して、僕の手を握った。……しかも俗に言う恋人繋ぎで……だ。

　恋人繋ぎぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?　えぇぇぇぇぇぇぇ!?　なんでぇぇぇぇぇぇぇ!?

　頭を鉄のハンマーで思い切り殴られたうえに、高圧スタンガンを脳天に当てられたような衝撃が走った。

　腰が砕けるような感覚とでも言えばいいのか、とにかくとんでもないインパクトだった。

「相田……くん？」

　無自覚の一撃を放った江里さんは更なる追撃をかけてきた。

　窺うような上目遣いにちょこんと小首を傾げて、楽しむように繋いだ手を微かに揺らした。

　――僕、昇天寸前。

　これはまずい、江里さんのあまりの可愛さに意識が持ってかれ……、




「あべし！」バタッ

「ちにゃ！」バタッ

「ひでぶ！」バタッ

「たわば！」バタッ

「うわらば！」バタッ

「ウボァー！」バタッ

「南無三宝！」バタッ

「目が、目がぁぁぁ!?」ドタッ

「笹が、笹がぁぁぁ!?」ドサッ




　――バタッ！　……バタバタバタバタッ!!

　僕らの周りから様々な断末魔の悲鳴が聞こえてきた。

　見れば、周りにいたクラスメイト達というか、クラスの全員が倒れていた。

　白目をむいていたり、泡を吹いているのはまだマシで、ブツブツと呟いている人と血の涙を流している人は完全にサイコホラーの様相を呈していた。

　怖っ！　……なんでみんな急に倒れたの!?　ちょっと待って……どういうこと!?

　なんて考えていたけど、僕にはなんとなく分かった。

　皆、江里さんのギャップにやられたのだ。

　僕は何度かその片鱗かわいさを見てきていたからなんとか耐えられたけど、江里さんをクールビューティーだのミステリアスだのと考えていた皆には、衝撃シヨツクが強すぎたようだ。

　……冷静に考えて、なんで皆いつもこんなにノリがいいの？　あとテンション高すぎ！

「……いこっ？」

「……は、はい」

　――こんな混沌カオスを気にも留めていない江里さんは、僕の手を引っ張って歩き出したのだった。




　……この手はいつまで繋がれたままなのだろうか？　さっきからすれ違う皆の視線が痛い。

　あと僕の手が汗をかいていないか不安で仕方がない。

　歩き出した江里さんは、繋いだ手を大きく振りながらご機嫌に歩いている。

　可愛い。

　緊張して横が見れないけど、絶対可愛い……なんてアホなことを考えていたら、すっと手が離された。

　どうやらいつの間にか下駄箱前に到着していたらしい。

「……相田くん？」

　ぼけーっとしていたら江里さんがゆっくりと顔を近づけてきて、僕の目を覗き込むようにしてから言った。

　ちっ、近い!?

　慌てて靴を履き替えた。

「江里さん、それじゃあ……また明日」

　離されてしまった手に若干の名残惜しさを感じながらも、そう告げて踵きびすを返した。

　江里さんを教室から脱出させられたし、僕のお役はここまでだ。

　……あれ？　江里さんに引っ張られて教室を出たのは僕の方だった気が……、

「――な……んで？」

　１歩を踏み出そうとしたところで何かに身体を引っ張られた。

　顔を向けてみたら江里さんが僕の上着の裾を掴んでいた。

「江里さん？」

「い、一緒に……帰るって……言った」

　下唇を少し突き出して、泣きべそをかく直前のような表情で呟いた江里さん。……うん、反則的に可愛い。

　恥ずかしいのかはたまた別の理由があるのか、視線は完全に地面に固定されている。うん、可愛さ有り余ってもはや神々しいまである。

　あれはその場しのぎだったし、本当に江里さんと一緒に帰るなんてことになったら……大変なことになるよね？　明日には僕の机が捨てられてそうな気がする……。それで、お前の席ねぇから！　って言われそう。

「……ここまで」

　屁理屈を捻り出して答える。

　自分でも悲しくなるほどの稚ち拙せつな返答だった。

「一緒に……帰って、ください」

　だが僕の屁理屈を気にした様子もなく、それならば、といった明るい雰囲気で今度は江里さんが手を差し出してきた。

　こんなことをされたら、たとえこの先に地獄が待ち構えていたとしても肯定するしかないのだ。

　だって江里さんから、一緒に帰ってください、って言われて断れる人類なんていないでしょ？

　あぁ……僕は明日には死んでいるのかもしれない。

　そんなことを考えながら江里さんの手を取った。

「……はい」

「……ん？　……んっ♪」

　僕は普通に手を握ったのに、首を傾げた江里さんがすぐに恋人繋ぎに握り変えた。

　繋いだ手を確かめるように時折、江里さんがギュッと握ってくるのがたまらなく可愛い。

　心が叫びたがっているほど可愛い。

　……それよりも、なんで恋人繋ぎをするんですかぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?

　勘違いするよ!?　こんなことされたら、人類じゃなくても勘違いしちゃいますよ!?

「相田くん……かえろっ？」

「はい」

　夕日を背にした江里さんが相好を崩して、促すように手を軽く揺らす。

　周りには他の生徒の姿があったはずなのに、僕の視界には江里さんしか映らなかった。

　それだけ、どうしようもないくらいこの光景に目を奪われてしまった。

　……夕日という名の後光が差している江里さんの美しさ、可愛さは、それほどまでに神秘的だった。




　校門を抜けたところで立ち止まった江里さん。

　しきりに顔を動かして辺りを見回してから、目を瞑って「……ん～」と悩み始めた。

　一体どうしたのだろうか？

「……相田くん、どっち？」

　しばらくして熟考を終えた江里さんが、繋いでいない方の手で左右の道を指差した。

　校門を出ると左右に道が分かれているので、どっちに行くかということだろう。

「……あっち」

　僕は普段の通学路である方向を指差した。

　ここで方向が違ったら、一緒に帰るという目標はいきなり頓挫してしまう。

　……江里さんに先に答えてもらってから僕が合わせればよかった。

　神様！　女神様！　どうか江里さんと同じ方向でお願いします！

「良かった……いっしょ♪」

　屈託のない笑みを浮かべた江里さんが嬉しそうに手をギュッと握ってきた。……可愛いのはもう充分過ぎるくらい分かっているので、これやめてぇぇぇ！　僕の精神が崩壊する……。

　僕が放心していたら、何故か江里さんが「……ん？」と首を傾げている。

　そしてそのまま特に何も言うことはなく、僕を連れて歩み始めた。

　何で首を傾げたのだろう？

　僕は答の出ない問いに狼狽うろたえながら歩みを進めた。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆






　歩いている時は特に会話もなく、分岐で立ち止まる度に江里さんとこのやり取りを行い、その都度手を握られた。

　ある時は強く指が絡まり、またある時は包み込むように優しく。……口で伝えられないコミュ障な僕らの行いを補うように。

「どっち？」

「こっち」

　何度目の分岐だったか正確には覚えていないけど、ここからは方向が違うんだということは江里さんの表情を見てすぐに分かった。

　それまで同じ方向であることに安心したかのように笑みを浮かべたり、小さくガッツポーズをしていた江里さんだったが、ここにきて視線が彷徨さまよい、困惑したように下唇を噛んでいた。

　しばし「……ん～」と何かを考えるように唸ってから……、

「い……いっしょ……」

　目を逸らしたまま、ぎこちない手つきで僕と同じ方向を指差した。

　ひとつ分かったこと。

　江里さんはすぐに顔に出てしまうので、どうやら嘘がつけないらしい。

　美人で可愛くて、文武両道で嘘がつけない……聖女かな？

　できるだけ優しく江里さんに問う。

「江里さん、本当は？」

　ゆっくりと僕に目線を合わせ、沈んだような顔つきで江里さんは口を開いた。

「……あっち」

　弱々しい囁きはほとんど聞こえなかったけど、指差した方向が僕の家とは反対の方向だった。

　やっぱり違ったか。気付けてよかった。危うく江里さんを遠回りさせるところだった。

　このまま手を握っていると帰りたくない衝動に駆られるので、僕は意を決して指を解こうとしたが……、

「やっ！　……やだぁっ……だめーっ！」

　僕の行動を察知した江里さんが、縋るように更に指を絡め、繋いだ手を引っ張って、無邪気な抵抗をしてきた。

　若干涙目になりながらきゅーっと眉を顰めている江里さん。おまけに顔をイヤイヤと左右に振っているため、長い黒髪が舞って甘い香りすらしてくる。

　その可愛さといったら、ノータイムでここに永住する決意をしてしまうレベルだった。

　――どうやら僕はここから帰れないらしい……。

「……住みます」

「……ん？」

　……あれ？　僕なんか間違ったこと言った？

　イヤイヤと顔を振っていた江里さんはその動きをパタリと止めて、僕の発言の意図を探るようにキリッとした凛々しい表情を湛えて首を傾げていた。

　可愛過ぎて忘れかけていたけど、やっぱり江里さんは美人でもあった。表情ひとつで美人になったり可愛くなったりする江里さんには、女優さんが向いている気がする。……コミュ障だし嘘がつけないからやっぱり無理かもしれないけど。

「……帰ります」

「……やだぁーっ！」

　僕の一言にクールビューティー江里さんは一瞬で崩壊し、代わりに、駄々っ子ＧＯＤＤＥＳＳゴツデスが降臨した。

　僕の手を両手で掴んで横にブンブンと振る江里さん。イヤイヤと左右に振る顔と動きがシンクロしてて、可愛さよりもなんだかちょっと面白かった。
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　さて、いい加減真面目に考えるとしよう。

　江里さんに帰ってはダメと言われたので、ここを永住キヤンプ地とする！　と覚悟を決めたのに、何故だかそれに首を傾げられてしまった。

　なので確認のためにもう一回「帰ります」と言ったら、やっぱりダメだと言われてしまった。

　……別に駄々っ子江里さんが見たくて、もう一回言った訳じゃないからね？




　僕に与えられた選択肢は、

　①帰る×

　②永住×

　③選択肢が思い浮かばない……だと……？




　何も残っていなかった。

　だから素直に江里さんに訊いてみることにした。コミュ障じゃなければ初めからこうしていたんだろうなと考えたら、少し悲しくなった。

「どうすれば？」（江里さん、僕はどうすればいいんですか？）

「……おかず」

　……おかずっ!?

　おかずってなに!?

　どういうことですか江里さん!?

「おかず……」（おかずってどういうことですか!?）

「……おかず」

　おかしいな。

　僕ら「おかず」としか言ってないぞ？

「帰るのは……」（すみません。帰るのはダメなんですよね？）

「だっ……めっ！」（指で×を作りながら）

「永住は……」（ならここの道端に住むのは？）

「……ん？」（首を傾げながら）

「おかずは……」（意味が解らないんですけど、おかずはいいんですか？）

「……んっ♪」（ニコニコして頷き、右手でＯＫマークを作りながら）

　わけわかめぇぇぇぇぇぇ!?　ホントどういうこと!?　誰か僕に答えを教えてください！

「きてっ？」

「は……はい！」

　僕が内心で叫んでいたら、答えの代わりに江里さんから手を引っ張られた。僕を帰らせないためなのか、江里さんは両手で僕の手を前後から挟み撃ちするように恋人繋ぎで掴んでいる。……何が言いたいかというと両手で掴むためにこっちに接近してきてて、常に肩が接触してるんです!!　ゼロ距離に江里さんがいるんです!?

　――僕は横にいる江里さんを見ることもできずに、歩みを進めていくのだった……。




　江里さんに連れられて来たのは、僕も知っている、この辺りでは有名な大型商店街だった。

　夕方ということもあってかアーケードの下を多くの人が行き交い、活気に満ち溢れている。

　晩ごはんの食材やお惣菜を買いに来た奥さま、ママ友と談笑する奥さま、日用品を自転車のカゴに入れて颯さつ爽そうと駆け抜ける奥さま。……うん、この時間は奥さまの戦場だ。

　そんな奥さま方の人混みを物ともせず、江里さんは僕を引っ張りながら縫うように進んでいった。

「おぉ！　美奈ちゃん、らっしゃい！　今日の豆腐は上出来だよ！」

「あらぁ、美奈ちゃん！　今日は豚コマ安くしとくよ～！　おまけもう～んと付けちゃう！」

「魚！　美奈ちゃんみたいな美人さんにはやっぱり魚でしょ！　今日は良い初鰹が入ってるよ！」

「美奈ちゃん！　こっちも見てって！　今日の春野菜の天ぷらはお買い得だよ～！」

「新しいブランドのイチゴ仕入れたから、後で寄ってってなぁ～！　試食待っとるね！」

　歩いているとあちらこちらから「美奈ちゃん！」と声が掛かかり、その度に江里さんはこくこくと頷いたり、手を小さく上げて反応していた。

　見ると声を掛けてくるのは皆お店の人で、どうやら江里さんはこの商店街の常連さんのようだ。

「……おかず、何好き？……」

　商店街の中程の邪魔にならない場所で歩みを止めた江里さんは、振り返って何か言っているが、この人混みの中では聞き取れなかった。

「……なんですか？」

「……おかずっ！　何、好きっ？」

　すると手を口元に当ててメガホンの形を作った江里さんが、やや大きめの声で若干恥ずかしそうにしながら言った。

　……ここに来たのはそういうことだったのか！

　江里さんの真意がようやく分かった……と言っても推測だけど、明日のお弁当に僕の好きなおかずを入れようとしてくれているみたいだ。

「お弁当？」（明日のお弁当のおかずってことですか!?）

「……ん。お弁当」

　今度は手でお弁当箱の形を作って頷く江里さん。

　うぐっ!!　女神過ぎて、その江里さんが、微笑みで、眩しくて、直視でき……ないッ！

　……自分でも何が言いたいのか分からない程の喜びに、僕は混乱していた。

　女神さまが平民の僕のために好物を用意してくださる……最後の晩餐かな？

「た、卵焼き！　……江里さんの」

　いの一番に出たのは江里さんお手製の卵焼きだった。

　甘くて、ふわふわで、あることが当たり前というか、ないのがありえないとでも言えばいいのか、とにかくあの卵焼きがないとお弁当とは呼べない程の、なくてはならない存在なのだ。毎日いや、毎食食べたって飽きる気がしない！

「…………」

「え、江里さん？」

「…………」

　江里さんの返答はない。

　完全に俯いてしまって、お腹の前で指組された手がしきりに組み替えられている。

「江里さん？」

「……卵焼き、一番……好き？」

　再度呼びかけたところで、江里さんがゆっくりと顔を上げた。

　ただ、目線は僕を捉えておらず、右に左にと泳いでから「好き？」と言ったところで、ちらりと盗み見るようにこっちに視線を向けてきた。

　……好き！

　……ゴホン、落ち着け僕。少し冷静になれ。舞い上がり過ぎてるぞ！




　……大好きです！




「……はい、一番……す、す……す好きです」

　なんでか分からないけどすっごい恥ずかしい。めちゃくちゃ恥ずかしい。

　あまりの恥ずかしさに上手く言えず、聞こえようによっては「ススキです」になってる気がする。

　……おかしい。卵焼きの話をしていたのに、なんかイネ科の植物の話になってるぞ？

「私も……その、相田くん……一番…………好き………………ん？　ん～～～っ!?」

　……。

　…………。

　………………え？

　……………………えぇぇぇぇぇぇぇぇ!?

　ちょっと江里さん、その答え方は色々ヤバいですって！

　反則ですって!!　誤解しますよ!?　いいですか!?

　自分で言ったことを思い返してみて気が付いたのか、江里さんが顔をカァァァ！　と深紅に染め上げて、それを隠すように両手で覆い、しゃがみこんで可愛らしく唸っている。……なんだこの可愛い女神さま。

　僕はどうすれば、と考えて辺りを見回していたら、店先に貼ってる１枚のポスターが不思議と目についた。

　上部に商店街の名前が大きく印字され、下部には『商店街のＶＥＮＵＳヴィーナス御用達店舗』の文字が。

　真ん中には、純白の総レースマキシ丈ワンピースに、黒いリボンの付いたカンカン帽子ボーターを被った長い黒髪の女性が、丁度ポスターが貼ってあるお店の前で買い物をしている様子を、斜め横から撮った画像がプリントされていた。宣伝なのだからお店がメインだろうに、モデルさんのようなプロポーションの女性が圧倒的な存在感を放っており、目はそちらに惹きつけられてしまう。

　斜め横からで顔は一切写っていないし、店全体を映している構図なので遠くて分かりにくいけど……、




　――これ、江里さん……だよね？




　僕がそんなポスターを見ていたら、頭にねじり鉢巻きを巻いた、Ｔｈｅ魚屋さんという風貌の店主が店先に出てきて言った。

「いいだろこのポスター！　御用達の店の前にはみんな貼ってあんぞ！」

「……は、はい」

「こりゃあ去年の夏頃に商店街を盛り上げる企画として、お願いして撮ってもらったんだ。ここに映ってる女神様は一般人だから、なんも教えられんけどな」

「そ……うなんですか」

　ガッハッハという豪快な笑い声を上げて防水の前掛けをバチンと手で叩くと、店主は上機嫌に話し始めた。

「このポスターがよぉ、ＳＮＳ？　だかなんだかで図無しの美人だ！　って話題になってな、気付けばこの――」

「――すみませーん！　このポスター写メ撮ってもいいですかー？」

　店主が話している途中に僕よりも少し年上くらいの、きっと大学生だろうお姉さんたち４人グループがそう話しかけていた。

　見ているとポスターを直接撮ったり、同じ構図で再現するように撮ったりと、なんだか楽しそうにしている。

　それから「ＶＥＮＵＳウェヌスさんはこの時何を買って行かれたんですかー？」と店主に訊いていた。

「この時は……この骨せんだ」

「ホネ？」

「ホネのおせんべいですか？」

「おうよ！」

　お姉さんたちが顔を見合わせて首を傾げている。

　そんな様子に店主が生き生きとした表情で、「カルシウム入ってて、しかもうちのは油を使っていないからヘルシー」だの「よく噛むことによって小顔になるしダイエットに効果もある」とセールストークを繰り広げていた。

「ありがとうございやしたー！　…………と、まぁこの有様よ！　全く女神様は俺達にとっちゃ救世主って訳よ！」

　見事お姉さんたち全員に骨せんべいを買ってもらった店主が話の続きとばかりに、僕に向かってそう言った。

　……ちょっと整理してみよう。

　何故か、商店街を盛り上げる企画のモデルになってる江里さん（仮）。

　学校でも美人として有名だし、ここで有名人になるのも当たり前か……。

　ただ、腑に落ちないのが、〝コミュ障の江里さん〟がそんな目立つようなことをするはずがないのだ。

　……けどポスターの画像は見れば見るほど江里さんにしか見えない。抜群のスタイルもそうだけど、そもそもの背格好が完璧に一致しているような気が……、

「……？」

　僕が真面目に考察していたら、服の肘辺りをクイクイと引っ張られた。

　見ればまだ若干赤い顔をした江里さんが、僕の横に立っていた。どうやら一応復活したようだ。

「……何……してるの？」

「え、いや……あのー」

　江里さんに「商店街のＶＥＮＵＳなんですか？」と訊いてもいいのか悩んでいたら、

「おぉ！　美奈ちゃん毎度ぉ！」

「…………」

　骨せんべいの補充のために引っ込んでいた店主が戻ってきて、江里さんに話しかけていた。

　江里さんは店主に無言でこくりと頷いてから僕を見た。……いや、正確には僕の視線の先を見た。

　……そこにあるのはポスター。

　今店先に江里さんが立っているので何となくポスターと見比べたら、全く同じ構図になっているのだ。

　再現率１００％、シンクロ率４００％。

　間違いない。これやっぱり江里さんだ。

「……この人……江里さん？」

「……ん？」

　僕が指差して江里さんに訊いたら、心底不思議そうな表情を湛えて腕を組んでいた。

　……あれ？　なんか予想していた反応と違うぞ……。

　てっきり恥ずかしがる激可愛い江里さんが見れると期待してたのに。

「……江里さん、だよね？」

「……江里さん、ですよ？」

　あ、あれれ？　なんかおかしいぞ？　江里さんが「江里さん」だと認めているのに全くかみ合ってない気がする。

　どういうことだ？

　なので僕はありったけの勇気を振り絞って言った。

「……美奈さん？」

「…………あ」

　……あ、ってなんだ？

「……あぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

　悲鳴にも似た声を上げて、江里さんはまたしゃがみこんでしまった。

　行動がいちいち可愛過ぎるでしょ……。

　――その様を見て店主はまた豪快に笑い、僕はその仕草に当てられて何もできずに立ち尽くすのだった。




　しばらく経ってから再起動した江里さんが立ちあがって一言。

「……名前で……もう一回」

　……名前でもう一回呼んで、ってことかな？

　そう考えて、再度、絞りかすになってしまった勇気をなんとか捻り出して呼ぶ。

「美奈さん？」

「…………う、うぅぅ……うぐぅぅぅぅ……ん～～～～っ!!」

　対する江里さんも頬に紅を溶かしながらも、手をブンブンと振ってしゃがみこまずになんとか耐えていた。

　……何しているんだろう僕らは。

　今更ながら一瞬だけそんなことを考えてしまい、さらに気恥ずかしくなってしまった。……なんで僕は自分で追い打ちをかけたのか!?

「え、江里さん？　あの、それで……これは？」

　気を紛らわすように僕はポスターに映る江里さんを指さして言った。

「……ん？　江里さん」

「……江里……美奈さん？」

「…………んんっ!?　ち、違います！　お母さん……です」

　指で×マークを作った江里さんが慌てたように瞳を潤ませて訂正した。

　あぁぁっ！　そういうことだったのか!!

　そこで僕はようやく納得した。

　このポスターに映っているのは確かに、江里さん。

　ただし、江里さんのお母さん、ということだったようだ。

　蓋を開けてみれば、もの凄く単純なことだった。

　江里さんは初めからちゃんと答えを言ってくれていたのだ。……僕らがコミュ障だからこそここまで遠回りをしてしまっただけで。

　それにしても親子ならここまで似ているのは納得できる……と言っても顔は見えないので何とも言えないけど。

　後ろ姿だけなら、並んで歩いていたら姉妹にでも見えるかもしれない。

「坊主、女神さまの正体は……決して言いふらすんじゃないぞ？　迷惑が掛かっちまうからな……分かったか？」

「……は、はい」

　僕がひとり納得していたら、魚屋の店主が鋭い目つきでそう言ってきた。

　こ、怖い！

　ゴルゴ14らい鋭利な目つきに、僕はこの秘密は墓場まで持っていこうと誓った。

「……相田くん、相田くん」

「はっ！　……はいぃぃ!?」

　僕が恐怖に俯いていたら、突如、江里さんにほっぺたをつつかれた。

　少し驚いて顔を向けると、真剣な表情をした江里さんが口を開いた。

「……おかず、好きなの……卵焼き以外」

　そう言えばそんな話をしていたっけ、と記憶を辿ってから答えた。

「ミートボール」

「……ん。１日……ひとつ、好きなの……入れるね？」

　微笑んだ江里さんが確認するように人差し指を立てて首を傾げた。

　あぁぁ！　もう何気ない動作ひとつとっても江里さんが可愛いんですけど!?

　それから僕らはお肉屋さんや八百屋さんによって材料を買った。

　江里さんに僕の好物を作ってもらうのに、何もしないのはまずいと考えて、荷物は全部僕が持って、江里さんの家の前まで送って解散となった。

　美貌が人間離れしてもはや神々しい江里さんだけど、お家は普通の一軒家だった。なんだか勝手に親近感を抱いてしまった。

　……もし、神社だったりしたら僕は本気で崇めていたかもしれない……と思って少し笑ってしまった。




　翌日も定刻通り学校へと着く僕。

　教室がある廊下に差し掛かったところで声が聞こえてきた。

「……ば……ん……」

　誰もいない時間帯だからこそ、ちょっとした音も良く響く。

　ただ、声ということは分かったんだけど、さすがになんと言っているのかは判別できなかった。

　歩みを進めていくと徐々に明確になっていく。

　この時間、しかも僕の教室から声がするってことは……恐らく江里さんだろうか？

　僕は深く考えず、ただ何となく足音を立てないようにして、教室前の引き戸裏に到着して、緩んでもいない内履きの靴紐を締め直した。

　……べ、別に江里さん以外の人がいたらど、どどどどうしよう!?　と焦った訳じゃないからね？

「……相田くん……ん。こ、交換！　ありがとうございます。……フンフンフフーン♪」

　微かに聞こえてくる言葉の中に、明らかに僕の名前があった。

　一体江里さんは何をしているんだろうか？　……もしかして僕がここにいるのを既に神通力かなんかで察知してて、早く入ってこい！　と促しているのかな？

　なんてありえないことを考えながら引き戸を開けた。

「おはようございます江里さん」

「……んっ!?　…………」

　引き戸を開けて、いつもならば江里さんに先を越されてしまう挨拶が今日は無かった。

　自席に着いている江里さんが僕を見て固まった。驚いたように背筋をピンと伸ばして、目を少し見開いて、唇は固く一文字に結ばれている。……なんだか新学期初日を思い出してしまう光景だ。

「江里さん？」

「お、おはようございましゅ……相田くん」

　僕がもう一度声を掛けてみたら、ハッとなった江里さんが挨拶を口に。

　ただ、何かに慌てているのか言い慣れているはずの挨拶を噛んでしまい、恥ずかしそうに顔を伏せてしまった。

　……僕が教室の外で聞いたのは江里さんの独り言だったのか。……けどなんで僕の名前が？

　鞄を机の横に掛けて着席した僕。

　普段ならば江里さんから天気の話題が振られてくるのだが、今日はそれもない。

　顔を動かさずに視線を横に向けてみたら、顔を伏せたまま江里さんが微動だにしていない。

　……黒髪の間から覗く耳が何故か真っ赤になっていたけど。

　え、江里さんの様子が何かおかしいです！　なんか変です！

　……いつも話しかけてもらってばかりだから、今日は僕から話しかけてみよう！

　そう意気込んで口を開いた。

「――え、えざ……!?」

「――そ、そう……!?」

　そして最悪のタイミングで被ってしまった。

　これはコミュ障だけが持つ能力スキルのひとつ――究極に間が悪いアンフオーチユナー。

　このスキルは常時発動パツシブであり、ジョブ【コミュ障】を選択すると勝手に付与エンチヤントされる、いわば呪いカースに近いものなのだ。その効果は絶大で、相手との会話を不成立にするだけではなく、そもそも会話というイベントを爆発四散、どころか無に帰すことを…………、

　……なんてふざけている場合ではない。

　僕はすぐにもう一度話しかけた。

　こうなった時、僕たちは毎回少しの間フリーズしてしまうので、その隙を突く。

「え、ざとさん！」

「……んっ!?　は、はい！」

　力りきみのせいで少し大き目の声が出てしまい、僕の声に驚いた江里さんが目をぱしぱしと瞬しばたたかせながら返事をした。

　ビックリしている江里さんも可愛い、なんて当たり前なことを思いながら話しかけてみる。

「……今日の、お昼ごはん、楽しみです」

「……ん！　ん～っ！　私も……たのしみっ♪」

　コク、コクッと頷いて。きっと無意識だと思うんだけど、唇を少し舐めた江里さんが…………とってもえっちに見えました。

　あぁぁぁぁぁぁぁ！　僕はなんて穢れた目で女神様を見てしまったんだぁぁぁぁ!?

「……相田くん？」

　心の中で己の行いに絶叫していたら、肩をつつかれた。

　見れば江里さんから声を掛けてきたはずなのに、特に何も言わないでチラチラとこっちを窺うように見てくるだけだった。……なんだろう？

　しばらくそんな状態が続き、もう一度江里さんから呼ばれた。

「相田……くん？」チラリ

「はい」

「そーだくん？」チラ

「……はい」

「そーくん」チラッ

「……はい!?」




「……き、君孝……くん」両手で顔を隠しながら、

「…………」




　ぎいゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?

　江里さんが!?　えっざとさんがぁぁぁぁぁぁぁ!?

　僕の名前を呼んでくれたァァぁァァぁァァぁ!!

　……お父さん、お母さん、僕を生んでくれてありがとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!




　――危うく僕は失神しかけた。











第11話　江里美奈　相田くんとお友達になりたい







　チャイムが鳴って、三崎先生が教室から出て行ってすぐのこと。

　私の隣人、相田くんを取り囲むようにしてクラスの人たちが一斉に集まった。

　急な事態に私は何もできずに座ったまま、どこか遠く感じてしまう相田くんを見つめた。

　……相田くん人気者だ。

　心の内で少しだけ覚える違和感。

　言葉で言い表すならもやもや。

　なんでこんな気持ちになるのか分からない。

　ただひとつだけハッキリとしていることは、今の相田くんを見ているとそう思うということだけ。

「……べ、別に……」

　何が「別に」なのかは分からなかったけれど、皆が口々に喋る中で不思議と相田くんの声だけはすんなりと私の耳に入ってきた。

　聞きなれた声は、いつも私と会話をするような調子で。

　普段通りの相田くんで。

　それがなんだか少しだけ……ほんの少しだけ、寂しい気がする。

　相田くんは私の隣人で、それ以上でもそれ以下でもない。

　なのに私は……何を感じているの？

　色々な感情が絡まってグチャグチャになった。

　自分の心が分からなくなり、居ても立ってもいられなくなった私は気が付いたら叫んでいた。

「だめーっ！」

　制服の裾を思い切り、シワになるくらい強く握って振り絞った言葉。

　私自身「だめ」という言葉が出てきたことが理解できなかった。

　一体何に対しての「だめ」なのか？

　私がいきなり大きな声を出したから、皆が私を見た。

　至極当然なことだったけれど――そこで私は理解してしまった。

　私は相田くんを……、

「とっ……とら………………」

　理解してしまったからこそ、急に恥ずかしくなって。

　それに相田くんにも見られていることに焦って、言葉の続きは出なかったけれど……。







　とらないで！







　私は皆に向かって確かにそう言おうとしていたのだ。

　……これは何？

　言いたかった言葉は分かった。でも、感情はまだ分からない。

　私の中のもやもやは未だに継続されている。

「か、帰ろう……江里さん」

　その言葉に顔を上げたら、私の目の前に相田くんの手があった。

　これは……相田くんからの一緒に帰ろうとのお誘いでしょうか!?

　お父さんより細くて、私よりかは太い指。

　お買い物に行く時などにたまに繋いでいる、お母さんの指に近い気がする。

　私の勝手な勘違いだったらどうしよう……そう考えながらおそるおそる自分の手を相田くんの手に重ねた。

　手のひらに乗せただけで分かる心地好さ。

　安心感……とでも言うのだろうか？

　とにかく凄くしっくりと、ぴったりと、文字通り手に馴染んだ。

　そしてそのままいつもお母さんと繋ぐみたいに指を絡めて、そこでようやくこの気持ちが何なのかを気付くことができた。

　……私は、相田くんともっとお話がしたい。

　皆よりもひと言でも多くお話がしたい。

　……相田くんの隣人として、一番仲良くなりたい。

　皆よりも近くで、長く一緒にいたい。




　……そう。この気持ちはきっと――相田くんとお友達になりたい、というものだと。




「……んっ♪」







◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆







　ひとりきりの早朝の教室。そんな一切の音がない環境で私は考え事に集中した。

　相田くんが来るまで……まだ数分ある。イメージトレーニングをするなら今しかない。

　私はバイブルの『めざせ会話マスター～全コミュ障へ捧ぐ～』を鞄から取り出して、今日実行する予定の計画をおさらいする。

　今日は実行したいことがふたつもある。

　まず仲を深めるための手段その１。

〝名前やニックネームなどで相手を呼ぶ〟

　こうすることによって、相手との距離感が縮まるのだそう。

　相田くんなら、何と呼べばいいのか？

　きっと相田くんが昨日してくれたように、名前で呼ぶのがベストなのかもしれないのだけれど、想像しただけで恥ずかしくなってしまう。

「き、君孝くん…………ん～～～～～っ!!」

　試しに呟いてみたけど誰もいないというのに、あまりの恥ずかしさから机に顔を埋めてジタバタしてしまった。

　わ、私にはいきなりハードルが高い！

　……だけど、相田くんは昨日私のことを「美奈さん」って呼んでくれたし……頑張って言ってみよう……！

　その他に様々な呼び方を考えて、その１のおさらいは終了。

　次はその２。

〝携帯電話の番号などの連絡先を交換〟

　学校外でも相田くんとメールや電話ができるのは凄いことです！

　これならまだ、あまり緊張しないでコミュニケーションが取れる気がします！

　……ん。けれど、ひとつだけ問題が。

　一体どうやって連絡先を交換するのか？

　バイブルには例として、会話の中でさりげなく交換する方法というのが載っていたのだけれど、そもそも上手く喋れない私には難易度が高めだった。

　……なのでシンプルイズベスト、正攻法でいくしかない。

「携帯電話の、番号……ください……？」

　……ん。なんとなく違う気がする。

「携帯電話、交換……してください……？」

　……ん？　これは絶対に違う気がする。

「携帯番号……教えてください！」

　……んっ！　これがベスト！　これにしよう！

　後は交換してもらえたらちゃんとお礼を言う練習をしておこう。……連絡先を交換できた喜びで、忘れてしまうなんてことがありそうだから。

「そ、相田くん……ん。こ、交換！　ありがとうございます」

　……バッチリ。ん～早く相田くん来ないかな？　こんな時もメールができたらどれだけ楽しくなるのかな。

　いつもならば廊下を歩く足音が聞こえてくるはずの時間なのに、と思っていたら――、

「おはようございます、江里さん」

「……んっ!?　…………」

　いきなり引き戸が開いて、相田くんがそこに立っていた。

　な、なんで相田くんが!?　足音！　足音しなかっ……ん～～～っ!!　全然聞いてなかったの……。

　――どうやら私はイメージトレーニングに没頭し過ぎて、相田くんの足音に気が付けなかったみたい……。













番外編４～心理学用語簡単解説コーナー～






　第11話――〝名前やニックネームなどで相手を呼ぶ〟――〝携帯電話の番号などの連絡先を交換〟――




　これは完璧に心理学用語でもないので、解説する必要がないかもしれませんが……〝名前やニックネームなどで相手を呼ぶ〟というのは誰にでも使えるのでオススメです。

　特定の人物にあだ名などを付けて呼んでいる人は、同性同士ならば仲良くなりたい、異性ならばお付き合いしたい、と考えていることが多いようです。

　誰彼構わずあだ名を付ける方は誰に対してもフレンドリーな方なので、あだ名で呼び返してあげると一気に仲良くなれますよー！











第12話　仁義なき脇腹ツンツン合戦






「……き、君孝……くん」

　江里さんの名前呼びの破壊力にやられてしばらくの間机に突っ伏していたら、突然脇腹をつつかれた。

　や、やめっ!?　江里さん、地味にくすぐったいんですけど!?

「にゃっ！　……何ですか江里さん？」

　くすぐったさ＋驚き＝猫。

　すぐに何事もなかったかのように取り繕って訊き返したんだけど、江里さんは笑みを深めて――、

「……んっ♪」脇腹ツンツン

「んにゃっ!?」

「……やっぱりそーくんが、いい！　……でも、そーくんわんちゃんだったのに……猫にも……なるの？」脇腹ツンツン

「にゃめて!?　江里さん、落ち着いて!?」

　僕の反応が面白かったのか、何度も脇腹をつつかれた。……あぁ、少しサディスティックな表情で笑う江里さんも最高に美人です。……女王様かな？

　ってそれよりもいつの間にか僕のこと「そーくん」呼びで確定ですか!?　……最高かよ。

　……もう色々ごちゃごちゃでパニックなんですけど!?

　両手の人差し指をピンと立てて、戦闘態勢になっている江里さん。

　対する僕は白旗降参の両手上げ。

「私、どっちのそーくんも……好き……迷う」

「は、はぁ……」

「だから、もう……１回、だけ、猫そーくん……！」脇腹ツンツン

「みきった……にゃぁぁぁ!?」江里さんの片手を真剣白刃取りするも、もう一方の手でつつかれる。

「も、もう１回っ!!」目をキラキラさせて手をわしゃわしゃさせている江里さん。

　悩まし気な表情から放たれた鋭い２本の矢。

　天高くから降り注いだ１本は防ぐことができたが、低空を這うようにして接近した２本目は、スルリと僕の防御を抜けて脇腹に突き刺さった。

　……江里さんのダイレクトアタック！　女神の爆裂疾風弾ＧＯＤＤＥＳＳバーストストリーム！　効果……ＨＰ８０００を削られ、僕は即死する。

　……なんてふざけている場合ではない。

　江里さんの茶目っ気が爆発している。このままでは僕の精神が爆発しかねないので、何とか話題を逸らさなくては……！

「えっ！　ざとさん！」

「……ん？」

「……僕が来る前に、何か……言ってませんでした？」

　言いたくはなかったけど潜入任務スニーキングミツシヨンで入手した極秘情報トツプシークレツトインフオメーシヨンで江里さんに揺さぶりをかける。

　何にとは言わないけど、こうでもしないと僕が殺やられるからだ。

「…………………………んっ!?」

　たっぷり３秒ほど目線を上に向けて回想してから、江里さんがビクッと揺れた。

　そしておもむろに、ブレザーのポケットからスマホを取り出して僕を見た。

「……ん～」ジー

「…………」

「……ん～～っ！」ジーッ

「…………？」

「……ん～～～～っ!!」ジーッ!!

「……江里さん？」

　可愛く唸りながら僕を見つめてくる江里さん。

　視線は何かを伝えようとしている気がするんだけど、いかんせんコミュ障の僕がそんなものを読み取れるはずもなく、観念して声を掛けてみた。

「あ、あの……けいた――!?」

　け、けいたって何!?　けいたって誰!?

　そのタイミングで三番乗りのクラスメイトが登校してきて、それ以降、江里さんが口を開くことはなかった。

　――ただたまに、下唇を噛みながら悲しそうな表情を湛えて、何度かこっちを見ていた気がする……。

　そんな調子で午前の授業を終えて、お昼休みに突入した。

「いただきます」

「いただきます」

　三崎先生の私室と化している司書室で、僕らは手を合わせてお昼ごはんを食べ始めた。

　……余談だけど、僕らが連れ立って教室から出る際、皆から何か言われるかな？　と少し警戒してたんだけど、誰も何も言ってこなかった。それどころか皆、穏やかな目をして僕らを見ていた。……なんか逆に怖かった。一体皆に何があったのか？

「そーくん、そーくん」

「は、はい」

　僕がコンビニおにぎりの封を開けていたら、江里さんに声を掛けられた。

　ちなみに今日は進んで具なしにした。江里さんのおかずがあるならば、具はない方がいいと思ったからだ。

　当然のように隣に座った江里さんから、また脇腹をつつかれるのかと警戒したせいで声が上擦ってしまった。……いや、普段から僕上擦ってるな。コミュ障あるある悲しい。

「み、ミートボール……自信作」

　そう言って蓋を開けたお弁当箱を僕の前に置く江里さん……えっ？　ちょっと待って！

　僕の前にひとつお弁当箱がある。

　そして、江里さんの前にもかわいらしいサイズのお弁当箱がある。

　……何が言いたいかというと……江里さんが僕のためにもうひとつお弁当を作ってくれたようだ。

「え、江里さん!?　お弁当が……僕？」（江里さん、このお弁当は僕の分ってことですか!?）

「……ん」

　歓喜のあまり言葉がめちゃくちゃになったけど、江里さんは理解してくれたらしく、瞬きと短い肯定を返してくれた。

「ありがとうございます……江里さん！」

「……ん～……だめ」

　……何がっ!?

　感謝を述べただけなのに唐突にダメ出しされる僕。……何がいけなかったのか？　そもそも何が「だめ」なのかすら分からない。

「あの、江里さん？」

「……だめ」イヤイヤをしながら

「……えざと――」

「――だめっ」×マークを指で作ってイヤイヤをしながら

「……えざ――」

「――だめーっ！」立ち上がって身体ごと揺らしてイヤイヤをしながら

「え……!?　むぐうぅぅぅぅ……」

「やだぁーっ！」

　僕の言葉を遮って首をイヤイヤと左右に振っていた江里さん。そして何故か、最終的には僕の口を手で覆って涙目で訴えかけてきた。

　江里さんの手がぁぁぁ!?　僕の口を覆ってるぅぅぅ!?

　……いや、冷静に考えてどんな状況だこれ？　何が起きてるんだ!?

　訳が分からな過ぎてパニックにもならず、逆に冷静になった僕は江里さんの手を慎重に剥がしてから問いかけた。

「……どうしたんですか？」

「……江里さんって……」

「はい？」

「呼ばれるの……いや」

　眉を下げた江里さんが上目遣いに僕を見上げた。その瞳には不安そうな光が弱く灯り、庇ひ護ご欲をかきたてる。

　はい、可愛い。文句なしに可愛い。僕、陥落。

「なんて呼べば、いいですか？」

「……ん～」

　答えが分からなかったので江里さんに逆に訊いてみたら、こめかみに手を当てて考え始めてしまった。

　少し経って「ごはん……終わるまでに、考えとく」と言って、どこか上の空でごはんを食べ始めた江里さん。……その証拠に、ミートボールを掴もうとした箸が何度も空を切っていた。

　――僕はそんなぼーっとした江里さんのお箸をミートボールに誘導しながら、ごはんを食べすすめた。




　江里さんを放っておくとお箸が空を切り続けて延々とごはんが終わりそうになかったので、時々おかずなどに導いた。

　そのせいもあってか、ごはんを食べ終えるのにかなり時間がかかってしまった……予鈴が鳴るまであと５分しかない。

　さすがに２日連続で遅刻という訳にもいかないので、未だにボンヤリとしている江里さんに声を掛けた。

「ごちそうさまでした。ミートボール……凄く美味しかったです」

「…………」

　お弁当を食べ終えたというのに、江里さんは未だにお箸を握っている。

　たまに何も入っていないお弁当箱の中でスカしているのを見るに、まだ心ここにあらず状態のようだ。

　上の空な江里さんはパッと見は普段通りの美人だけど、行動が悪魔的に可愛過ぎる。何か小動物のような愛らしさがある気がする。

「お弁当、ありがとうございました」

「…………」

　もう一度声を掛けてみてもやっぱり返事がない……どころか反応すらない。

　そんな状態の江里さんを見ていて、僕の中の悪魔が囁き始めた。

（うぉーい！　さっきの仕返しやっちまえよ！　散々脇腹つつかれまくったろ？）悪魔

（そ、そうだけど……そんなことできないよ）僕

（なぁーにビビってんだよ、ヘタレ！　この機会を逃して一体いつやるんだよ！）悪魔

（それは……そうかもしれないけど、江里さんに悪いよ）僕

（悪いも何もあっちから先制攻撃してきたんだ。やられたって何も文句は言えねぇだろ？　なぁ天使？）悪魔

（悪魔の言う通りだよ！　君は何も悪くない！　反撃という当然の権利を行使するだけだよ？　やられたらやり返す。倍返しだ！）天使

　何故か天使も悪魔に同調している……どころか倍返しとか更に過激なことを言っている。おい、それでいいのか僕の中の天使。

「お昼休み……終わりますよ」

「…………」

　ただ、本当にこのままという訳にもいかないのは事実。

　……これは、江里さんに天界から現世に降臨していただくために必要な儀式であって、それ以上でもそれ以下でもない。ただちょっとだけ本音を言うのならば、江里さんがどんな反応をするか見……ゲフンゲフン。

　よ、よし。

　江里さんの脇腹をツ、ツツツツンツンすすっするぞ！

「……え、江里さん」脇腹ツンツン

「……あっ…………んんっ♡」

　えぇぇぇぇぇぇぇぇッ!?

　ちょっ江里さぁぁぁぁぁぁぁぁぁん!?　そんな反応は予想してなかったんですけどぉぉぉ!?

　同じ人間なのか!?　と思うほど柔らかい脇腹をつついた瞬間、ピクリと反応した江里さんが身を捩らせてどこか艶のある声で囁いた。心持ち、表情にも色香が漂っている気がする。

　……青少年には刺激が強すぎる反応だった。

　僕が予想していたのは、涙目になって「むうぅぅぅ！」って感じで少し拗ねる江里さんだったのに、これはアウトだ！　いやもう何がアウトか分かんないけど、とにかくダメ！　……鼻血出そう。

「……ん？　そーくん？」

　僕につつかれたことに気が付いていないのか、現世に降臨なさった江里さんがこっちを見て不思議そうに首を傾げている。

　セーフ！　別に後ろめたいことをした訳じゃないけど、あんな反応をされたら江里さんをまともに見れないよ！

「ごちそうさまでした……ミートボール、ありがとうございます。凄く美味しかったです」

「……ん。こっち、向いて？」

　明後日の方向に顔を向けてお礼を言っていたら、江里さんからの宣告が。

　無理だ。今向いたら鼻血出る。間違いなく出る。

　なのでそのまま「ちょっと、今……無理です」と伝えたら、

「……ん」

　立ち上がって歩き出した江里さんが、僕の前にやってきた。

　そして隣の椅子に腰を下ろして、僕の眼前でひと言。

「江え里り……えりって呼んで？」

「は、はひぃ！」

　僕の口から漏れたのは情けない返答だった。

　無理もない。まさかわざわざ江里さんが移動してきてくれるなんて予想もしていなかった。

　それに本気で鼻血出そう。……ヤバい上向くしか！

　鼻の奥からドロリとした生暖かい物が本当に流れてきているような気がしたので、とっさに顔を上に向けたら、

「えり……」

　僕の後ろに立ち上がった江里さんが、少しいじけたような表情で見下ろしてきた。

　江里さんの流れるような長い黒髪が、カーテンのように周りの視界を遮っている。シャンプーのものだろうか、甘い香りが鼻をくすぐり、真っ直ぐに江里さんしか見えない今の状況に、僕は久しぶりに完全にフリーズしてしまった。思考すらも停止し、ただただ江里さんを見つめることしかできなかった。

「えりって……呼んで？」

　懇願するように、不安げな視線を僕に振り下ろして。

　確かめるように、両手で僕の頬を優しく撫でながら。

　――江里さんは僕に顔を近づけてきた。

　……ちょっ!?　江里さん!?　ヤ、ヤヤヤバイ！

「え、江里さん!?」

「……だめ。動かないで？」

　とっさにそう呼ぶも、江里さんの接近は止まらない。

　ゆっくりと焦らすように近付いてくる。

　ななな何する気ですか江里さん!?　ヒィィィッ!?

「え、えりさん！」

「……んっ♪　ごはん粒ついてた」
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　そう言って僕のほっぺたから取ったごはん粒を、にこりと微笑んだ江里さんがパクっと食べてしまった。

　江里さん!?　それ間接キスに……ならないか。

　それなら大丈夫…………な訳ないよ！　ドキドキし過ぎて危うく失神するところだったよ!?

　――そして、僕にとっては救いとなる予鈴が鳴り響いた。











第13話　けっ……携帯、番号……教えてくだしゃい！






　昨日の悪夢がよみがえる中、放課後へと突入した現在。

　僕は…………誰にも取り囲まれていなかった。

　周りを見ればクラスメイト達は普段通り帰る準備をしていたり、いつも通り部活の用意をしていたりと、これまで通りの光景が広がっていた。

　昨日の今日で何があったんだと違和感がもの凄かったけど、何もないならそれに越したことはないと考えて、帰り支度を手早く済ませる。

　……そして帰ろうと席を立ったところで、

「そ、そーくん！」

　隣の席で僕と同じく、何故か急いで帰り支度をしていた江里さんから声を掛けられた。

　――その瞬間、皆ピタリと動きを止め、音が止んだ。

　……な、何!?　怖っ！　マネキンチャレンジでもしてるのかな？

　取り敢えず振り返ってみたら、江里さんが手ぶらで立っていた。見れば帰り支度が間に合わなかったようで、机の上にファスナーが開いたままの鞄と教科書が置かれている。

「……はい」

「一緒に……帰るの……だめ？」

　その言葉とともに近付いてきた江里さんが、僕の手をおそるおそる握った。お昼のごはん粒事件の衝撃が強すぎてもう驚かないけど、やっぱり恋人繋ぎだった。

　深く絡んだ江里さんの指は冷たくて、微かに震えていた。きっと緊張していたのかもしれない。

　僕は迷うことなく返事を口にした。答えはもちろん……、

「……帰りましょう」

　イエスだ。

　そもそも断るという選択肢はないけど、もし断ってしまった場合は、体育座りで縮こまって落ち込む江里さんを見ることになるのだ。……あの罪悪感をもう一度味わうくらいならば、今この場でクラスメイト全員から袋叩きにされる方がまだマシだと思う。

「……んっ♪　かえるっ！」

　そう言って僕の手を引っ張ってご機嫌に歩き出そうとする江里さん。

　ブンブンと揺らす片手を僕と繋いで、もう片方の手には何も持っていない。……鞄はいいのかな？　いや、そんな訳ないか。

　そのまま僕がその場にとどまっていたら、江里さんが歩き出してしまい――繋いだ手がピンと張った。

「んっ!?」

　江里さんが驚いたように振り返って、頬を少しだけ膨らませてから……、

「……ん～～～～っ！　かーえーるーっ！」

　唸りながら繋いだ手を引っ張り始めたのだった。

　なんだ!?　……なんだこの可愛い女神さまは！

　もしかして僕の魂を天界に運んでくれようとしているのかな？　むしろ悪魔だったとしても喜んで魂を捧げるまである。

「……鞄は？」

「…………んっ!!」

　僕の言葉にやっと自分が帰り支度すら終えてないことに気が付いたのか、恥ずかしそうに頬を染めた江里さんは何故か手を繋いだまま席に戻って、器用に片手で鞄に教科書をしまい始めた。

　両手の方がやりやすいだろうと思って僕が指を解こうとしたら、それを察知してか更にギュッと絡められたうえに、「……やだぁ」と呟かれてしまった。

　僕、昇天寸前。危うく立ったまま気絶するところだった……。

「……ん。できた！」

　しばらくしてからどこか嬉しそうに、誇らしそうに鞄を掲げた江里さんが僕に向かって笑みを溢した。

　……………………ハッ!?　僕、今完全に気絶してた!?

「……帰りましょうか」

「……んっ♪」

　――こうして僕らは誰も動かないホラー空間から脱出した。……ちなみに教室を出る際に、江里さんが無邪気に「だるまさんがころんだ……皆、楽しそう」と零していたのを僕は聞いてしまい、なんだか面白くなって少し笑ってしまった。




　下駄箱の前に着いたのに……江里さんが手を離してくれません。

　手を離すことなくブラウンの革靴に履き替えてしまった江里さんが、僕を見て不思議そうにしていた。

「……靴、そのまま？」

　いやいや、履き替えますよ!?　……けど僕は手を繋がれていたら、履き替えられる気がしない。

　ただでさえ不器用なのに、周りの視線プレツシヤーが凄いのだ。

　すれ違う人、すれ違う人皆凄い形相をして見ていくからね。メンチビーム怖い。

「……手を、離してくれますか？」

「……だめ」

　江里さんはきっぱり、はっきりと拒絶を口に。その表情はクールビューティーモードの凛としたものだった。

　そんなキリッとされても……履き替えないと帰れないんですけど？

「な、なんで？」（どうしてダメなんですか？）

「……だって、また……ここまで……？」

「ここまで……？」（ここまでってどういうことですか？）

「……ま、またっ!?　……またぁーっ!!」

　よく分かんないけど江里さんが眉根をきゅーっと寄せて、空いている手で僕の胸を叩きながら「また……だめーっ!!」と喚いている。

　ちなみに叩かれているはずなのに全く痛くない。音で表すなら、ぽかぽか……いや、ぽふぽふの方が近いかもしれない。

「あの……江え里ざとさん？」

「…………」

　江里さんにそう声を掛けたら喚くのを急にやめてそっぽを向いてしまった。……ぽふぽふだけは継続されていたけど。

「江里さん？」

「……今……怒ってる」

　起こってる？　一体何が起こってるんだ？

　そっぽを向いたまま江里さんが呟いた。……今度はぽふぽふも止まった。

　顔が見えないので表情から読み取ることもできず、まるで意味が分からない。

　……とにかく手だけでも離してもらおう。

「……手、離してくれますか？」

「……あん……」

　あん？

　今度は俯いてぷるぷると震えだして……、

「……Ａｎｇｒｙアングリー!!」

　そう叫んだと同時に顔を上げてこっちを向いた江里さん。アングリーを強調するためだろうか、ぽふぽふも再開された。

　涙目になりながら眉を顰めて。

　口を曲げながら下唇を噛んで。

　片手で叩きながら指を絡めて。

　……江里さんはどうやら怒っているらしい。

　どう見ても駄々っ子ＧＯＤＤＥＳＳゴツデスが再臨したとしか思えないんだけど……。

「……手離して……靴、替えられません」

　ひとしきりぽふぽふして江里さんが落ち着いたところで、もう一度伝えた。

「……ん。替えたら……すぐ繋ぐ。何も言っちゃだめ」

　……そうしたら何故かこくりと頷いて、江里さんが素直に手を離した。よく分からない条件がついていたけど。
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　江里さんの気が変わらないうちに！　と素早く靴を履き替えたら、すぐにまた手を繋がれてしまった。

「そーくん」

「はい」

「……ちがう」

「……はい？」

「よ・び・か・たっ！　……あんぐりーぃ！」

　……あっ。

　やっと江里さんが怒っている理由が分かった。

　どうやら僕が「江え里ざと」って呼んでいることにご立腹のようだ。

　怒っている理由は分かったけど、僕には分からないことがもうひとつある。

　……なんて呼べばいいんだっけ？

　正直言うと、あの時の記憶があまりない。

　呼び方うんぬんよりも衝撃的なことが多過ぎたからだ。

　まず、江里さんの脇腹をつついた時の反応。

　それから、どんどん顔が近付いてきたこと。

　最後に、とどめはごはん粒を食べたことだ。

　そこで僕は一番無難な呼び方を選んで、覚悟を決めて口を開いた。

「……み、美奈さん？」と。




　しばらくポカーンとしていた江里さんだったが、毛先を指でクルクルといじってからゆっくりと首を傾げた。効果音を付けるならばコテンといった感じ。

「……ん？」

「呼び方……美奈さん？」

「……ち、ちがう！　……けど。……ちがうけどっ!?」

　江里さんは僕の手を両手で掴んでブンブンと縦に振って、何かを必死に伝えようとしている。

　しきりに顔を左右に振って「だめ……じゃなくて…………けど、それだと……」とも呟いていた。

　ただ、ひとつだけ分かったことは僕の呼び方が合っていなかったということ。

　……ダメだ。全然思い出せない。そもそも思い出せる気がしない。

「心の、準備……できたらで……いい？」

　自分の中で整理がついたのか、それなりの時間が経ってから動きを止めた江里さん。

　頬だけではなく耳まで紅潮させているのに、しかつめらしい表情を顔面に貼り付けて。

　乱れた前髪の隙間から覗き見るように潤んだ瞳でこちらを見上げ、声は緊張しているのかいつもより少し高かった。

　――そして僕の手を両手で掴んだまま、祈るように……胸元へ。

「はっ、ははははははい!!」

　動揺。そんな言葉で表すのなんて生ぬるい。

　一体「は」を何回言ったんだろうか？　第一何に対しての「はい」だったのだろうか？　と、もはや冷静になってしまうほどに客観視している自分がいた。

「……がんばるっ！」

「ファ……ファイトー！」

　江里さんが何かを頑張ってくれるということだったので、僕ができるのは応援することだけだ。

　何となくそんな言葉をかけてみたら……、

「…………いっぱっーつ？」

　そう言ってほっとしたような笑みを浮かべ、首を傾げてから「ん～～～っ！」と、僕を引き寄せようとする江里さん。

　……なんてこった！

　シンプルにただただ、最高だった。

　もう可愛さあり余って、ＣＭのオファーがくるんじゃないかと思うほどのインパクトだった。

「はい……帰りましょうか」

　自然と笑いそうになってしまったので江里さんを引っ張って歩き出そうとしたら……動かない。

　後ろを振り返ってみると、何故か江里さんがその場から動こうとしなかった。

　なんだろう？　もしかしてさっき僕がやったことを実は根にもっていたとか？

　……いや、江里さんがそんなしょうもないことをするとは思えない。

　見ていたら急にそわそわと落ち着きがなくなっていって、目線は両手で掴んでいる僕の手を見たり、空中を彷徨ったりと忙しく動いていた。

　それから「……んっ」という咳払いをしておもむろに片手を離し、ブレザーのポケットからスマホを取り出して操作し始めてしまった。

　え、江里さん!?

　帰らないんですか!?

「……あ、の……そーくん……」

　少し経ってから顔を上げた江里さんが、僕の眼前にスマホの画面を向けてきた。

　見れば画面には〝私の電話番号です。０９０～〟と書かれていて、その下には同じようにメールアドレスも表示されていた。

　……そして江里さんが更に画面をスクロールして現れたのは〝そーくんの電話番号、メールアドレス〟と書かれた空欄だった。

「けっ……携帯、番号……教えてくだしゃい！」

　あ、江里さんが噛んだ。

　恥ずかしそうに俯きながらこっちを見る江里さんのかわゆきこと、かわゆきこと。

　反則なんですけどぉぉぉぉぉ!?

　……なんて呑気に考えている場合ではなかった。

　――何故ならば、僕はこの申し出を断らなくてはならないからだ……。い、胃が痛い。




　江里さんから携帯電話の番号を聞かれて焦る僕。




　だって僕は――携帯電話を持っていないのだ……。

　そもそもコミュ障の僕に携帯電話が必要となる場面が今までになかったし、第一必要だとも考えていなかった。コミュ障あるあるかもしれないけど……。

　だから僕のお財布にはテレホンカードが常に入っている。１０５度数が２枚。２１０分も通話可能だ。

　ただ、最近は公衆電話自体がなくなってきているから、探す方が大変だったりするけど。

「……できないです」（携帯電話持ってないので番号交換ができません！　ごめんなさい！）

「……ん？　……ん～？」

「交換……できないです」

「……だ、だめ、ぜったい？」

　スマホで顔を隠した江里さんが、どこかで聞いたことあるような言葉を口にした。

「……はい」（携帯電話がないんです！　ごめんなさい！）

「…………いやぁ…………やぁだぁーっ！」

　……あぁぁぁぁぁ！　駄々っ子ＧＯＤＤＥＳＳゴツデス様が再臨なされたぞぉぉぉぉ!?　魂が、魂が刈り取られるぅぅぅぅぅ!!

　今までにない威力の駄々っ子具合だった。

　顔を左右に振って艶めいている長い黒髪を躍らせて。

　繋いでいた手を離して両手から音がしそうなほど激しく上下させて。

　両足をバタバタと動かして地団駄を踏みながら「でんわーっ！　めーるーっ！」と叫んでいる。

　驚きよりも可愛さが上回って、僕が声を掛けようとしたら聞こえてきたのは……バタッ、という音。

　もうね……あぁ、デジャヴだ。ってすぐに分かったよ。

　今更だけど、僕らが今いるのは下校ラッシュの下駄箱前だ。

　帰る人もいるし、部活に向かうために靴を履き替えてる人もいる。

　そんな大勢の生徒がいる場所で、江里さんの駄々っ子ギヤツプが爆発したのだ。

　……こうなることは必然で、人として生を受けたからにはこの運命には逆らえないのである。

「…………」バタッ

「…………」ドサッ

「…………」ドタッ

「…………」ドサリ

「笹なんて……もう食えねぇ……」ドシーンッ

　ただひとつ前回と違ったことは、皆声を上げることもできずに倒れていった。……約１名と言っていいのか分かんないけど、僕の耳がおかしくなっていなければ例外がいた気がするが……。

　と、とりあえず江里さんをどうにかしないと先生を含む全校生徒が失神しかねないので、慌てて口を開いた。

「携帯、電話……ないです！」

「…………」

　僕の言葉を聞いて、ピタリと固まった江里さん。

　そして急に恥ずかしくなったのか、両手で顔を隠してゆっくりと僕に近づいてくる……えっ!?　な、何!?

「え、江里さん!?」

「…………」距離――30cm

「みっ！　美奈さん！」

「…………」距離――15cm

「ま……ちょっ……江里さ――」

「…………みないで……」距離――０cm

　そしてそのまま僕の胸元にぽふっと顔を埋めた――江里さぁぁぁぁぁぁん!?

　……とてもヤバイ！　非常にマズイ！

　このままだと、耐性があるはずの僕ですら確実に昇天する……。

　そう考えていても身体は思うように動いてくれない。……正確にはどうすればいいのか分からずに動けなくなった。

　緊張や驚愕、興奮や歓喜。

　様々な感情が溢れかえって、僕の動作を縛った。

　僕が動けないでいたら、江里さんが顔をグリグリと押し付けるように動かして、丁度良く納まるベストポジションを探しているようだった。

　そして、何故か両手は僕の服のブレザーやらズボンのポケットをポンポンと触り始めた。

「……ほんとだっ！」

　一体何秒経ったのか、それとも何分だったのかは分からないけど、永遠にも思える時間が過ぎてから、江里さんが顔を上げて唐突にそう言った。

「……ほんとに、携帯……ない！」

　あ、そういうことか。

　でもポケットじゃなくて鞄に入っている可能性だってあると思うんだけど……。

　江里さんは僕が本当に携帯電話を持っていないか確認していたようだ。

　少し驚いたように至近距離で僕を見つめてくる江里さん。

「……ざんねん……」

　それから口を少し尖らせて、しょぼーんと眉を下げてからまた僕の胸元に顔を伏せた。ベストポジションを見つけるために何度か顔を動かしながら、時折「……あったかい♪……」などという声が聞こえてくる……。

　な、なんでまた密着してくるんですかぁぁぁ!?　僕を殺すつもりですか!?　……本望です!!

「……ち、かい、です」

　このままでは本当にショック死する恐れがあったので、何とか言葉を発した。

　ピクッと一瞬だけ揺れた江里さんだったが、離れる素そ振ぶりを見せることなく顔を埋めたまま、

「……明日の……おかず……」

　と言った。

　江里さんの吐息が胸にダイレクトアタックでくすぐったかったが、そのおかげで少し緊張が解けて自然に答えることができた。

「焼き鮭」

「……んっ！　がんばるっ！　……目、瞑って？」

「……は、はひぃっ！」

　意気込みを口にしてから、江里さんからの謎の指示。

　この密着している状況で目を瞑るって……ま、まさか!?

　キ、キキキキキッス!?

　異様な高揚感からくる妙なテンションのせいで変な返事をしてしまったが、とりあえず言われた通りきつく目を瞑った。

　ゆっくりと僕の様子を窺うように江里さんの顔、身体が離れていくことを感じる。

　無音の時が過ぎて、僕の心音がやけに大きく聞こえる。

　いつ、何が起きるのか!?　と身構えていたら、軽快な足音が遠ざかっていった。……えっ？

「……そーくーんっ！」

　遠くから呼んでいるような声におそるおそる目を開けてみたら……江里さんがいない。

　どこからだ？　と辺りを見回してみたら、江里さんが校門の陰からひょっこりと顔だけを覗かせていた。

　……なにあのひょっこり江里さん。

　めっちゃくちゃ可愛い。果てしなく可愛い。

　――そして僕と目が合ったことを確認してから江里さんが「……またねーっ！」と、小さく手を振った。一先ず僕が手を振り返したら、満足気な笑みを浮かべて江里さんがそのまま帰って行ってしまった……。

　……あれぇぇぇ!?　い、一緒に帰るんじゃなかったんですかぁぁぁぁ!?











第14話　江里美奈　猫そーくん







　私がもてる勇気を全て絞り尽くして何とか「君孝くん」と呼んでみたら、相田くんが机に伏せってしまって動かなくなった。

　……ん。口にしてみて分かったけど、君孝くん呼びは私にはまだ無理。……恥ずかしくて、相田くんを直視できなくなっちゃう。

　……だから、まずはそーくん呼びにしよう！　そしていずれは君孝くんって呼べるように頑張らなきゃ……。

　――なんてことを考えている間も、そーくんはピクリとも動かない。も、もしかして寝ちゃったっ!?

　そ、それは困る！　今日はそーくんと連絡先を交換すると決めたのだ。

　ちょっぴり焦りながらそーくんが眠っていないか確認するために、無防備な脇腹をつついてみたの。

　……そうしたらピクっと反応して、勢い良く顔を上げた。

　そんな反応が何だか猫みたい、と思っていたら……、

「にゃっ！　……何ですか江里さん？」

　……にゃっ!?

　今そーくんが「にゃっ」て言った！

　猫！　そーくんは実は猫!?　……か、可愛い。

　そう思ってしまってからは止められなかった。

　もっと見たい、もっと聞きたい。そんな欲望のままに私はそーくんの脇腹を何度もつついた。

「……んっ♪」脇腹ツンツン

「んにゃっ!?」

　……んっ!!

　やっぱりそーくんは猫だっ！

　この前はラブラドール・レトリーバーだと思ったのに……犬も猫も好きな私からすると、こんなの反則！　猫じゃらしを見せられた猫と一緒で、本能が脇腹をつつきなさいと言っている。

「……やっぱりそーくんが、いい！　……でも、そーくんわんちゃんだったのに……猫にも……なるの？」脇腹ツンツン

「にゃめて!?　江里さん、落ち着いて!?」

　……どうしましょう。

　猫も犬も大好きで優柔不断な私からすると、そーくんがどっちであるべきなのかはとっても重要な問題。

　反応が可愛い猫そーくん。

　雰囲気が可愛い犬そーくん。

「私、どっちのそーくんも……好き……迷う」

「は、はぁ……」

　悩んでいても仕方がないので、とりあえずそーくんの脇腹をつつきます。容赦なくつつきます。

「だから、もう……１回、だけ、猫そーくん……！」脇腹ツンツン

「みきった……にゃぁぁぁ!?」

　そーくんに片手を掴まれてしまったので、もう一方の手でつついたら……一番可愛い反応があった。

「にゃぁぁぁ」って……「にゃぁぁぁ」って!!

　かわいいカワイイ可愛い!!　……もう１回、もう１回「にゃぁぁぁ」を聞きたい！

「も、もう１回っ!!」

「えっ！　ざとさん！」

「……ん？」

「……僕が来る前に、何か……言ってませんでした？」

「…………………………んっ!?」

　その言葉に一気に現実に引き戻された気がした。

　わ、私は今まで一体何をしてたの？

　確かそーくんと連絡先を交換するのが目的だったはず……。

　そこで急いでスマホを出してそーくんをジーっと見つめた。

「……ん～」（見てください！　私のスマホです！）

「…………」

「……ん～～っ！」（スマホといったら、連絡！　そーくんもスマホを出してくださーい！）

「…………？」

「……ん～～～っ!!」（そーくーんっ!!　気付いてくださーいっ！　私、連絡先交換したいんですーっ!!）

「……江里さん？」

　き、気付いてくれません！

　どうにかしてそーくんに気付いてもらって交換するという、妙案を考え付いたのに……んっ！　だめ！　やっぱりこんなそーくんに頼った作戦はズルい。私がちゃんと「携帯番号教えてください！」って正々堂々言えばいいだけのこと！

　……ん～～～～っ!!

　言います！　ちゃんとそーくんに伝えて、電話とかメールを一杯してもっと仲良くなるために！

「あ、あの……けいた――!?」

　――そして私の言葉は三番乗りのクラスメイト――半はん田だくんの入室によって遮られたのだった……。













第15話　江里美奈　そーくんはおっちょこちょい







　そーくんになんて呼んでもらおうかな……。

　お弁当を食べながら私は頭の中でぐるぐるとそれだけを考えていた。

　美奈って呼んでもらいたいけど……嬉しさと気恥ずかしさが入り混じってそーくんの顔を見れなくなってしまうのだ。

　仲を深めるために必要でも、これでは意味がない。……本当はすっごく呼んでもらいたいけど！

　……そういえば確か名前以外に〝ニックネーム〟でもいいと書いてあった気がする。

　ニックネーム……あだ名……愛称。

　どうすればいいのでしょうか？

　両親には普通に名前で呼ばれているので……愛称で呼ばれたことなんてないので全然分かりません！　愛称で呼ばれている人が羨ましい……。

　なので私もそーくんに愛称で呼んでもらおう！　と勝手に決断してぼんやりとミートボールを眺めながら、必死になって脳をフル回転。

　江里美奈……えざとみな。

　えざとはニックネームではないのでもちろん×。

　みなは……そーくんの顔が見れなくなっちゃのでやっぱり×。

　えと、えみ、えな、ざえ、ざみ、ざな、とえ、とざ、とみ、とな……全然わかんないーっ！

　パッと１００通りくらいのアナグラムを考えたけれど、どれもこれもしっくりこない。

　それに今更だけれど、自分で自分の愛称を決めるというのも結構恥ずかしい。

　……アナグラムでだめなら、読み方そのものを変えてしまうのはどうでしょう？

　そーくんも相田の「そ」しか残していないし、私も江里の「え」だけ残して読み方を変えたら……。

　江里。

　えさと……今とあまり変わらないから×。

　えのり……子役？　かずき？　ん～何となく×。

　え……り……！

　……えり！　いい！　……んっ！　えりがいいっ！

　その最適解を導き出した瞬間に、ピクっと身体が揺れてしまった。

　それほどまでに私の中でストンと、最後のピースがはまるくらいしっくりきた。

　思考の片隅に追いやっていた意識を拾い上げてそーくんに向き直ったら、どうしてか少し驚いたような表情をしていた。

「……ん？　そーくん？」

「ごちそうさまでした……ミートボール、ありがとうございます。凄く美味しかったです」

　私が声を掛けたら、そーくんが虚空に向かってお礼を口に。

　な、なんで!?　私こっちなのに……そーくんっ!?

「……ん。こっち、向いて？」

　お礼を言われたことは嬉しかったのだけれど……。

　……ただこっちを見てほしくて。

　……少しでも私に意識を向けてほしくて。

　そーくんの中で一番近い存在でありたくて……。

　つい零れてしまった言葉は私の願望そのものだった。

　……んっ。ちょっぴり恥ずかしい……。

「ちょっと、今……無理です」

　虚空に顔を漂わせたまま、そーくんはきっぱりと「無理」と断言した。

「……ん」

　きっとそーくんにはそーくんの理由があるはず。

　それならば私にだって考えはある！

　そーくんがこっちを見てくれないのなら私が移動すればいいだけのこと。

　コミュ障を克服するためには自分から進んで何かをしなきゃいけない。

〝求めよ、さらば与えられんＡｓｋ，ａｎｄ ｉｔ ｗｉｌｌ ｂｅ ｇｉｖｅｎ ｔｏ ｙｏｕ〟まさにこの言葉通り。

　そーくんが顔を向けている反対の隣席に移動して、しっかりと目を見つめてから私は求めた。「江え里り……えりって呼んで？」と。

「は、はひぃ！」

　空気が漏れたような可愛い返事をもらえたけれど、そーくんはまたしても虚空に顔を向けてしまった。

　なんでそっち向いちゃうの……？

　なんて落ち込んでいる暇はない。……ほんの少しだけイジけてしまったけど。

「えり……」

　椅子に座って上を向いていたそーくんに対抗して、私は後ろに立ち上がってその顔を覗き込んだ。

　ほんの少し表情を硬くしたそーくんの口は開かない。

「えりって……呼んで？」

　もう一度催促。

　そーくんに呼んでもらいたくて。

　熱心にそーくんを見ていたら、ほっぺたに白くて小さい何かが付いているのが見えた。

　私の髪が遮光カーテンの役目を果たしているのか、薄暗くてよく見えなかったので顔を近づけながら、そーくんがまた虚空を向かないように両手で押さえてしまった。……ん。何だか歯医者さんになった気分で少し楽しい。

「え、江里さん!?」

「……だめ。動かないで？」

　……えざとじゃないもんっ！

　徐々に顔を近づけていったらごはん粒だった。

　そーくんはおっちょこちょい。そんなところも……可愛い。

「え、えりさん！」

「……んっ♪　ごはん粒ついてた」

　……えりさん！　えりさんって！　えりさんって、そーくんが呼んでくれました!!

　嬉しさあり余ってそーくんのほっぺたから指ですくい上げたごはん粒を、そのまま食べてしまった。

　……ちょっぴり恥ずかしかったけれど、〝えり〟と呼んでもらえたことが嬉しくて嬉しくて、今はそんなことはどうだっていいと思えた。

　私が悦に入っていたら丁度そのタイミングで、予鈴が鳴った。

　……何か忘れているような気が…………んっ!?

　――そこで私は連絡先の交換ができていないことをふと思い出して、一気に落ち込んだ……。













第16話　江里さんのことを……。






　江里さんが先に帰ってしまってから休みを挟んで今日は月曜日。

　この休みで僕は――初めて携帯電話を買ってもらった。

　もともと親からは「何かあって急に連絡しなきゃいけない時に不便だから」と言われていて、この休みの日に買いに行くことは前々から決まっていた。……決して江里さんに言われたから買ったという訳ではない。

　保護カバーすら装着していない真新しいスマホをスラックスのポケットに入れて。

　僕は普段よりも心持ち高いテンションで教室の戸を開けた。……今日は江里さんよりも先に挨拶するぞ！　と意気込んで。

「おはようござ……？」

「…………」

　教室の引き戸を開けると同時に朝の挨拶をしたんだけど……。

　江里さんが自席に突っ伏して顔をこちらに向けたまま動かない。

　よく見ると瞼が閉じている。……もしかして眠っているのだろうか？

「……み、美奈さん？」

「……っ!?　…………」

　席に向かって歩きながら江里さんに声を掛けたら、微かに身体が揺れた。

　どうやら起きてはいるらしい。

　体調でも悪いのかな？　それともまた寝不足なのか……？

　そう考えながら着席しようとしたところで……僕は気付いてしまった。

　机に伏せている江里さんは右手の人差し指だけを軽く立てていて、その下には紙が置かれている。

　何となく気になってその紙をよく見てみたら、赤いペンで何か書いてあった。……えーっと、なになに……、
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　被害者

　氏名：江里美奈

　性別：女性

　誕生日：７月７日→七夕！

　身長：そーくんより低い

　体重：は答えられません

　血液型：ＡＢ型

　特技：料理と死んだフリ→今！

　好きな食べ物：カレーライス（甘口）

　好きな色：空の色（スカイブルー）

　好きなもの：犬と猫とパンダと最近はハシビロコウも好き

　好きな本：は答えられません

　嫌いな食べ物：特にありません！　私の長所！

　ダイイング・メッセージ：そーくんの好き嫌いを教えてくださ…………

　＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝




　……教室に入ったら江里さんが死んだフリをしています。……色々とツッコミどころが満載な気がするけど。

　とりあえず設定は理解できた。

　わざわざダイイング・メッセージの項目があって、そこだけ書いている途中で力尽きた、みたいになっている。……だから赤ペンで書いてたのか。

　ここで普通に答えてもなんだか面白くない気がするので、〝特技：死んだフリ〟とやらをしている江里さんの眼前に、僕のスマホを置いてから声を掛けた。

「……携帯買いました」

「……!?　…………」ガタッ……ガタガタガタガタ

　そっと僅かに薄目を開けた江里さんが驚いたように揺れて、椅子と机が盛大に音を立てた。その後も声を掛けたいのを必死に堪えているのか、プルプルと江里さんが小刻みに揺れている。

　……反応が可愛い。〝特技：死んだフリ〟とは一体何だったのか……。

「連絡先……交換し――」

「――するーっ！」

　僕の言葉を遮って、ガバッと音がしそうな勢いで起き上がった江里さんが、右手を一直線にピンと上げて元気よく言った。……なんだこの可愛い生物は！　同じ人類とは思えないぞ!?

　それから慣れない手つきでなんとか無事に番号交換を終えた。よかった……昨日、操作方法の説明書を熟読しておいて。

　――それにしても凄い！

　家族以外に初めて登録した連絡先が江里さんだなんて……これは一生自慢できる気がする！　……けど、自慢する相手がいないんだけどね……コミュ障悲しい。

「……そーくんの……電話番号……！」

　江里さんが自分のスマホを両手で高く掲げて、キラキラした瞳で眺めている。

　僕も同じことをしたいくらい嬉しかったけど、江里さんの前でやるのは恥ずかしかったので自重した。……家に帰ってからやろう！

　しばらく様々な角度からスマホを眺めた江里さんが不意にハッとなって立ち上がり、そのまま教室から出て行ってしまった。どうしたんだろうか？

　――そして教室の戸が閉められた数秒後、僕のスマホが振動した。画面を見たら――着信：江里美奈、の文字が表示されていた。




　手の中で震えている僕の真新しいスマホ。

　昨日、何度か両親に試しに電話を掛けてもらったりして手順は理解していたけど、これが初めての通話になるのだ。

　画面に表示された江里さんの名前を眺めながら、緊張した手つきでバーをスライドさせて応答する。

『……も、もしもし相田です』

『……んっ！　…………』ペコリ（お辞儀）

『……もしもし？』

『……………………んっ!?　あううう～っ！』ペ、ペコリ（お辞儀）…………ガンッ!!

　……おかしい。電話は確かに繋がっているはずなのに、何故か江里さんが無言です。

　僕の問い掛けに江里さんからの反応は無く、代わりに少し間があってから引き戸に何かがぶつかる音がした。そしてその後に江里さんの呻き声が…………えっ!?　何？　江里さんが暴れてる!?

『み、美奈さん？　聞こえてますか!?』

『……んっ!!　電話、でした……』

『……はい？』

　電話でした、ってどういうことだろうか？

『……その、そーくんの声が……耳元で……だから、お辞儀したら……頭ぶつけた……いたぃ～っ!!』

　うん。とりあえずどうしてかお辞儀をして頭を引き戸にぶつけたってことだけは理解できた。『いたかった……たんこぶ……できちゃう？』と何故か僕に聞いてくる江里さんに少し笑ってしまった。

『保健室行って……冷やしますか？』

『やだぁ！　……でんわしたい！』

　あぁぁぁぁ！　鼓膜に直接江里さんの声が飛び込んできて、脳が溶けそう。

　僕は耳から少し離して通話を続行した。……そもそもこの距離で通話する意味ってあるのかな？

『電話しましょう』

『……んっ!!　……ちょっと、待ってて？』

『……はい』

　僕の返事とほぼ同じタイミングで引き戸が開いた。

　見れば江里さんがスマホを耳に当てたまま、恥ずかしそうにそっぽを向きながら小走りで窓際の自席へ。

　机の上に置いてあった赤ペンと江里さんのダイイング・メッセージが書かれた紙を掴んで、また小走りで教室の外へと駆けて行った。

　そっぽを向く前の一瞬、江里さんの前髪の隙間から見えたおでこが確かに、微かに赤くなっているような気がした。

　戸が閉まり、江里さんの姿が見えなくなってから、

『お待たせ……しました。メモを……取りに行って、ました』

『……はい』

　そんな言葉が。

　……知ってた。

　言われなくても一部始終を見ていたんですが……？

　そっぽ向いて恥ずかしそうにしている江里さんを、バッチリ見ていたんですが!?

『……名前』

『……え？』

『名前……教えてください』

　あっ。……あの紙にあった項目を質問されるのか。

『相田君孝です。男性です』

『……知ってた』

　マジック特有の字を書く時の〝キュッキュッ〟という音が聞こえてくる。どうやら江里さんは律儀にメモをとっているようだ…………って、うわぁぁぁぁぁん！　江里さんにもてあそばれてる気がするんだけどぉぉぉ!?　……うん、悪くないかな。控えめに言って最高です。

『……冗談。……ごめんなさい』

　と思ったら冗談だったよぉぉぉぉぉ!!　……なんか江里さんが普段会話する時よりもテンション高い気がする。

『怒ってないですよ？』

『……ほんと？』

『はい』

『ほんとの、ホントの……本当に？』

『神に誓って本当です』

『よ……よかったぁ～』

　心から安堵したような甘い声音が、鼓膜に突き刺さる。

　自分の言った冗談を本気で心配する江里さんが可愛過ぎて、頭がおかしくなりそう……。

『そ、それで！　次は！　誕生日はいつ？』

『誕生日は――』

『……んっ!?　もう過ぎてるっ！　……すぎてるーっ!!』

　こうして江里さんの質問に答え続けて、とうとう最後の質問がきた。

『……最後の質問……そーくんは、私のこと…………どう思って、いますか？』

　えぇぇぇ!?

　ど、どういうこと!?

　これは一体どういうことなのか!?

　……なんて答えるべきなのか？

　クラスメイト？　隣人？　……と、友達!?

　どう答えるべきなのか、どう返すべきなのか。

　しばらく無言で悩んでいたら、江里さんが助け舟を出してくれた。

『……私は、そーくんの……お、お友達には……なれましたか？』

　さすがコミュ障同士のシンパシー。

　考えていることはどうやら一緒だったらしい。

　相田君孝、16歳にして初めて友達ができました。……内心で自分で言ってみて、悲しくて泣きそうになった。

　……これで僕はコミュ障卒業となるのだろうか？

『はい！　友達です！』

『……クラスの人達よりも……仲良し？』

『仲良しです！　美奈さんが一番仲良しです』

『……うれしい！　なかよしーっ！　えへへ～♪』

『はい！　友達の中で一番です』（初めてできた友達です。そして一番仲の良い友達です！）

『…………ん？　……それだと……まだ……もっと仲良く………もっとす……すっ!?　…………え？　えっ？　ちが――』

　……血が？　もしかしておでこ切ってた!?

　そこで唐突に電話が切れて、少ししてからパタパタと走り去っていくような足音が聞こえた……え、江里さぁぁぁぁん!?　廊下は走っちゃいけませんよぉぉぉ!?

　すぐに立ち上がって教室の外を確認しに行ったら……昨日のデジャブかな？　と首を傾げたくなった。江里さんがいきなりいなくなったんですけど!?　ま、まさか帰ってないよね!?




　――そして、江里さんが帰ってきたのは朝のＨＲが始まる直前になってからだった……。




　朝のＨＲ直前に帰ってきた江里さんは、それ以降いつも以上にクールビューティーモードになっていた。

　……といっても、僕らは日頃から休憩時間に喋ったりはしない。

　あるとすれば授業中に何となく窓の外に目をやると、何故か江里さんがこっちを見ていて目が合ったり、ノートに「お昼楽しみ！」と書いて、僕だけに見えるようにこっそりと向けてくるくらいだ。

　……ただ今日はそういったことが一切なく、僕の方から授業中に江里さんの方に顔を向けてみても、集中した様子で板書をノートに写していて、全くもって目が合わない。

　いや、授業中なんだからこれが当たり前なんだろうけど……なんか寂しい気がする。

　そして午前中の授業を終えてお昼休みが始まった。

　いつもならば先生が教室から出て行った瞬間に「ごはん！　いこーっ！」といった感じで、心底楽しそうな声音とともに僕の手を掴んで歩き出す江里さんなのだが……、

「……ごはん」

　今日は僕の後ろを通り過ぎる瞬間に制服の袖口を一瞬だけ引っ張って、小声でそう言っただけだった。

　……これは、さすがにコミュ障の僕にでも分かってしまった。




　――江里さんが何かに対して怒っているのだと……。




　司書室に向かう足取りは重たく、願わくばこのまま辿り着かないでほしいと思ったが、さして距離もない道のり。

　時間にして１分にも満たないで到着してしまった。

　司書室の前には江里さんの姿はない。

　いつも通りならば必要以上にキョロキョロと周りを見回して、誰にも見られていないことを確認してからどこか得意げな顔をして入室する江里さん。……今日はちゃんと確認できたのだろうか、と心配になってしまった。

　扉を開ける前に深呼吸。

　異様な緊張感で喉が渇き切っている。

　……扉を開けたら謝ろう。きっと僕が何かしてしまったに違いない。

「す、すみ――!!」

「そ、そー――!!」

　Ｏｈ……いきなり気まずい。

　江里さんも何か言おうとしていたみたいでふたりして黙ってしまった。

　気まずさから心を打ち砕かれた僕が黙っていたら、江里さんが口を開いた。

「そ……相田くん」

　……怒ってる！　江里さんが絶対怒ってるよぉぉぉぉぉぉ!?

　つい今朝まで「そーくん」と呼んでくれていたはずだったのに、「相田くん」呼びに戻されてしまった。

　胃が痛いとかを通り越して、もはや心臓が痛い。

　このまま家に帰って布団に包まって引きこもりたい。

「……は、い」

　ぎこちない返事を無理やり発声して。

　江里さんの言葉の続きを待つ。

「……今日の鮭……上手く、焼けました！」

　……あ、あれ？　怒ってない？　江里さん怒ってない!?

　機嫌は良さそうだけど、江里さんはこっちを向いていない。

　視線は机の上に置かれたお弁当箱に注がれている。

　見れば隣の席にもお弁当箱が置いてあって、これまで通りの食事風景だった。

「……あ、りがとうございます」

　とりあえず席についてお弁当の蓋を開けてみる。

　僕のリクエストの卵焼きと焼き鮭、それにほうれん草の胡麻和えとコーンを纏ったチーズボール、そしてこれも定番のデンマークのフラッグピックが刺さった、イカの形をしたウィンナー。

　イカの出来栄えが凄い！　頭の△部分も別のウィンナーを使って再現されていて、黒胡麻の目まで付いている。……結構可愛いので食べるのに困るレベル。

　ふたりで手を合わせて「「いただきます」」を言ってからは特に会話もなく食べすすめた。

　江里さんのお弁当は毎回凄く美味しいのに、この時ばかりは緊張であまり味が分からなかった。

　食べ終えてから感謝を伝えたついでに、僕は我慢できずに謝った。

「す、すみませんでした！」

「……ん？　どうして？」

　僕が声を掛けてもやっぱり江里さんは正面を向いたまま。

　もう、怒っているのか、拗ねているのか、それとも逆に機嫌がいいのかすら何も分からなかった。

「相田くん……て。もしかして僕何かしちゃいましたか？」

「しっ！　してない……です！　そー……そっ……相田くん、は良い子です！」

　混乱したように江里さんが、正面を見たまま身振り手振りを交えて何度も×マークを作ってから、また「相田くん」呼びをした。

　ただそれだけのことなのに、無性にもどかしくなってしまう。

　江里さんには笑顔で「そーくん！」って呼んでもらいたい、という身勝手な欲望が自分の中で大きく膨れ上がって。

　――僕は席を立って江里さんの顔が向いている対面の席に腰かけた。……この前、江里さんがやったことを真似させてもらった。

「……ほんとのホントの……本当に僕は失礼なことしてませんか？」

「……あぁっ！　……うぅぅぅ…………はい」

　僕の問い掛けに視線を泳がせながらも、コクリと頷いた江里さん。今まで見たことない程に顔全体を深紅に染めて、神妙な面持ちを浮かべていた。

「なら……そーくん……って、呼んでもらいたい、です」

　自分で言ってみてその恥ずかしさから、きっと今の僕も顔面を真っ赤にしているんだろうなと、どこか冷静に分析していた。……開き直りだった。

「……そー……そう…………そうくん…………そーくん」

「はい」

　何度も言い淀んで。葛藤するように顔を強張らせて。……それでも江里さんは僕のことをもう一度「そーくん」と呼んでくれた。

　……嬉しかった。凄く嬉しかった。

　ただただ単純に呼び方ひとつで、僕の心はこれほどまでに揺り動かされてしまうのだ。

　どんどん僕の中で江里さんという存在が大きく、重く、高くなっていっている。

　それと同時に、複雑な気分になった。

　今朝、江里さんとは友達になれたことを確認しあった。

　……そう。江里さんは僕のことを仲の良い友達として考えているのだ。

　だから、これ以上僕の気持ちを大きくしてはいけない。

　今まで以上に重く考えてはいけない。

　これまで以上に高望みをしてはいけない。

　僕のエゴで江里さんに迷惑をかけるのはこれっきりにしよう。

　こうしてふたりきりでお弁当を食べられる時間を、この空間を壊したくはない。

　望むらくはこの時間がいつまでも続いてほしいのだ。

「そ……そーくんも……私のことは……えりって呼んで、ください。今は、その…………耐えられません」

「えり」。その言葉に埋もれていた記憶が掘り返された。

　……そうだ、確か江里さんは「えり」って呼んでほしいと言っていた気がする。

　もしかしてこれが原因で怒っていたのかもしれない。

　僕はなんて愚かなのか。

　自分のエゴは優先させるくせに、人の意見は聞かない。

　身勝手すぎる。自分で自分に嫌気がさした。

「……えりさん」

「……んっ♪」

　僕の呼びかけに江里さんがやっと目を合わせて微笑んでくれた。眩しい、太陽のようなあたたかな笑みだった。

　このタイミングでこの笑顔。

　正直反則だと思った。

　素直に可愛いと思った。

　率直に安堵してしまった。




　――そして何より……ダメだと理解していても、江里さんのことを……好きだと強く、強く思ってしまった。




　あれから少しして予鈴が鳴り、僕らは仲良くふたりで教室に戻った。

　行きはよいよい帰りは恐い。

　この歌詞の正反対な気がする。

　行きは胃が痛くて……帰りは心が締め付けられる……あれ？　全然正反対じゃない？

　教室に入ったら、「おぉ、仲直りできたか」と不意に誰かに声を掛けられた。

　声のする方に顔を向けたらクマ笹茶と書かれたペットボトルに口を付けた――半田くんがこっちを見ていた。

　……別にケンカをしたわけじゃないのに、なんで気まずくなっていたことがバレているんだろうか？

　とりあえず頷いて返したら「相田、頑張れよ！」と明朗快活な笑みと左手の親指を上げてサムズアップをしてきた。身体も大きくてがっちりとしている半田くんがやるとやけに似合っている。

　……そして、頑張れとは一体どういうことなのか？

　尋ねようと思ったけど、半田くんは次の授業の準備を始めてしまったので、諦めた。そのまま見ていたら何故か周りのクラスメイト達が「パンダ！　何してんだよ!?」「邪魔するなよ！」と、半田くんの脳天にチョップを入れていたり、バシバシと肩を叩いたりしていた。……やっぱりあだ名はパンダなんだ。確か前に笹も食べてたし、もしかして……本当にパンダなのかな？

　そんなワイワイと楽しそうにしているクラスメイト達を眺めていたら、隣席から突き刺さるような視線と「じーーーーっ！」という言葉が聞こえてきた。

　パッと振り向いてみたら、ほぼ同時に江里さんもプイッと顔を窓の外に向けてしまった。

　それから先生が来るまで江里さんは窓の外を眺めたままだった。

　……やっぱり江里さん怒ってるよね？





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆






　先生が教室から出て行った瞬間、いつも通りの放課後となった。

　授業から解放されてクラスメイト達が話に花を咲かせている中、僕は帰る準備を始めた。

　今日は江里さんと特に約束もしていないのでそのまま帰ろうとしたところで、

「……そーくん。付き合って……ください！」

　と声を掛けられた。

　……これまたお馴染の光景となった、皆が沈黙するという事態が発生したけど。

　僕はその言葉にバカな勘違いなんてしない。

　江里さんはただ仲の良い友達を誘って、多分だけど、買い物に付き合って下さい、と言っているだけなのだ。

　苦しい。近くにいるからこそ苦しい。

　一番仲の良い友達になれたからこそ辛い。

　これ以上、江里さんの比重を大きくしてはならない。

　努めて冷静に、極めて平常に。

　僕は返事をしたつもりだった。

「はい！」

「……いこっ！」

　けれどやっぱり抑えられなかった。

　どうしても気持ちを留められなかった。

　どうしようもなく頬が緩んでしまうのだ。

　繋ぎ絡められた指に鼓動を速めて。

　微かな笑みに心を鷲掴みにされて。

　僕は引っ張られるようにして歩みを進めた。





◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆






　――校門を出たところで江里さんが口を開いた。

「分からない問題があって……参考書？　が欲しいの」

「本屋さんですね」

　そういうことならと、ふたりで歩きながら行き先を相談して途中コンビニに寄り道をしたり、景色が良いからと少し遠回りだけど川沿いを歩いて、辿り着いたのは――ブックスケープフラワー。

　隣町にある結構大きな本屋さんで、ここになければＡＭＺＯＮＥＳで買うしかない、とよくうちの両親が言っている。

　店内に入ったら桜おう咲さき高こう峰ほう学園の制服を着た男女が、「――ねぇ？　城戸くん？」「水瀬、んじゃ読み終わったら――」会計をしていた。

　そういえば、ここから桜咲高峰は近かったなぁ……それにしても。

　水瀬と呼ばれた女の子は、もの凄い綺麗な人だった。

　江里さんと比べても引けを取らないレベルの美貌の持ち主。

　どことなく江里さんに似ているような気がするけど、この人の方がよりクールな印象がした。

　ただ、やっぱりかわいさも備えている江里さんの方が僕的には圧倒的に――、

「やっ！　やだぁ……だめぇーっ！」

　僕が立ち止まってふたりを見ていたら、突然、視界が真っ暗になった。

　目の周りを柔らかい何かが覆っている。

　……考えるまでもなく、離されてしまった手を使って目隠しをされているのだろうと理解できた。

「……急に、ごめんなさい」

「……こちらこそ、ごめんなさい」

　覆っていた手が離れ、江里さんが頭を下げていた。

　僕も何だか悪いことをしてしまった気がしたので、同じように頭を下げてから……無性におかしくなって笑ってしまった。

　見ると江里さんもクスクスと笑っていた。

　ひとしきり笑いあってから江里さんの「参考書……選ぶの、ひとりでする！」という妙に気迫のこもった言葉に気圧されて、僕は２階のマンガ・ライトノベルコーナーへと逃げるように向かった。

　ちなみに１階は雑誌や雑学書、小説全般に参考書、それに心理学書籍などが陳列されている。

　おっ！　最新刊が出てる！

　むっ！　このあらすじは気になる！

　なんてマンガコーナーで集中して立ち読みをしていたら、

「そのマンガ……おもしろい？」

「はい」

　いつの間にか隣に江里さんが立っていた。

　僕の横から覗き込むようにして一緒に見ながら「伝説の……殺し屋……タコさんデザインの会社……」と呟いてこくこく頷いている。……このページだけ読んでも全く意味分からないと思いますよ？

　こんな行動ひとつとっても、江里さんは可愛い。

「……それで、お目当ては買えました？」

「……ん♪　ちゃんとかえたっ！」

　僕の前に商品袋を掲げて、どこか誇らしげな表情の江里さん。商品袋は真っ黒なため、何を買ったのかは分からなかったけれど、一先ずお目当てが買えたようで何より。

　そのまま一緒に１階のレジに向かって、僕はマンガを数冊購入した。

　そこで僕を見た店主が隣にいた江里さんに向かって「お嬢ちゃん、頑張れ！」と何故かサムズアップをしていた。……何？　サムズアップって流行ってるの？

　それを受けて江里さんは「……ん」と何度も頷いていた。

「そーくん……まだ時間、大丈夫？」

　本屋さんを出たところで江里さんから問いかけられた。

　時刻はまだ18時前。

　僕の門限は一応20時ということになっているのでまだ余裕があり、二つ返事でかえした。

「大丈夫ですよ」

「明日の……おかずの材料買う」

「荷物持ちなら、任せてください！」
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　そして僕らがやってきたのは、江里さんのお母さんをＶＥＮＵＳとして崇めているあの商店街だった。

　活気にあふれた商店街は今日も奥さま方の戦場と化していた。

　そんな人混みを巧みに躱かわしながら僕を引っ張って進む江里さん。途中お店の人から掛けられる声にもちゃんと対応しているので、まだこの程度の人混みでは余裕があるようだ。

　僕はというと、店先に貼ってある『商店街のＶＥＮＵＳ御用達店舗』のポスターを眺めていた。

　どのポスターも若干構図が違っていたり、服装が変わっていたりしたけれど、どれも顔は写っていなかった。

　改めて色々なポスターを見て思ったけど、本当に江里さんにそっくりなのだ。きっと今流行りのエイジレスビューティーということなのだろう。

「おかずーっ！　リクエストーっ！　どうぞーっ！」

　邪魔にならない場所で立ち止まってから振り返った江里さんが、喧騒に負けないように手をメガホンの形にして、つま先を少しだけ浮かせて、若干身体をくの字にしながら大きめの声で言った。

「きんぴらごぼうで、お願いします！」

　僕も負けじとメガホンを作って対抗したら、江里さんがにっこりと、女神の微笑みを浮かべた。

　江里さんの笑みが見られるのは嬉しい。

　……けれど、同時に胸が締め上げられる。

　僕の身勝手な思いでこの関係を失いたくはない。

「……ん♪　きんぴらさんとくい！　まかせてっ！」

　ビシッとサムズアップを決めた江里さん。……どうやら江里さんもサムズアップにハマってしまったようだ。

　――その後、八百屋さんなどによって材料を買い、荷物持ちの役目を果たすために江里さんの家まで送って解散となった。











番外編　娘の初恋






「……ただいま」

「……おかえり」

　お夕飯の支度をしていたら娘が帰ってきた。

　最近の娘は毎日楽しそうにしている。

　今まではこちらが聞かない限り学校生活の話をしたがらなかったのだけれど、最近は進んで話してくれるようになった。話題は決まって隣の席の子。確か最近娘が「そーくん」と呼んでいる男の子。

　支度を一旦やめて廊下の先で娘を出迎えようと待っていたら、いつまで経ってもこちらに繋がる扉が開かれない。

　擦りガラスの先には確かに娘のシルエットがあるけれど、そこから動かなかった。

　……どうしたのかしら？

「……お母さん……私……どうしたら、いいの？」

　扉を開けようかと悩んでいたら、そんなか細い声が聞こえてきた。

　苦しそうな、悲しそうな、その声に一呼吸おいてから問いかけた。「……どうしたの？」と。

「……今日ね……初めて、お友達ができて」

「……すごく、すっごく仲良く……なれたの……」

「……なのに……それなのに私は……もっと、もっと、仲良くなりたくて」

「……けど、どうすればいいのか……分かんなくなっちゃって」

「……気が付いたら……どんどんそーくんがおっきくなっていって」

「……それで、そーくんの、ことでいっぱいになっちゃって」

「……もう……わかんなく……なっちゃった――」

　そこで私は堪らなくなって扉を開けた。

　娘は少し驚いた表情をしていたけれど、私はもっと驚いてしまった。

　大抵のことでは泣きもしない娘が、両目から大粒の雫をぽろぽろと零していたからだ。

　私に気が付かれるのが嫌だったのか、嗚お咽えつを殺して泣く娘を見ていてもたってもいられなくなり。

　たった数歩の距離を駆け寄って。

　とめどなく零れ落ちる涙を両手で拭って。

　娘を抱き寄せてから、安心させるように背中をポンポンと撫でた。

　娘が泣き止むまでそうしてからゆっくりと話しかけた。

「……美奈ちゃん」

「……ん」

　あまり手のかからない大人びた美奈。

　……けれどそんなことはなかった。

　手をかけさせまいと必死に、ギリギリのところで堪えていたのだ。

「……それは、私が……パパに想った気持ちと、一緒。…………それはね――」

　――そして私は不器用で健気な美奈の初恋を、全力で応援しようと心の中で誓ったのだった。











第17話　江里美奈　すきで、好きで、大好きで。私は初めて……。







　そーくんに「友達」と言われて嬉しがる私がいた。

　けれどそれと同時に何だかもやもやとしたものが確かに芽を出した。

　――そしてそれは次のそーくんの「友達の中で一番」という言葉を聞いて……花を咲かせてしまった。

　……友達の中では一番。――友達の中では――。

　私はコミュ障を克服したくて……それがいつの間にかそーくんと友達になることが目的になっていて……いつしかそれすらも超えてしまっていたのだ。

　友達を超えたいという私のエゴ。

　もっと仲良くなりたいというワガママ。

　ただ近くに、そーくんの隣にいたいという自己中心的な考え。

　これはきっといけない考え。友達としての関係を崩してしまうもの。

　……だけど一度想ってしまったものは、永遠に消えることはない。

　私のことをせっかく「友達」だと言ってくれたのに、私はそーくんのことを……、




　――好きだと想ってしまったのだ。
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　……それから私は逃げるように女子トイレに籠って、

　だめ！　大きくならないで！　……今の関係をなくしたくない。

　やだ！　どっかいって！　……そーくんはきっと望んでなんてない。

　ひたすらにこの想いを抑えようと必死に足掻いた。

　永遠に消えないと分かっていたから、躍起になって抑え込もうとした。

　……けどそれは逆効果だった。

　抑えようとすればするほど想いは込み上げて。

　意識すればするほど明確なものへと昇華して。

　終いにはそーくんの顔を見れなくなって。

　そーくんと呼べなくなって。

　いつもみたいに触れなくなってしまった。

　もしかしたらそーくんは「友達」を求めているだけで、こんなことを望んでいないのかもしれない。

　そう思ってしまったら、急に恥ずかしくなって、いきなり訳が分からなくなってしまって……怖気づいてしまったのだ。

　――お昼も誘うのが怖かった。

　でもお弁当は作ってしまっているし、ごはんを無駄になんて絶対にしてはいけないと分かっていたから。

　……ありったけの、なけなしの勇気を振り絞って誘った。

　それから司書室に行って、そーくんが入ってきて、今度はギクシャクするのに恐れて何とか話しかけた。「……今日の鮭……上手く、焼けました！」と。

　何となくぎこちない昼食を終えたところで、そーくんが言った。

「す、すみませんでした！」

　なんでそーくんが謝るの？

　悪いのは私。勝手にいっぱいイッパイになっている私が悪いのに……。

「なら……そーくん……って、呼んでもらいたい、です」

　その後なんて話をしたのかよく覚えてない。

　……だって気が付いたらそーくんが私の前にいて、目を合わせてそう言ってくれたから。

　そーくんは、私にそう呼ばれることを望んでくれた。

　――嬉しくて、溶けるような幸福感に心は躍り上がったけれど…………胸はひどく痛んだ。

　好きだと思ってしまったからこそ、これ以上近付いてはいけないと理解してしまった。

　だから私も名前で呼ばないでほしいと条件を出した。

　そーくんに「美奈」とこれ以上呼ばれたら耐えられなくなりそうだったから。

「……えりさん」

「……ん♪」

　――そしてそーくんに「えりさん」と呼ばれて、どんな呼び方をされても嬉しくて、やっぱり好きだという想いは止められないと気付いてしまった……。
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　抑えられないと分かってしまったので、開き直って。

　あれから放課後にそーくんと大きい本屋さんに行った。

　そこでこの気持ちに関する本が無いか探そうと思って。

　……そうしたらそーくんが違う学校の人を見つめて動かなくなってしまった。

　見てみたら凄く大人びた綺麗な人だった。

　……気が付いたらそーくんの目を覆っていた。

　考えるよりも早く行動して、完全に無意識でそーくんに見てほしくないと思ってしまった。

　開き直ったらすぐにこれ。利己的な考えが一瞬の隙を突く。

　……そんなことがあったけど何とかお目当ての本を見つけた。

　偶然にも私のバイブル『めざせ会話マスター～全コミュ障へ捧ぐ～』の関連著書だった。

　タイトルは『好き。～その言葉を知ったあなたへ捧ぐ～』だった。

　お会計をするのは結構恥ずかしかったけど、本を読んでちゃんと勉強をしないとコミュ障な私には何も分からなかったので、すぐにレジに向かった。

　誰にもバレないで無事に会計を終わらせて、そーくんのところに行って。

　マンガを何冊か買うそーくんの横に立っていたら、店長の名札を付けた人から、

「お嬢ちゃん、頑張れ！」

　と声を掛けられてしまった。

　初めは何に対しての頑張れなのか分からないまま頷いたけど、その真意を理解して何度も首を縦に振った。

　……好き。この言葉を知ってしまったら頑張るしかないみたい。……頑張ろう！

　私はそーくんの横で密かに決意した。
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　後はおかずの材料を買いにいつも行っている商店街に向かって、帰ってきた。

「……ただいま」

「……おかえり」

　挨拶を口にして、母の声が聞こえて、あぁ、お家に帰ってきた……そう思った瞬間、張っていた全ての糸が粉々に千切れていった。

「……お母さん……私……どうしたら、いいの？」

　知らず知らずのうちにそんな言葉が口から漏れ出して、視界はどんどんとぼやけていった。

「……今日ね……初めて、お友達ができて」……嬉しかった。

「……すごく、すっごく仲良く……なれたの……」……私凄いでしょうお母さん？

「……なのに……それなのに私は……もっと、もっと、仲良くなりたくて」……でもそれは私のワガママで。

「……けど、どうすればいいのか……分かんなくなっちゃって」……気持ちが抑えられなくなって。

「……気が付いたら……どんどんそーくんがおっきくなっていって」……好きだと気付いて。

「……それで、そーくんの、ことでいっぱいになっちゃって」……大好きだと想ってしまって。

「……もう……わかんなく……なっちゃった――」……お母さん……助けてください……。

　溜まっていた言葉が堰を切って流れだし、お母さんに抱きしめられて、撫でられて、私は子供のように大泣きをしてしまった。

　滔々と流れる川のように涙が頬を伝って、それをお母さんが受け止めてくれる。

　言葉にできない安心感。

　しびれるような安堵感。

　徐々に、ゆっくりと、私は落ち着きを取り戻していって。

　結局は涙が止まるまでお母さんに抱きしめてもらった。

　16歳にもなってこんなことって……少しだけ恥ずかしかった。
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「……美奈ちゃん」

　私が泣き止んだ頃を見計らってお母さんが言った。

　凄く優しい声で、聴いているだけで心が緩んでいく。

「……ん」

「……それは、私が……パパに想った気持ちと、一緒。…………それはね――」

　――そしてお母さんは言った。自分でも分からなくなってしまっていた今の私の気持ちを。

「――恋……って言うのよ」




　――どうやら私はそーくん――相田君孝くんに恋をしてしまったみたい。













書下ろし①　球技大会でポヨンポヨンする江里さん






　スポーツテストが終わってから数日が経ったある日のこと。

　ロングホームルーム開始早々に三崎先生が言った。

「２週間後に迫った球技大会に向けて、今日は参加メンバーを決めちゃいたいと思います！」

「もう球技大会か！　滾たぎるな！」

「絶対勝つぞ！　江里さんのためにも！」

「江里様に勝利を捧げよ！」

「我らの女神が、頂点以外に君臨することは許されない！」

「最低でも１位！　それ以外は認められん！」

　クラスの皆（主に男子）が興奮したように喋っている。

　そんな姿を最後列から眺めつつ、僕は内心で焦っていた。

　球技大会と言えば団体競技が多いのだ。去年はサッカーと個人競技である卓球が男子。女子はバレーボールとそれに個人競技のテニスだったような気がする。

　ちなみに僕はもちろん卓球だ。

　確か江里さんも個人競技のテニスに参加していた気がする。持ち前の天性の運動神経で決勝まで進出して、テニス部のエース相手に僅差で負けてしまっていたような……。

「三崎ちゃん！　今回の種目って何？」

「ふっふっふ♪　よくぞ聞いてくれました！　今回の種目選定には先生も参加したのよ？　それでいつも一緒じゃ皆がつまらないと思って、変わり種を男女１種ずつ提案したら……なんと先生の案が通ったのよ！」

　小柄な三崎先生が教壇の上で腰に両手を当てて「えっへん！」と言いたげな表情で立っている。その行動だけ見ると担任の先生というよりは、いち生徒っぽい気がする……。

「それじゃあ、種目を発表するわね」

　三崎先生はチョークを手に取り、黒板に種目を書き込んでいった。




　男子種目

　①　バスケットボール

　②　フットサル

　③　バブルボール相撲☆

　女子種目

　①　ソフトボール

　②　バレーボール

　③　バブルボール鬼ごっこ玉入れ☆




　……え??

　どうやら☆マークが付いている種目が変わり種らしい。

　男子の相撲も女子の鬼ごっこ玉入れも何となく想像がつくけど、バブルボールという謎ワードが気になる。

「バブル……ボール！」

　僕が内心で首を傾げていたら、隣の席からそんな呟きが。

　見れば江里さんがいつも通りの凛々しい表情のまま、器用にも目だけをキラキラと輝かせているではないか。

　その様子から察するに、バブルボールとやらが何か分かっているらしい。……そしてそれを楽しみにしていることも理解できた。

　僕はそんな江里さんのことが気になって、大胆にも授業中に声を掛けてしまった。……授業中のおしゃべりは先生に怒られるリスクもあるし、限られたやりとりで会話を成立させなくてはならないので、コミュ障にとってはハードルが高い行動なのだ。

「……えりさん、バブル、ボール？」（えりさん、バブルボールって何か知っていますか？）

「……私――バブル……ボール!!」

　……ダメだ！　コミュ障シンパシーを駆使しても全然分からない!!

　決意の滲んた表情で力強く頷いた江里さんがいつもよりクールビューティー、ってことくらいしか僕には分からなかった。

　僕らがそんなやりとりを行っている間にも、出場種目決めはどんどん進められていく。

「男子のバスケと女子のバレーは定員になったから決定ね！」

「あのー三崎ちゃん？　☆が付いてる変わり種だっけ？　それの説明してほしいかもー？」

「あっ……ごめんなさい！　すっかり説明するのを忘れちゃって――」

　これから三崎先生が説明をする――そんなタイミングで江里さんがビシッと手を上げた。

　ガヤガヤと皆しゃべりながら相談していた教室内が、瞬時に静まり返った。

　皆一様に江里さんの方を見て、緊張からなのかごくりと唾を呑み込んでいたり、瞬きすら忘れて固まっている。

　……当然僕も同じだ。江里さんのキリリとした横顔を眺めながら、一体何をするつもりなんだ？　と内心でソワソワしていた。

「…………」

　だが、江里さんは動かない。

　凛々しい顔つきのまま微動だにしない。

　……当たり前のことだった。江里さんは僕と同じコミュ障である。

　話すことも話し掛けられることも苦手で。人に注目されるのなんてとんでもないことだ。

　そこで僕は勇気を振り絞って声を出した。江里さんに集まる注目を少しでも分散できればと考えて。

「――え、えりさん！　がんばれ!!」

　するとピクんと揺れた江里さんが僕の方を見てから、小さくガッツポーズ。

　……うん。不意打ちで可愛いのは心臓に悪いからやめてほしい。

「……そーくん、ありがとっ！　がんばるっ!!」

　決意を口にした江里さんが立ち上がったのは良かったんだけど……なんて言えばいいのか、クラスメイトと三崎先生からの視線が何だかくすぐったい。

　微笑ましいものを見るようなぬるい視線が、僕らに向けられている気がする。

「…………」（相田くんと江里さんの仲は順調みたいね。教え子の成長が嬉しいわ！）

「…………」（ほのぼのした雰囲気のふたりがかわいいなぁ～。見てると癒される～）

「…………」（ガッツポーズ江里様……尊い。ひたすらに尊い！）

「…………」（相田のやつ、やる時はやるな）

「…………」（なんか急に甘い空気が漂ってきたんだが？　口の中がジャリジャリなんだが!?）

「…………」（……バカップルかよ。爆発してどうぞ）

「…………」（まだだ！　まだ俺は耐えられる！　この程度のいちゃつきなど生ぬるいわ!!）

　そんな中、江里さんは口を開いた。

「――ば、バブル……ボール……鬼ごっこ、カゴ役、やりたいでしゅ!!」

　……あ、江里さんが噛んだ！　顔真っ赤にして俯いた！　こんなの死ぬほど可愛いに決まってる!!

「…………」（噛んだ！）

「…………」（今絶対に噛んだよな!?）

「…………」（……破壊力抜群過ぎるだろ……死ぬ）

「…………」（各員意識をしっかり保て!!　気を抜いたら死ぬぞ!?）

「…………」（あばばばば!!　江里様……尊い……ガクッ）

「…………」（死ぬな!!　まだ始まったばかりだぞ!!）

「…………」（……このままのペースだと、全員死ぬんじゃね？）

　それは僕以外も思ったようで、皆笑わないようになのか顔を伏せたり、何かアイコンタクトをしていたり、終いには机に突っ伏して動かなくなっている人なんかもいた。……い、生きてるよね？

「私……バブル、ボール鬼ごっこの……カゴ役、やりましゅっ!!」

　噛んだことを気にした様子の江里さんが改めて言い直すも、やっぱりもう一度噛むというミラクルを起こして、今度はクラスメイトの半分以上が机に沈んだ。

　きっと皆、江里さんのギャップにまだ慣れていないんだと思う。

　……ちなみに僕もノックダウンされそうになったのは言うまでもないだろう。




　――ノックダウンされた人たちが回復するのを待って、三崎先生が変わり種競技の説明をしてくれた。

　まずバブルボールについてだけど、透明なビニール製のボールとのこと。空気で膨らまして中が空洞になっているとかで、それをすっぽりと被って使用するらしい。簡単に言うとでっかい浮き輪みたいな感じで、サイズは上半身を覆う程の大きさなので思いっきりぶつかったりしても痛くないみたい。……よく分かんないけど、面白そうな気がする。

　男子の相撲は、そんなバブルボールを被ってやるみたいだ。三崎先生が「ケガの心配もないから思う存分ぶつかってＯＫ！」と、溌剌な笑みを浮かべていた。

　そして江里さんが名乗りを上げた、鬼ごっこ玉入れの方は……、

「バブルボールの上にカゴを付けて、対戦相手の鬼役の子達に玉を入れられないように逃げるの。鬼ごっこと玉入れが合体した感じね。江里さんは足も速いしカゴ役にはバッチリ！」

　そんな競技らしい。

　バブルボールを装着した江里さんが全力疾走……うん。絶対に面白いと確信できる。

　江里さんの足の速さはスポーツテストの昼食の時に見ているので、今から楽しみでしょうがない。

「三崎ちゃん、ひとつ聞いてもいいっすか？」

「どうしたの？」

　競技の説明を終えたところで質問タイムになり、ひとりの男子生徒が立ち上がった。

「今の話だと……女子の競技は――江里さんに向かって玉を投げるってことですか？」

　――ガタガタガタッ!!

　すると数名の生徒が深刻そうな顔をして立ち上がり……、

「考えられない!!」

「なんたる鬼畜の所業！」

「……さすがに冗談……だろ？」

「そんなのって……ないでしょ？」

「え、江里様に向かって……玉を投げる……だと？」

「そんなことをしたら……罰ばちが当たる……いや、天罰が下るぞ!!」

「もし江里さんの身体に傷が付いたら、学校はどう責任を取るつもりなんですか!?　おぉん？」

　三崎先生に食って掛かっていた。

　だけどそんな反応も想定済みなのか、ニコリと微笑んだ三崎先生が口を開いた。

「上半身はバブルボールで覆われているし、膝にはサポーターも装着するからケガ対策はバッチリよ」

　でもそんな答えでは誰も納得しなかった。……ケガしないなら問題ないと思うんだけど。

「……分かってない！　三崎ちゃんは全然分かってない！」

「たとえケガをする心配がないにしても……」

「……江里様に玉を投げるその行為が禁忌!!」

「もし万が一にも、江里さんに思い切り玉を投げる不届き者がいたら……」

「…………我がクラスが総力を挙げて――血祭りに上げてやる!!」

　クラスの皆が一致団結して、互いを見合って頷きあっている。「よし！」「殺やるぞ!!」とか言っているクラスメイト怖すぎる件について……。

　……なんてふざけたことを考えて気を紛らわせていたら、もう一度江里さんが立ち上がった。

　ただ今度は瞳を潤ませて眉を八の字にした、いじけたような表情だった。……あ、これ直視したら意識を刈り取られる系のまずい表情だ。

　ここ最近、江里さんと一緒にいるので、身の危険を感じた僕はすぐさま明後日の方向に顔を向けた。

「……か、カゴ役……やっちゃ……だめ？」

　……

　…………

　………………

　教室内の全ての音が消え去った。

　誰の声も聞こえない。……なんなら、なくてはならない息遣いさえも聞こえない。

　僕は恐る恐る皆の方に顔を向けたら――、




「…………」（チ～ン×35人）




　僕と江里さんと半田くんと三崎先生を除く全員が――机に倒れ込んでいた。これにより反論できる人が全滅したので、希望通り江里さんはカゴ役を勝ち取ったのだった。
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　そんな大事件を振り返りながら、僕は江里さんが出場する第１試合を見に来ていた。

　他の競技と被っている人以外全員集結しての応援だ。……いや、よく見るとクラスマッチだというのに、他クラスの人の姿も結構ある。自分のクラスを応援しないでこっちに来るって、大丈夫なんだろうか？

　――ちなみに僕はバブルボール相撲に出場したんだけど、見せ場もなく開始早々体当たりで吹き飛ばされて、ポヨヨ～ンと地面を転がった。……勝負に負けたことは悔しいんだけど、吹き飛ばされた時の妙な浮遊感とか、ポヨンポヨン転がるのは結構面白かった。癖になりそうだ。

「――そーくん！」

　ボケーッとそんなことを考えていたら、バブルボールを装着した江里さんが僕のところまで走ってきて、満足そうにニコニコしていた。

「どう？　つよそう!?」

　クルリと１回転をして「どう？　似合ってる？」みたいな口調で江里さんが言ってきたので、思わず笑ってしまった。

　上半身が透明のバブルボールに覆われている様はどう見ても強そうには見えない。なんならちょっと弱そうに見える。

　でもこんなことを言ったら江里さんが落ち込んでしまうのは目に見えていたので、僕は素直に言った。

「はい。可愛いです」と。

　……って何言ってんだ僕!!　アホなのか!?

「――か、かわいいっ!?」

「……公衆の面前で何やってるんだバカップル」

「は、半田くん!?　……えっと、僕と江里さんは……」

「ば、バカップル!!　そーくんと……私が……バカップル!!」

「江里は喜んでないでさっさと行ってこい。呼ばれてるぞ。相田は無意識に砂糖を撒き散らすのはやめろ。クラスのやつらが失神してリタイアになるだろうが」

　のそのそとやってきた半田くんが呆れたような表情で、頭を掻いていた。……今日は笹は食べていないみたいだ。

「……ん！　そーくん……ちゃんと、見ててね？」

「はい。応援、してます！」

　そして江里さんは会場であるグラウンドに向かって走り出した――かと思いきや、数歩行ったところで振り返った。

「そーくーんー！　ちゃんとー見てるー？」

「見てますよー！」

「そーくーんー!!　見てるー？」そしてまた数歩行ったところでこっちを確認する江里さん

「バッチリ見てますよー！」

「そーくーんー!!　私、がんばるー!!」ちょっと走ってやっぱり振り返る江里さん

「はい！　頑張ってくださーい！」

　そんなやりとりを数回続けていたら、半田くんが大声で江里さんに吠えた。

「いちゃついてないでさっさと行けー!!」
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　試合のルールは単純明快で、テニスコート２面分くらいの広いエリアを、バブルボール＆カゴを装着した人が走って逃げるというもの。試合時間は２分。玉を投げる人は５人。これを攻守入れ替えてやる感じだ。

　勝敗は玉入れと一緒で、より多くの玉を入れたクラスの勝ちとなる。玉は中央に設置されていて、それを数個手に取って走ったり、投げたりする。……ちなみに１回カゴに入って走っている最中に零れ落ちてしまっても、それもしっかりカウントされているので、その点は大丈夫らしい。




　――そして気になる第１試合の結果だけど……、

「そーくん！　私、ひとつも……入れられなかった！」

　うちのクラスの……というよりか、江里さんの圧勝だった。

　なんて言えばいいのかな。……そもそも試合にならなかった感じだ。

　相手クラスの鬼役の人達がカゴ役を江里さんがやると知った瞬間、

「――ダメ！　江里さんに向かって投げられない！」

　と、いきなり３人が戦意喪失。

　残った２人は果敢に挑むも、江里さんの神速と華麗なステップに翻弄されて玉をひとつも入れることができなかったのだ。

　さすが陸上部から本気で勧誘されている江里さんである。




　……ちなみに余談になるんだけど江里さんが華麗なステップを披露したことによって、後日ダンス部の女子部長から「Ｓｈａｌｌシヤル　ｗｅウイ　ｄａｎｃｅダンス？」と勧誘されたとかなんとか……。




　――そんなこんなでうちのクラスは危なげなく勝ち上がって、ついに決勝戦となった。

　相手のクラスは玉を入れる鬼役の５人全員が、ソフトボール部やバスケットボール部に所属。カゴ役の人も陸上部の短距離選手スプリンターだそうで、本気で勝ちを狙いにきている人選だった。

　対するうちのクラスの玉入れ役の人達も、本気メンバーである。江里さんが参加を表明した以上、絶対に負けられないとバスケットボール部の人を中心にガチメンバーが揃えられた。

「――江里さん、先に謝っておくね？　うちら……負けるつもりはないから」

「私達も運動部の看板背負ってるからさ……真面目にやらせてもらうね？」

「……真剣勝負。狙ったゴールは……逃がさない。江里さんでも……容赦しない」

　試合前に対戦相手の人達がやってきて、そんなことを言ってきた。

　江里さんに玉を投げるプレッシャーを掻き消すほどの本気。

　……戦意は充分で戦力も恐らく互角と言った感じだ。

　江里さんもそんな発言を受けて、やる気スイッチが入ったようだ。

　いつも以上に凛とした表情を浮かべて、対戦相手を見つめてから澄んだ声音で言った。




「……ま、負けないかりゃぁ!!」




　……ここで噛むなんてさすが江里さん。恥ずかしそうにブンブン顔を振っている姿が、愛くるしい。

「……やっぱり私達の負けるかもしれないわね」

「――悔しいけど、こんな可愛い江里さんに勝てる訳がないじゃない!!」

「噛み噛み江里さん……反則的な可愛さ。勝負の前から……勝敗は決まった」

　そんな言葉を残して帰っていった相手チームの人達だったけど、いざ試合になったらキッチリと気持ちをリセットしてきていた。

　コイントスの結果、僕らのチームが先に玉入れ攻め側となり――決勝戦が始まった。

「……が、がんばれーっ!!」

　カゴ役の江里さんの出番は次なので、今は応援に回っている。

　よっぽど気合が入っているのか、まだ装着しなくてもいいのに、何故かバブルボールを被っていて。ポヨンポヨンと転がりながらの応援だ。……ポヨンポヨンしてる江里さんがめちゃくちゃ可愛いんですが？

　決勝戦ということでクラスの皆の応援にも熱が入っているんだけど……、

「そこだー！」江里さんをチラ見しながら

「入れろー！」江里さんを凝視しながら

「可愛いー！」江里さんをガン見しながら

「癒される！」相手チームの応援の人が江里さんを見つめながら

　どう見ても集中できていなかった。……いや、相手チームの人はせめて自分のクラスを見てあげなよ……。




「試合終了！　そこまで！」




　江里さんのことが気になっていたら、あっという間に前半戦が終了。

　結果は――１玉しか入れることができなかった。……相手のカゴ役の人が江里さん並みに速かったのだ。なので１点を入れられただけでもかなり凄いと思う。

　悔しそうにしている鬼役の人が江里さんに声を掛けていた。

「ごめん江里さん！」

「私達の力不足のせいで……」

「さすが陸上部のスプリンター。速過ぎて追い付けなかった」

「相手、マジで勝ちにきてるっぽいから、江里さんも気を付けて！」

「江里さん、あの背高いのいるでしょ？　あれ私と同じバスケ部なんだけど、スリーポイントシューターだから、遠距離にも気を付けた方がいいかも」

「……ん。分かった。……がんばる!!」




　――そして江里さんはポヨンポヨンと転がりながら、決戦の地に向かって行ったのだった。……あれ、絶対気に入ってやってるやつだ。




「試合開始！」




　程なくして始まった後半戦はいきなり厳しい展開になった。

　相手チームが横に広がって江里さんを、ジワジワと隅に追い込んでいっている。無駄な玉は一切投げないので玉を補充しに行く隙もなく、結果として江里さんはジリジリと後退している。

　なんとか強引に突破しようと試みるも、連携の取れたプレスディフェンスをされてやはり動くことができない。このままではジリ貧だ。

　……このままだと江里さんが負けてしまう。

　何か僕にできることは……ないのか？

「おい、相田。お前の彼女が困ってるぞ？」

　頭を抱えていたら半田くんに話し掛けられた。

「べ、別に……付き合ってませんよ？」

「まぁ、そんなことは今は置いておくとして。このままじゃ江里は得点を決められちまうだろうな」

「……そうかも、しれません」

「だったらやることはひとつしかないだろ？」

「……ひとつ？」

　僕は選手でもないし、江里さんの戦いをここから見守ることしかできない。

　それなのに一体何ができるのだろうか？

「あぁ――応援だ」

　……応援は既にしているけど、どういうことだろうか？

「……もうしてますよ？」

「……足りねぇな。全然足りねぇ」

「足りない？」

「応援ってのはな、相手に届いて初めて効果が出るんだ。

　俺も柔道の試合の最中に応援してくれている声が聞こえると、負けたくねぇ！　ってどんな不利な状況にあっても、奮い立つことができる。

　それを踏まえて、今の相田はちゃんと江里のことを応援できているのか？

　お前の声はあいつに届いているのか？

　……いいか？

　男ならビシッと決めろ。

　ここにいる誰よりもデカい声で応援してやれ。

　それが今のお前にできる唯一のことだ。

　恥ずかしいなんて考えは捨てろ。

　お前が普段教室でやっている江里とのやりとりの方が、充分恥ずかしいからな？

　ただ江里のことだけを考えて、腹の底から声を出すだけだ。

　――簡単だろ？」

　途中でなんか変なことを言われたような気もするけど、半田くんの言葉には実体験の重みがあった。

　……そうか。江里さんのためにこんな僕にもできることがあるのか。

　きっと以前だったらこんな状況は考えられなかった。

　コミュ障な僕には、親しい人はいなかった。

　――それが今は、誰にも負けないくらい応援したいと思っているのだ。

「……半田くん、ありがとうございます」

「おう。ビシッと決めてこい!!」

　試合は残り30秒。プレスディフェンスを掛けられていた江里さんは既に疲労困こん憊ぱいのようだ。

　華麗に決めていたステップにもキレがなくなりつつあり、もう限界が近そうに見える。

　……僕は覚悟を決めて、大きく息を吸い込んだ。

　――そして、これまでの人生で一度も出したことがない大声で江里さんを応援した。





「えりさぁぁん!!　頑張ってくだしゃぁぁい!!」






　……コミュ障らしく、思いっきり噛みながらだったけど……。




　――すると江里さんは僕の応援が聞こえたのか、一瞬だけこちらを向いて小さくコクリと頷くと、次の瞬間にはもの凄い勢いで鬼役の人達が作る包囲網に突っ込んでいったのだった。
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「いただきます♪」

「いただきます！」

　午前中の競技を全て終えて、お昼休みとなった。

　バブルボール鬼ごっこ玉入れの決勝戦があの後どうなったかと言うと……、

「えりさん、優勝おめでとうございます」

「ありがと！」

　江里さんが時間一杯逃げ切って無得点で押さえ、僕らのクラスが優勝したのだ。

　僕の応援の後、包囲網に自ら向かって行った時は見ているこっちまで緊張した。これぽっちも止まる気がないスピードで何をするのかと思ってドキドキしながら見守っていたら、江里さんはバブルボールの反発を利用して、ハンドスプリングの要領で空高く跳び上がったのだ。見ているだけの僕らも、本来ならば追いかけて玉を投げ入れるべき鬼役の人達ですらも、その天を駆けるような江里さんの神々しい姿に見惚れて固まってしまった。

　――そして悠々と鬼役を跳び越えた江里さんは、空中で競技終了を迎えたのだった。

「えりさん……凄かったです」

　首に優勝者に贈られるメダルを掛けて、無邪気な笑みを浮かべている江里さん。

　よっぽど嬉しかったのか貰った直後にメダルに頬ずりをしたり、オリンピックのメダリストがやるように軽く噛んだりと、とにかく可愛さ満点の行動をして……クラスどころか、学年の皆が悶えていた。……もちろん僕も悶えた。

「そーくんがね！　おっきい声で応援してくれたから……がんばれたの♪」

「聞こえたみたいで良かったです。……噛んじゃいましたけど」

「……ん！　そーくんが、がんばってくだしゃぁぁい、って言ってたの、良く聞こえた……可愛かったの！」

「や、やめてください！　それならえりさんが言った、負けないかりゃぁ!!　も可愛かったですよ！」

「――うぅぅぅぅ!!　それだったら猫そーくんだって可愛いもん！」脇腹ツンツン

「にゃぁぁぁっ!?　だったら、バブルボールを被ってポヨンポヨンしているえりさんも凄く可愛かったです!!」

「ま、また言ったぁ!!　それなら犬そーくんだって可愛いもん!!　犬なのに猫そーくんだもん！　反則！」

「…………」

「…………」

「ご飯食べますか……」

「……ん」

　そんな会話をしながら、互いに恥ずかしくなって俯き。

　江里さんが用意してくれたお弁当にようやく箸をつけたのだった……。

　……よくよく考えてみると、とんでもなく恥ずかしいことを言っていたような気もするけど、深く考えるのはやめておこう……。











書下ろし②　避難訓練でソワソワする江里さん






「今日はどこかの時間で避難訓練がありまーす！」

　朝の出席を取り終えてすぐのこと。三崎先生が楽しそうに言った。

　……避難訓練か。確か突然校内放送が鳴って、グランドに避難するやつだっけ？

　おぼろげな記憶を掘り返していると、隣の席の江里さんが何だかソワソワとしていた。

　しきりに壁掛け時計を確認したり、キョロキョロと周囲を見回していたり、そこで僕と目が合ってぱちくりと瞬きをしている。

　どうしたのだろうか？

　もしかして忘れ物でもして、それを思い出して焦ってる？　……なんにせよ可愛いのでそのまま続けておいてほしい。

「……そーくん、そーくん!!」

　なんてどうしようもないことを考えていたら、江里さんが少し緊張した面持ちで呼び掛けてきた。真面目な江里さんは三崎先生にしゃべっていることがバレないようにしたいのか、現代社会の教科書を顔の前で広げている。……うん。まだ授業も始まってないのに教科書広げていたら、却ってバレバレですよ江里さん。

　――それに教科書が思いきり逆さまなのだ。笑いを堪えるのが大変だった。

　そんなことに気が付いていない江里さんは、真っ直ぐに僕のことを見つめて「……んー？」と首を傾げている。……ひとつひとつの仕草がいちいち可愛いって実際凄いことだよね？

「はい」

「……んっ！　目、開けたまま、ぐっすり……びっくり！」

　きっと「返事をしなかったから、目を開けたままぐっすり眠っているのかと思って、びっくりした！」と、言っているんだと思われる。「びっくり！」を言ったところで背筋をピーンと伸ばして、ピクッて揺れたのがなんだか小動物のようで……最高に可愛かった。

　マズイな……今日は江里さんが朝一から可愛さを爆発させているぞ。このままのペースでこんな行動をやられたら――どこかで心の声が漏れてしまいそうだ……。

「……起きてました」

「そーくん……寝ちゃうの、休み時間だけ」

「はい。えりさんも……読書は、休み時間だけ？」

「――だけだけ！」

　力強くコクコクと頷き、教科書の端からこっそりと顔を出して、またすぐに隠れる江里さん。

　……もうやめて!!　可愛いのは充分、分かってますから!!

「……完璧！　全然――バレないっ!!」

　三崎先生から見てもあからさまに不自然な動きをしているのは見えているのだろうけど、特に注意はない。

　気になって三崎先生の様子を窺ってみても、僕らの方を見て優しい笑みを浮かべながら避難訓練の話を続行しているだけだ。……というかいつの間にか数名のクラスメイトが、ほのぼのとした表情でこっちを見ていた。ど、どうかしたのかな？

「……あの、それで、どうかしましたか？」

「……どうかしました！」

「……どうしました？」

「今日……どきどき……する!!」

　急にドキドキすると言われても……僕なんてさっきっからずっと胸キュンが止まらなくて大絶賛ドキドキ中なのですが？

　なんてふざけたことは口にできないので、真面目に考える。

　普段と違って今日ドキドキしているというのならば、三崎先生が言った避難訓練くらいしかない。

「避難訓練、ですか？」

「……そう！　いっぱい……すっごくいーっぱい……どきどきする！」

　片手で教科書を持ちながらもう片方の手で「いっぱい」を表現するために、腕を伸ばして円を描くように動かした江里さん。……そんなことをやっていると、教科書で顔を隠している意味が全くない。それどころか見ようによっては手を上げて質問しているようにも見え――、

「はい、江里さん！　質問いいわよ！」

「――ん!?」

　案の定思っていた通りの展開になった。

　突然名指しされたものだから、江里さんはビクンと大きく揺れてから、蛇に睨まれた蛙のごとく動かなくなり。片手は逆さまの教科書を顔の前で広げ、反対の手は空高く掲げられていて……傍から見ると何かの決めポーズをしているようにも見える。……正直ちょっと笑ってしまった。

「江里さん？」

「…………はい」

「現代社会の教科書、逆さまになってるわよ？」

「――ほんとっ!!」

　その言葉でようやく気が付いた江里さんが慌てて向きを直した。……いや、別に読んでる訳じゃないし律儀に戻さなくてもいいのに。真面目可愛い江里さんだった。

「相田くんと仲良くお話しするのはいいけど……先生の話も聞いてほしいかな～？」

「……ご、ごめんなさい」

　僕は横から江里さんの顔をこっそりと覗く。熟じゆくしたリンゴよりも、熟うれたトマトよりもその顔は真っ赤になっていた。今日の江里さんはソワソワドキドキし過ぎていて、いつもより無邪気だ。

　……あぁ、かわい――、

「――相田くん、もちろんあなたもよ？」

「――は、はははいっ！」

「……もうっ……いちゃつくのは休み時間だけにしてね？」

「さすが三崎ちゃん！」

「三崎ちゃんよく言った！」

「いや、もっと言ってくれ三崎ちゃん!!」

「早く付き合って落ち着いてくれバカップル!!」

「俺ら、あのふたりのイチャイチャタイムのせいで、何回も死にかかってるんです!!」

　――そして僕らはふたり揃って、ゆでダコのように顔を深紅に染め上げたのだった。
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　注意された反動なのか、江里さんはいつも以上にしっかりと授業に取り組んでいたんだけど……、

「…………」何度も壁掛け時計を確認する江里さん

「…………」しきりに教室の出入り口を気にする江里さん

「…………」校内放送用のスピーカーをジーッと見つめる江里さん

　こんな感じでやっぱりどこか落ち着きがなかった。

　いつもならば休憩時間になったらすぐに机に伏せて寝る（寝たふりも含む）僕だけど、さすがに気になって江里さんに話し掛けた。……理由は分かり切ってはいたけど。

「……避難訓練、いつ……なんでしょうか？」

　すると読んでいた本を置いた江里さんが艶めいた長い黒髪を耳に掛け、深刻そうな顔つきで言った。

「……分かんない……だから、緊張してる」

　見れば唇がプルプルと震えていたので、本当に緊張しているみたいだ。心の底から可愛い。

「……でも、訓練だから……あんまり緊張しないほうが、いいと思います」

「そーくん……ちがう。訓練だから、しっかりやるの！　訓練でできなかったら……大変なことになっちゃう!!」

　さすが真面目な江里さんだけあって、避難訓練にも真しん摯しに取り組むつもりらしい。

　……僕はちょっとしたイベントくらいに考えていたけど、江里さんの姿勢を見ると「真面目にやらなきゃ！」と思えてきた。

　今日の避難訓練は、１階の理科実験室で火事が起きるという想定だ。

　なので火災発生の校内放送後、グラウンドに避難してクラス単位で集合し、点呼を終えたら校長先生のお話を聞いて終了という流れだ。

「そうですね。僕も、しっかりやります！」

「……ん。いつ放送がきてもいいように……常に警戒っ!!」シュババババッ

　風を切る音が聞こえてきそうな速さで右に左にと首を動かしながら「少しの油断が……命取り！」と、教官のような厳しい表情で言っていた。

「常に警戒……ですね」

「……次は――」

　そんなやりとりを行っていたら、周りにいたクラスの人達が僕らのことを遠巻きに見ながら、コソコソと話し合っていた。……な、なに!?　そんなにヒソヒソ話をされるとかなり怖いんだけど!?

「…………」（あのふたりまたなんかやってるぞ）

「…………」（ふたりして顔ブンブン振って何してるんだ？）

「…………」（……もしかして……求愛行動じゃね？　絶対そうだろ!?）

「…………」（ありよりのありかな）

「…………」（それだわ!!　一理あるどころか百理ある!!）

「…………」（いや、案外真面目に避難訓練に備えてるだけだと思うぞ？）

「…………」（何言ってんだよ半田パンダ！　絶対求愛行動だって!!）

　何となくだけど……生ぬるい視線だったので悪口を言われてるって訳ではないと思いたい。




　――そして何事もなくお昼休みに突入して、僕らはいつも通り司書室へと向かう。

「そーくん、ごはん、いこーっ！」

「はい」

　以前は僕らが出て行こうとすると皆示し合わせたように急に無言になったり、ピタッと一時停止をしたりしていたけど、最近は普通に各々でおしゃべりをしている。

　……あの全員で無言になったり、止まったりするやつ、僕と江里さんもやってみたかったなぁ。けど……皆の輪に入って行くのはコミュ障にはハードルが高過ぎて無理なのだ。

　司書室に入ってお弁当を置いて、窓際にある流し台でふたり並んで手を洗う。

　流し台は結構小さいサイズなので横並びで洗おうとすると、必然的に肩が当たってしまうのだ。……それならふたりで洗わなければいいんじゃ？　と思うよね？

　正直なところ僕もそう思っているんだけど、手を洗っていると何故か必ず江里さんが乱入（？）してくるのだ。

　だからって僕が手を洗わないでいると「そーくん、手洗って！　ばっちぃ！」と怒られるので、ここのところは諦めて心を無にして何とか乗り切っている。

「そーくん、ちゃんと指の間も！」

「はい」

「あと、爪のところも！」

「……これでどうですか？」

「……合格！」

　それから席に着き、当然のように隣の席に座った江里さんからお箸を手渡される。

　僕のお箸は三毛猫が描かれているもので、散々江里さんから「猫そーくん」と言われているから何となく察しはつく。余談だけど三毛猫ってほとんどメスで、オスは３万匹に１匹程度だってこの間クイズ番組でやっていたんだけど。

　……僕のお箸に描かれている三毛猫は、はたしてちゃんとオスなのだろうか？

　ちなみに江里さんのお箸は、パンダが笹を食べている姿が描かれているものだったりする。

「いただきます」

「いただきます」

　ふたを開けると、今日も今日とて江里さんのお弁当は美味しそうだった。

　僕が一番好きな玉子焼きをはじめ、しっとりとした光沢を放つ照り焼きチキンに小松菜とエノキの和え物、にんじんしりしりなど、見ているだけで涎が出てくる。

　たまにおしゃべりをしたり、ふたりでのんびりと外の景色を眺めながら、ゆっくりとお弁当を食べ終えて、ごちそうさまをした頃には僕の頭からは避難訓練があることはすっかり抜け落ちていた。

　江里さんも常に警戒していた疲れからなのか、とろんとした瞳が今にも眠りの世界に沈み込もうとしている。

「えりさん……眠い？」

「……えりさん……ねむい」

「ちょっと、眠ります？　時間になったら、起こしますよ？」

「……ん。そ、そーくん……あのね、ちょっぴり、だけ――ひざまく――」

　そんなタイミングでスピーカーから、ジリリリリ、というけたたましいベルの音が流れてきた。火災報知器の発報音だ。

　僕は思わず身を固くして放送に集中した。

　横を見れば眠気なんて吹き飛んでしまっただろう江里さんが、どうしてか悔しそうな顔をしながらスピーカーを睨み付けていた。……やる気は充分そうだ。

『――訓練です、訓練です。ただ今、１階理科実験室の火災報知器が発報しました。教員が現場確認をしておりますので、次の放送があるまで待機してください。繰り返します――』

「うぅぅぅ……そーくん……ひざまくらぁ」

　何かぼそぼそと江里さんが呟いていたけど、ベルの音で良く聞こえない。

　一先ず待機ということなのでお弁当箱をしまっていたら、今度は江里さんがしょぼくれていた。

「……えりさん、やっぱり眠い？」

「ね、眠くないもん！」

「……でも、なんか落ち込んでます？」

「そ、そーくん！　今は避難訓練中！　おしゃべりは厳禁！　だから聞いちゃ……だめなのっ!!」

　おぉぅ。江里さんに怒られてしまった。ちょっと黙っておこう。

『――訓練です、訓練です。ただ今、１階理科実験室より、訓練火災が発生しました。生徒の皆さんは落ち着いてグラウンドに避難してください。尚、１階理科実験室側の東階段は危険ですので使用しないでください。繰り返します――』

　今度は避難開始を告げるアナウンスが入ったので、江里さんとふたりで行動を開始した。

「そーくん、私の後に……ついてきて！」

「はい」

　キリッと引き締まった表情を顔面に貼り付けた江里さんが、司書室の扉を開け放ちながら後ろを振り向いてきた。……最近忘れかけていたような気もするけど、江里さんがクールモードだ！

　廊下に出た瞬間、江里さんはハンカチを口に当てて中腰になった。かなり本格的な避難体勢だ。僕もそれを見習って同じようにハンカチを口に当てて中腰に。

「煙はどんどん……上昇するから、１階の煙は……全部最上階のここに、集まるの。……だから、姿勢は低くすることが、大事！」

「分かりました！」

　それから壁伝いに移動を開始したとこ――、

「――え、ええええりさん!?」

「……ん？　緊急事態??」

　振り向いた江里さんは真顔でそんなことを言っているけど、確かにある意味では緊急事態だった。それもかなりマズイ状況だ。

　状況を整理すると――僕の目の前には中腰（ほぼハイハイ状態）で進む江里さんがいる。服装は当然制服なのだ。

　……もう想像はついたかもしれないけど、制服ってことはもちろんスカートってこと。

　つまり何が言いたいかって――江里さんの、その……し、下着が見えそうで僕の理性が色々と緊急事態に陥ってしまったのだ。

「き、緊急事態!!　エマージェンシーです!!」

「……どうしたの？」

　いや、それを聞かれても素直に答えるのは恥ずかしい。

　僕は目の前でヒラヒラと揺れるスカートに気を取られながら、もうなりふり構っていられないと、思ったことを口にした。

「僕が先に、行きます！　えりさんは、僕の後に！」

「……や、やだぁ！　私、先頭やりたい！　ちゃんと避難できるところ、そーくんに見せたいの！」

　だ、誰かこの状況から僕を救ってくださぁぁぁい!!

　そんな心の声が漏れそうになったけど、こうなった江里さんが簡単に折れることはないと知っているので、僕はとっさに折衷案を口に。

「わ、分かりました！　では、一緒に並んで……避難するで、どうですか？」

「……ん」

　……よし！　これで何とかチラリズム地獄からは解放されそ――、

「……危ないから手、繋ぐの！」

　横に並んだらすぐさま江里さんに手を繋がれたのだ！　それもいつも通りと言えばいいのか、俗に言う恋人繋ぎで、だ。

　さすがにこんな状態で避難しているところを見られたら、先生に怒られそうな気がしてならない。

　僕は江里さんに声を掛けることなく反射的に手を離そうとしたんだけど、更にギュッと握られてそれはできなかった。……な、なんで握り込むんですか!?

「そーくん、離しちゃだめっ!!」

「で、でも……どうして手を、繋ぐんですか!?」

「……迷子防止！」

　わ、分かんない！　江里さんが本気で言っているのか、ふざけて言っているのか僕には分かんないよ!!

　ここ一番の凛とした表情で僕の指を握りながら、そう言う江里さんの姿は不覚にも少しカッコ良く見えてしまった。

「校舎内だから、迷子……なりません！」

「校舎内だけど、煙が……もくもく！　だから周り、見えないの！」

　そう言われてしまうと何だか握らないといけないような気がしてきた……江里さんの真顔には説得力を増すという効果もあるらしい。……僕が単純だからかもしれないけど。

「……分かりました」

「……ん。……そーくんと避難♪」

　あ、あれ？　なんか江里さんが今笑っていたような？

　……とりあえず並んで避難することになり、壁伝いに江里さん。その横に手を繋いだ僕。

　そんな感じで中腰のまま進み始めた。

「そーくん……火事の時は、新鮮な空気を吸うのが大事」

「はい」

「煙もくもくでも……床スレスレは、綺麗な空気があるの。……あと階段の段差のところ」

　途中で江里さんにためになる解説をしてもらいながら、結構な時間をかけてようやく１階まで辿り着いた。……そういえば誰にも遭遇しなかったんだけど、もしかして僕らが一番最後なのだろうか？　だとすると怒られそうな気がする……。

「やっと玄関！」

「そろそろ手を離しましょうか」

「……ん？　だめ、だよ？」

　さも当然みたいな言い方だ。江里さんは完全に離す気がないらしい。

　……もう校舎の外に出るんだし、迷子の心配はないはずなのになんで!?

「にゃんで!?」

　思わず噛みながら問い掛けるも江里さんは「猫そーくん！」とだけ反応して、力強く僕を引っ張っていく。

　玄関まで残り数歩。……僕はそこで諦めた。

　きっとだけどビリな時点で皆には注目されるだろうし、もうどうにでもな～れ！　と開き直ったのだ。

「……そーくん！　私達無事、生還！」

　そして玄関を１歩出たところで、遠くの方から三崎先生とクラスメイト達が走ってくる姿が見えた。……どうして皆まで走ってくんるんだ？

「――相田くん？　江里さん？　あなた達まさか……イチャイチャしてたから遅れてきたんじゃないでしょうね!?」

　三崎先生が珍しくお怒りモードだった。当然だよね。

　見れば既に全校生徒の避難が完了しているようで、そんな数百人規模の視線が僕らに突き刺さるように向けられているのだ。

「お前らすぐふたりの世界に入りやがるから、避難訓練のことにも気が付いてないのかと心配したんだぞ？」

　半田くんの言葉にクラスの皆が頷いていた。……ちょっ待って！　さすがにそんなことはないから!!　ふたりの世界なんて入らないから！　……入ってないよね？

「……ちゅ、中腰で避難……してたので、遅くなりました」

　僕がそう言うと三崎先生は「本当に？」と江里さんに視線を向けた。

「……ん――」




　そして江里さんの続けた言葉に全員からツッコミが入って、僕らの避難訓練は幕を閉じたのだった……。




「――ちゃんと、手も繋いで……避難しました!!　そーくん、離そうとする……悪い子！」




「あなた達いつまで手を繋いでいるの？　早く集合場所に行くわよ！」

「悪い子はお前らバカップルだ!!」

「またこいつらナチュラルに恋人繋ぎしてるぞぉぉぉ!!」

「勘弁してくれ……なんで避難訓練でこっちが死にたくならなきゃいけないんだよ!?」

「心配して損した……いつも以上にバカップルで……」

「……笹でも食ってるか……」











あとがき






「……ちゃんと、本編……読んで、くれた？　読んでなかったら、この先、読んじゃ……だめっ!!」

　……ということで（？）どうも初めまして、識原佳乃と申します！　もし「初めましてじゃないよって方がおりましたら……泣いて喜びます!!」

　普段はひっそり、こっそりと『小説家になろう』で地味～に活動しています。

　書くのはもっぱら現代ラブコメ！

　大好物はじれじれしたイチャラブ！

　座右の銘はいつでもお砂糖マシマシ！

　そのため本作も佳乃の趣味と私の性癖（？）が全開になっております。……さて、私と佳乃のしょうもない話をしていてもあれなので、少し本作のことを語っておこうと思います。

　本作の主人公である相田くんは『現実にいそう』というのを目標にした男の子です。人付き合いがちょっと苦手なコミュ障だけど捻くれていなくて素直で真面目。クラスの中心的なザ・主役ではなく、初恋にどうすればいいのか戸惑ってしまうような不器用な男の子。

　そんな相田くんに対して江里さんは「これでもか！」というほど凝縮された女の子にしています。文武両道で容姿端麗、物静かでミステリアスな美人。だけどその実――ぽんこつ天然空回り系女子という、とんでもなく濃いキャラです。

　こんなふたりが織りなす、思わず応援したくなってしまうようなラブコメ、を目指してこの作品を２年ほど前に書いていたのですが……それがまさか『ネット小説大賞』を受賞させていただき本になるなんて、未だに夢なのかと思っております。

　最後になりますが、本作を見つけてくださった『Ｋ様』『Ｔ様』。本作を選んでくださいました『Ｍ様』、豊富な知識と的確なアドバイスをくださいました『Ａ様』。叫び出したくなるくらい可愛い江里さんを描いてくださいました『うなさか様』。『小説家になろう』でクセの強い面白感想や、ネタに走った爆笑レビューで応援してくださった『読者の皆様』。

　そしてこの本を手に取り、今まさに読んでくださっている『あなた』へ、心より感謝申し上げます。




　どうもありがとうございました!!





２０１９年８月　識原佳乃









識原佳乃（しきはらよしの）

今更某アニメにハマってキャンプを始めた、ゆるキャンパーの識原です！　最近ダイエットで５ｋｇ痩せて、調子にのってお菓子をいっぱい食べている佳乃です！　景色が良いオススメのキャンプ場と、オススメのお菓子（ケーキ！）がありましたらぜひ教えてくださいね！（二〇一九年十月現在）




イラストレーション

うなさか

小説挿絵やゲーム原画で活動中の車とインコが好きなイラストレーター。今作はコミュ障同士のラブコメ作品。不器用な２人を眺めているとほっこりと幸せな気分になれます！（二〇一九年十月現在）







僕ぼくのクラスには校こう内ない一いち有ゆう名めいな
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